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ご使用の前に 

•ご使用の際は、必ず 「マニュアル」 をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 

•「マニュアル」 は、不明な点をいつでも解決できるように、すぐに取り出して見られる場所に保管 
してください。 


安全にお使いいただくために 


このマニュアルおよび製品には、製品を安全に正しくお使いいただき、お客様や他の人々への危害や財産へ 
の損害を未然に防止するために絵表示が使われています。 

その表示と意味は次のとおりです。内容をよく理解してから本文をお読みください。 


△注意 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定さ 
れる内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。 


△注意 

機器の接続を行うときは、コンピュータおよび接続する機器の電源を切ってから行ってくだ 
さい 0 

電源が入ったまま接続を行うと、コンピュータおよび各機器の故障の原因となります。 

r WSM 

各種コード（ケーブル）は、マニュアルで指示されている以外の配線をしないでください。 ! 

配線を誤ると、火災の危険があります。 


本製品を移動させる場合は、電源を切り、電源プラグをコンセントから抜き、すべての配線 
を外したことを確認してから行ってください。 

a 

ヘッドフォンやスピーカは、ボリュームを最小に調節してから接続し、接続後に音量を調節 
してください。 

ボリュームの調節が大きくなっていると、思わぬ大音量で聴覚障害の原因となります。 

\ Volume 

BDTnTTTTTmi 

長時間あるいは不自然な姿勢でのコンピュータ操作は避けてください。 

肩こり、腰痛、目の疲れ、腱鞘炎などの危険があります。 

m 

























ソフトウェア使用許諾契約書 


エプソンダイレクト株式会社（以下当社といいます）は、お客様に対して下記表示のソフトウェアを下 
記の条件に基づき使用する非独占的な権利を許諾致します。なお、お客様が本ソフトウェアを使用され 
た場合には、以下の契約条項に同意したものとみなされます。 


記 


第1条（対象ソフトウェア） 

本契約書に定める本ソフトウェアとは、お客様が購入した当社製パーソナルコンピュータ（以下当該シ 
ステムといいます）にあらかじめ組込まれた rSymphomovieJ ソフトウェア、その添付音声素材（ただ 
し、サウンドファクトリー社製音声素材は除きます）、静止画素材をいいます。 

第2条（著作権） 

本ソフトウェア、その取扱説明書の著作権は当社に帰属するものとします。 

第 3 条（本ソフトウェアの使用） 

1. お客様は、日本国内に設置された当該システム上においてのみ本ソフトウェアを使用することがで 
きます。また、お客様は、本ソフトウェアを当該システムに導入する際にのみ、本ソフトウェアの 
バックアップ用として当該システムに添付されている電子媒体を使用することができます。 

2. お客様は、本ソフトウェアの使用権を第三者に譲渡、またはその他の方法で移転してはならないも 
のとします。 

3. お客様は、次の各号に定める行為を行ってはならないものとします。 

1電子的、印刷、写真、ビデオその他の方法によって、本ソフトウェアを複製すること。 

2本ソフトウェアをインターネット、電子掲示板、その他のオンライン上に開示すること。 

3 リバースェンジニアリングや逆コンパイル、逆アセンブルなどにより、本ソフトウェアを解析す 
る行為。 

4 本ソフトウェアの改版、修正などにより、派生的な商品を作成すること。 

5 日本国政府の許可無しに本ソフトウェアを海外に輸出すること。 

第 4 条（保証） 

1. 当社は、本ソフトウェアが、当該システムの保証期間に応じた期間作動することを保証します。 

2. 前項に定める他、当社は、当該システムおよび本ソフトウェアならびにその取扱説明書の性能を保 
証するものではありません。また、当社は、当該システムおよび本ソフトウェアならびにその取扱 
説明書の使用によりお客様に発生した直接的、間接的もしくは波及効果による損害または損失につ 
いては一切責任を負わないものとします。 

第 5 条（契約の終了） 

1 . 本契約は、お客様が本ソフトウェアの使用を中止した時点をもって自動的に終了するものとします。 

2. お客様が本契約書のいずれかの条項に違反した場合、本契約は§動的に解約されるものとします。 

3. 本契約が終了した場合、お客様は本ソフトウェアならびにその取扱説明書を速やかに破棄するもの 
とします。 

以上 
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ご使用の前に 

本製品を使い始める前に知っていただきたい事項や、取り扱い上の注意などについて説明します。 


第1章セットアップ 

本製品に付属の機器の接続と、 Windows の設定について説明します。 


第2章 Symphomovie の概要 

Symphomovie の起動 • 終了などの基本的操作について説明します。 

第3章素材を取り込む 

DV 機器からの素材の取り込みや、コンピュータで DV 機器を操作する方法について説明します。 

第4章取り込んだ素材を確認 • 整理する 

素材となるファイルの再生や、フォルダを利用して素材ファイルを整理する方法について説明します。 

第5章作品に使う素材をピックアップする（プレイリスト） 

複数の素材ファイルを連続して再生する「プレイリスト」の作成•編集方法について説明します。 

第6章プロジェクトを作成する • クリップを編集する 

プロジェクトを作成して素材ファイルを管理•編集し、作品を構成していく方法について説明します。 

第7章シーンの切り替えに効果をつける 

シーンの切り替えに、フェードイン•フェードアウト•ワイプなどの効果をつける方法について説明します。 

第8章明るさ • コントラスト • 色調などを調整する 

ビデオの明るさ•コントラスト•色調などを調整する画像処理効果（フィルタ）について説明します。 

第9章画像を移動 • 拡大 • 縮小 • 回転させる 

ビデオクリップの移動、拡大、縮小、回転といった 3 D 的効果（モーション）について説明します。 

第10章画面に文字や図形などを入れる（テロップ） 

ビデオに重ねて表示する文字•図形•静止画といった「テロップ」の作成方法について説明します。 

第11章音声を取り込む•プロジェクトに追加する•調整する 

音声だけを録音し、素材ファイルとして利用する方法について説明します。 

第12章出力する 

完成した作品を DV テープに録画したり、 CD-R/DVD に書き込む方法に ついて 説明します。 

第13章使用環境を変更する 

Symphomovie の使用環境（表示•機能など）を設定します。 
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ご使用の前に 

本製品を使い始める前に知っておいていただきたい事項や取り扱い上 
の注意などについて説明します。 


「はじめに」 . 12 

「著作権保護上の注意」 . 13 

「マニュアルの構成と使い方」 . 14 

「記号の意味」 . 15 










はじめに 


このたびは、 Sympl 10 mo vie をお買い求めいただき、誠にありがとうございます。 
Symphomovie はビデオ編集のためのソフトウエアです。 

DV カメラで撮影したビデオをコンピュータに取り込み、編集することができま 
す。編集したビデオは、 DV カメラに録画したり DVD を製作したりすることが 
できます。 

さらに、コンピュータに 「 FINESTATION *」 が搭載されていれば 、 FINESTATION 
で録画したテレビ番組を Symphomovie で編集することもできます。 

本製品の性能を十分に発揮させるとともに、末永くご愛用いただくため、ご使 
用の前に本書および各機器に添付の取扱説明書をよくお読みください。なお、 
お読みになった後は、大切に保管してください。 

* FINESTATION は一部のコンピュータのオプシヨン製品です。 


著作権保護上の注意 


あなたがビデオなどで録画•録音したものは、個人として楽しむなどのほかは、 
著作権法上、権利者に無断で使用することはできません。 

テレビ.ラジオ•インターネット放送や市販の CD • DVD • ビデオ等で取得で 
きる映像や音声は、著作物として著作権法により保護されています。個人で楽 
しむ場合に限り、これらに含まれる映像や音声を録画または録音することがで 
きますが、他人の著作物を収録した複製物を譲渡したり、他人の著作物をイン 
ターネットのホームページ等に掲載（改編して掲載する場合も含む）するなど、 
私的範囲を越えて配布•配信する場合は、事前に著作権者（放送事業者や実演 
家などの隣接権者を含む）の許諾を得る必要があります。著作権者に無断でこ 
れらの行為を行うと著作権法に違反します。 

また、実演や興行、展示物などのうちには、個人として楽しむなどの目的で 
あっても、撮影を制限している場合がありますのでご注意ください。 
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マニュアルの構成と使い方 


Symphomovie には次のマニュアル類が添付されています。 目 的に合わせてお使 
いください。 


Symphomov 旧セツトノノツプカイド 

Symphomovie をご使用の前に必ずお読みください。 

Symphomovie を使用するための機器との接続方法や、各種準備の方法を記載 
しています。準備ができたら、『さあ、やってみよう！』をご覧ください。 
また、再インストールが必要になった場合も、本書をご覧ください。 


さあ、やつてみよう！ 

Symphomovie の基本的な使い方を説明しています。 

サンプルデータを手順に従って作業していくと1つの作品が完成し、基本的 
な使い方を マスター することができます。 


Symphomovie ユーザーズマニュアル （ HTML のみ） 

『さあ、やってみよう！』よりも、より詳しい使用方法が知りたい場合など 
にご覧ください。 

『Symphomovie ューザーズ マニュアル』 は次の方法で開くことができます。 

♦ Symphomovie 起動中に「ヘルプ」- 「 Symphomovie ヘルプ」 


Readme 

『ユーザーズ マニュアル』 に記載されていない補足事項や、機能の制限事項 
が記載されています。本製品をお使いの前に必ずお読みください。 

「Readme」 は次の方法で開くことができます。 

• [スタート]-「(すべての）プ□グラム」一 「 Symphomovie 」一「 Readme 」 


そのほかにも次の WEB ページが利用できます。 


サポートの Web ページ 

拳 Symphomovie に 関するよく寄せられる質問や、技術情報 
春 『 Symphomovie ユーザーズマニュアル』 (HTML) の最新版のダウンロード 
などが利用できます。アドレスは『サポート•サービスのご案内』でご確認 
ください。 



記号の意味 



本書では次のような記号を使用しています。 


安全に関する記号 


A 

注意 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が障害 
を負う可能性が想定される内容および物的損害のみの発生 
が想定される内容を示しています。 


一般情報に関する記号 


作 

制限 


制限事項です。 

機能または操作上の制限事項を記載しています。 



参考事項です。 

覚えておくと便利なことを記載しています。 


2 操作手順を示します。 


WW \ 参照ページを示しています。 


オペレーティングシステムに関する記述 

本書では、オペ レーテイ ング システムの 名称を次のように略して表記します。 


Windows XP 


Microsoft ® Windows ® XP Professional 
Microsoft ® Windows ® XP Home Edition 


Windows 2000 Microsoft ® Windows ® 2000 Professional 
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記号の意味 
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Igl 胃 

セットアップ 

ビデオ編集を開始するために、本製品に付属の機器の接続と、 
Windows の設定を行います。 

説明される順序にしたがって作業を行ってください。 


「添付品の確認」 . 19 

「機器の接続」 . 20 

「使用前に必要な各種設定」 . 22 








この章でやること 


Symphomovie を使用できるようにします。 

コンピュータ購入後に行う、設置、接続、 Windows セットアップは終了して、コンピュータ 
が使用できる状態になっていることを前提としています。 




お使いの DV 機器をコンピュータに接続しましよう。 


DV 櫬器の接続 




Symphomovie を使うときに必要な設定をしましよ 
う。 


Windows の設定 



次にやること/できること 

• Symphomovie を起動しましよつ。 

rm 第2章 「 Symphomovie の概要」 p .29 
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I 添付品の確認 


Symphomovie にはコンピュータに標準で添付されているもののほかに、下記の 
添付品があります。万^、添付品の不足や不良がございましたら、『サポート • 
サービスの ご案内』をご覧になり、担当窓口までご連絡ください。 


ハードウェア 


• IEEE 1394 ケーブル 

DV 機器とコンピュータ本体を接続します。 

コンピュータの IEEE 1394 コネクタに合わせて4ピンー4ピンまたは4ピンー6 
ピンのケーブルが添付されています。 



4 ピンー 6 ピンまたは 4 ピンー 4 ピン 


CD-ROM • マニュアル 


• Symphomovie CD-ROM * 

• Symphomovie 素材集 CD 

• Symphomovie セットアップガイド 
• さあ、やってみよう！ 

* HDD に「バックアップ領域」が確保されている機種では rSymphomovie CD - 
ROM 」 は添付されていません。詳しくはコンピュ'ータに添付の『ユ'ーザー 
ズ マニュアル』 をご覧ください。 








I 機器0接続 


本書では、コンピュータに IEEE1394 機能が搭載、または IEEE1394 ボードが装着 
されていて、 Windows のセットアップおよび Symphomovie のインストールが終 
了していることを前提に記載しています。 

コンピュータの設置と Windows のセットアップは、コンピュータに添付の『ユー 
ザーズマニュアル』をご覧ください。 

Symphomovie をコンピュータと同時に購入された場合、 Symphomovie はあらか 
じめインストールされています。 


DV 機器の接続 


A 

注意 


各種コード（ケーブル）は、マニュアルで指示されている以外の配線をしないで 
ください。配線を誤ると火災の危険があります。 


DV 機器の接続と取り外しおよび電源の入/切は、コンピュータの動作中に行っ 
ても構いません。 

次の方法で、 DV 機器の接続を行います。 

コンピュータの形状は、機種によって異なります。 

IEEE1394 コネクタの 位置は、 コンピュータに 添付の 『ューザーズマニュアル』 
で確認してください。 

1 旧 EE 1 394ケーブルのコンピュータ側端子を、コンピュータ前面の 

旧 EE 1 394コネクタまたは背面の旧 EE 1 394ポード上の DV コネクタに接 
続します。 

静かにまっすぐ接続してください。 
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2 IEEE 1394 ケーブルの DV 機器側端子を、 DV 機器の DV コネクタに接続しま 
す。 

静かにまっすぐ接続してください。 

DV 機器にテレビを接続する場合は、 DV 機器に添付の取扱説明書をご覧くだ 
さい 0 



オーディオ機器の接続 

オーディオ録音する場合には、マイクやオーディオ機器など、必要な機器を接 
続してください。 



DV 機器を接続すると、「デジタルビデオデバイス」ダイアログボックスが表示 
されることがあります。 

その場合は、「何もしない」を選択して [0 K ] ボタンをクリックします。 








































































I 使用前 g 必要な各種設定 


Symphomovie をお使いになる前に、次の設定を行ってください。 

各種設定作業は「コンピュータの管理者」アカウントでログオンして行ってく 
ださい。「コンピュータの管理者」アカウントのユーザーでないと、 Windows の 
機能が制限され、操作ができない場合があります。 

►省電カモードの設定 


Windows で一定時間コンピュータを操作しないと、省電カモードに移行する設 
定がされていると、 Symphomovie が作業中に中断されたり、作成中のファイル 
が壊れたりすることがあります。トラブルを未然に防ぐため、 Symphomovie を 
ご使用になる前に下記のとおり設定を変更し、省電カモードを解除してくださ 

い0 


1[スタート]—「コント□ールパネル」を選択します。 

Windows 2000 の場合は [ スタート ]— 「設定」一「コントロールパネル」を 
選択します。 

2 コント□ールパネルの「パフォーマンスとメンテナンス」をクリックします。 

Windows 2000 の場合は「電源オプション」をダブルクリックし、手順 4 に移 
ります。 

3 「パフォーマンスとメンテナンス」ダイア□グボックスの「電源オプション」 
をクリックします。 

4 「電源オプションのプ□パティ」が表示されるので、下側のグループボック 
スの設定をすべて「なし」に設定して、 [ OK ] ポタンをクリックします。 



「なし」に設定 
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►キヤプチヤ中のコマ落ちなどを防ぐ設定 


Windows には、自動的にタスクの実行やアップデートを行う機能などがありま 
す。キヤプチヤ中や出力中にそれらの機能が働くと、コマ落ちやノイズが発生 
する場合があります。使用前にこれらの機能を無効に設定しておいてくださ 

い。 



タスク （Windows XP の場合） 

「コントロールパネル」一 「パフ オーマンスとメンテナンス」一 「タスク」に 
登録されている全ての アイコン （ 「タスクの追加」を除く）に対して、次の設 
定を行います。 

1[スタート]—「コント□ールパネル」を選択します。 

2 コント□ールパネルの「パフオーマンスとメンテナンス」をクリックします。 

^ 「パフオーマンスとメンテナンス」ダイア□グボックスの「タスク」をクリッ 
クします。 

「タスク」ダイアログボックスが表示され、現在設定されているタスクの一 
覧が表示されます。 

4実行を中止するタスクを選択した状態で、「ファイル」一「プ□パティ」を 
選択します。 

ここでは「アドレス帳」というタスクを例にしていますが、タスクはコン 
ピュータの設定によって、異なります。タスクが表示されない場合は、以降 
の設定は必要ありません。 



























使用前に必要な各種設定 
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5 選択したタスクのプロパティが表示されるので、一番下の「実行する（スケ 
ジュールされたタスクは指定の時間に実行されます）」のチェックボックス 
を外し、 [0 K ] ポタンをクリックします。 



6 「タスク」ダイア□グボックスの、タスクー覧の中で、タスクが無効になつ 
ていることを確認します。 



タスク （Windows 2000 の場合） 

1「コント□ールパネル」一「タスク」に登録されているアイコンをダブルク 
リックします。 

タスクはコンピュータの設定によって、異なります。一般的に、購入時に夕 
スタは登録されていません。 

2 画面一番下の「実行する（スケジュールされたタスクは指定の時間に実行さ 
れます)」のチェックボックスを外し、 [0 K ] ポタンをクリックします。 
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自動アップデート （Windows XP の場合 ) 


fk 

制限 


自動アップデートを無効にした場合は、セキュリティの危険性が高まります。定 
期的に手動で Windows Update を行ってください。 

コンピュータに添付の『ユーザーズマニュアル 』- 「Windows Update に 
ついて」 


自動アップデートを無効にする方法は次のとおりです。 


1[スタート]—「コント□ールパネル」を選択します。 

2 コント □ー ルパネルの「パフ オー マンスとメンテナンス」アイコンをク リッ 
クします。 

3 「パフオーマンスとメンテナンス」ダイアログボックスの「システム」をク 
u ックします。 

「システムのプロパティ」が 表示されます。 

4 「自動更新」タブを選択します。 

5 自動更新の方法を選択して、 [ ok ] ポタンをクリックします。 

「自動更新を無効にする」を選択するとコマ落ちが発生しにく くなりますが、 
セキュリティの危険性が高くなります。 

自動更新を選択した場合、映像の取り込み中に§動更新が行われると、コマ 
落ちが発生しやすくなります。 



































使用前に必要な各種設定 


自動アップデート （Windows 2000の場合) 


制限 


自動アップデートを無効にした場合は、セキュリティの危険性が高まります。定 
期的に手動で Windows Update を行ってください。 

コンピュータに添付の『ユーザーズマニュアル 』- 「Windows Update に 
ついて」 


1[スタート]—「コント□ールパネル」を選択します。 

2 コント□ールパネルの「自動更新」アイコンをダブルクリックします。 

3 「コンピュータを常に最新の状態に保つ」のチェックマークを外して [ OK ] 
ポタンをクリックします。 



►解像度の設定 


Symphomovie 使用時のディスプレイの解像度は、次のとおり設定してください。 
解像度が高すぎると、コンピュータに搭載されているビデオチップによって 
は、システムに負担がかかり、 Symphomovie が正常に動作しない場合がありま 
す 0 


解像度 ：1024 X 768ドット 

色数 ：中 （16 ビット） 

リフレッシュレート： 75Hz 以下 
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► HDD 領域が2個以上ある場合の設定 


Symphomovie で扱うファイルは容量が大きいため、 「 GigaSize 」 ドライブを設定 
することで、ドライブを効率的に使用しています。 

購入時の GigaSize ドライブの設定は次のようになっていますので、必要に応じ 
て、 GigaSize ドライブを追加してください。 


HDD または領域数 

GigaSize ドライブ 

1個 

C 

2個以上 

D 


GigaSize の詳細や設定方法は、 P 3 p .291 「 GDV ファイルの GigaSize 設定」をご 
覧ください。 

►素材集のインスト ー ル 


「 Symphomovie 素材集 CD 」 にはすぐに活用のできる素材集（イラスト、フレー 
ム、効果音 BGM など）が登録されています。購入時に素材集はインストールさ 
れていませんので、必要に応じてインストールを行ってください。 

詳しくは、 p .299 「素材集のインストール」をご覧ください。 

本書の説明は素材集がインストールされていることを前提にしています。 

素材集を使用する場合の注意事項 

これらの素材は、 P .3 「ソフトウェア使用許諾契約書」および p .309 「エンドユー 
ザー音楽•効果音使用許諾契約」をお読みのうえ、同意いただける場合に使用 
することができます。 












使用前に必要な各種設定 


28 



第 2 章 

Symphomovie の概要 

Symphomovie の起動•終了などの基本的な操作について説明します。 


「 Symphomov 旧を起動する」 . 31 

「 Symphomovie を終了する」 . 33 

「DV Deck モードと DV Edit モードを切り替える」 . 34 

「知っておきたい用語」 . 36 










この章でやること 


Symphomovie の起動 p .3 i 

Symphomovie を起動しましょつ。 


Symphomovie のモード k ついて確認しましょ 
う。 

DV Deck モードと DV Edit 
モードの切 y 替え 


知っていると便利な用語を確認しましょう。 

よく使う用語 p - 36 


次にやること/できること 

• DV 機器から映像をキャブチャ（取り込み）しましょう。 
^ 第3章「素材を取り込む」 p .37 


30 
















Symphomovie を起動する 


► Symphomovie の起動方法 


Symphomovie を起動する前に 



制限 


Symphomovie は、複数のューザーの同時実行はサポートしていません 。 Windows 
XP でューザーの切り替えを行う場合は、必ず Symphomovie を終了させてくださ 
い。 

Symphomovie を起動する方法 

Symphomovie は次の方法で起動します。 

1 画面左下部の[スタート]ポタンをクリックします。 

^ マウスポインタを「（すべての）プ□グラム」の上に移動すると、サブメ 
ニューが表示されます。 

サブメニューの中から 「 Symphomovie 」一 「Symphomovie 8.1 J を選 
択します。 


L T ^ EPSON 讎 


「 \ 心卜わ卜 

| 程） Inter Video Win DVD 

Internet Explorer 

Symphomovie ► f 

電子メール 

l^J Symphovision ► i| 

1 Outlook Express ： 

lg) ア处サリ ► ! 

MSN Explorer 

戀ゲ-ム ► 

Q スタ-トアップ ► 

Endows ムービー ■'カー 

肉 Acrobat Reader 5.0 

肩 Internet Explorer 

Windows Messenger 

& Microsoft インタラクティブトレーニニ^^ 

Windows Media Player 

场 Microsoft イン#势ティブト.レヘルプ 

^ MSN Explorer 

V ぺ心卜 

ご.. .j Outlook Express 

Windows Media Player 


Windows Messenger 


令 H Windows ムービーメーカー 


リモートアシスタンス 


致 MPEG2 プレィャー 
Readme 


- ： - " - 


< Windows XP の場合> 



































Symphomovie を起動する 


Symphomovie が起動します。 



^ Symphomovie を再起動するときは 


Symphomovie を再起動する場合には、終了して数秒経過してから、もう一度起 
動するようにしてください。 



Symphomovie を再起動するときに、終了してすぐに起動すると、次のダィァロ 
グが表示されることがあります。 



[0 K ] ボタンをクリックしてダイアログを閉じてから、もう一度起動してくだ 
さい。 
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Symphomovie を終了する 


「ファイル j - 「終了」を選択します。 




または Symphomovie 画面の右上にあるポタンをクリックします。 
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| DV^eckE- ドと DVEdtE - 降啲歡る 


Symphomovie の機能は、 「DVDeck モード」と 「DVEdit モード」の2つのモード 
で構成されています。 

DV Deck モードと DV Edit モードの切り替えは、画面左のタブをクリックする 
か、メニューバーの「表示」の中で選択します。 


DV Deck モード 

DVDeck モードでは、主に DV 機器からコンピュータへの素材（ビデオや音声な 
ど）の取り込み、および制作したビデオ作品の DV 機器への録画を行います。 
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DV Edit モード 

DV Edit モードでは、取り込んだ素材データを編集して、ビデオ作品の制作を行 
います 0 
















































知っておきたい用語 


本書にしたがってビデオ編集をしていくにあたり、知っておいていただきたい 
用語を説明します。 


用語 

説明 

動画ファイル 

DV 機器などから取り込んだファイルで、■般的に映像+ 
音声で構成されています。 

AVI ファイル 

Windows 上の一般的な動画ファイルのファイル形式です。 
Symphomovie では動画ファイルを管理するために、 GDV 
ファイルも使用しています。 

ムービーファイル 

コンピュータに取り込んだ動画ファイルです。 

キャブチャする 

DV 機器からコンピュータに動画を取り込むことをいいま 
す。オーディオ機器から音楽データを取り込むこともい 
います。 

素材 

DV テープに録画されているデータを指します。また、 

DV テープや、 TV チューナーからキャブチャした動画も 
指します。 

シーン 

DV テープに録画されている中からコンピュータに取り込 
む部分を指します。 

クリップ 

コンピュータに取り込んだ動画ファイルから、実際に使 
用する部分を抜き出したものです。 

フレーム 

動画データの最小単位で、連続した動画データの中の1枚 
を指します。 

スナップショット 

DV テープまたは動画ファイルから取り出した静止画で 
す 。 

プロジェクト 

1つの作品を作るために必要な映像、音声を含む全ての 
ファイル情報と、編集作業の状態を管理しています。 

Local と Remote 

Local は主にコンピュータ内の動画ファイル操作をする場 
合に用います。 

Remote は DV 機器の操作をする場合に用います。 

IN 点 

DV テープや動画ファイルの一部分を指定する際の最初の 
フレームです。 

OUT 点 

DV テープや動画ファイルの一部分を指定する際の最後の 
フレームです。 IN 点と OUT 点は1対で使われます。 

タイ ムコ' ード 

DV テープまたは動画ファイルを管理するコードです。 

「時:分:秒:フレーム」で表されます。 

素材フォルダ 

コンピュータに取り込んだ動画や音声ファイルを保管す 
る、コンピュータの HDD 内の場所です。 



素材を取り込む 

本章では、 DV 機器からコンピュータに素材を取り込んだり、コン 
ピュータで DV 機器を操作する方法について説明します。これらの操作 
は、 DV Deck モードで行います。 


「素材の取り込み（キャプチャ）について」 . 39 

「 DV 機器を画面上のボタンから操作する」 . 40 

「再生中の箇所を取り込む（手動キャブチャ)」 . 47 

「一時停止で自動的に区切ってまとめて取り込む（オートキャブチャ）」 ....... 50 

「区切る箇所を指定してまとめて取り込む（バッチキャプチャ）」 . 53 

「取り込み箇所の指定を編集する（バッチリスト編集)」 . 59 

「ビデオから静止画を取り込む （ Snap )」. 62 















この章でやること 


DV 機器を操作する 



キヤプチヤする 

p .39 


DV 機器にセツトしたテープを再生してみ 
cK しよつ0 


映像をコンピュータに取り込みましよう。 


<キャブチヤの種類> 


手動キャブチヤ 


オートキャブチヤ 




バッチリスト編集 


バッチキヤプチヤ 


スナップシヨット 


(静止画） 



次にやること/できること 

• キヤプチヤしたファイルを再生してみましょう。 

^ 第 4 章「取り込んだ素材を確認 • 整理する」 p .65 

• Symphomovie のファイルの管理方法を覚えましょう。 

^ 第 4 章「取り込んだ素材を確認 • 整理する」 p .65 
• キヤプチヤしたファイルを編集して作品を作りましょう。 

^ 第 6 章「プロジェクトを作成する • クリップを編集する」 p .105 
• キヤプチヤした複数のファイルを並べてそのまま編集できます。 

_ 第 5 章「作品に使う素材をピックアップする（プレイリスト)」 P .83 
• キヤプチヤした複数のファイルを並べて、そのまま DV 機器に録画できます。 

第 5 章「作品に使う素材をピックアップする（プレイリスト)」 p .83 

• CD や、マイクなどから音声を取り込むことができます。 

_ 第 11 章「音声を取り込む • プロジェクトに追加する • 調整する」 P .231 
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親抑取り込み(キヤプチヤ)について 


►キャプチャとは _ 

DV 機器で撮影したビデオなどの「素材」をコンピュータに取り込み、動画デー 
夕にすることを「キャプチャ」といいます。 

Symphomovie では、まず DV 機器から素材をキャプチャして AVI 形式の動画デー 
夕 （. avi ) を作成し、これを素材ファイルとして編集作業を行います。 

► Symphomovie による DV 機器の操作 _ 

Symphomovie に用意されている 「 Remote コントロール ボタン」 を使うと、コン 
ピューターに接続されている DV 機器を画面から操作することができます。 

通常、キャプチャの作業は、この Remote コントロールボタンを使って DV 機器 
を操作しながら行います。 

► DV 機器から素材を取り込むいろいろな方法 _ 

DV 機器から素材を取り込むには、次の3つの方法があります。 

• 手動キャプチャ 

素材を再生しながら、ユーザーが手動でキャブチャの開始箇所•終了箇所を 
決定し、動画ファイルを1ファイルずつ作成する方法です。動画の中の1シー 
ンだけを使いたい、といったときに利用できます。 

• オートキャプチャ 

DV 機器は録画時に、一時停止するごとに信号をテープに記録しています。 
オートキャプチャはこの一時停止信号を検出し、素材を複数の動画ファイル 
として自動的にキャプチャします。 

オートキャプチャを使うと、シーンの変わり目に応じて動画ファイルが作成 
されるので、初心者でも効率よくキャブチャを行うことができます。 

• バッチキャプチャ 

バッチキャブチャは、素材の中からキャブチャしたい複数のシーンを指定 
し、最後にまとめてキャブチャを実行する機能です。 

キャブチャの開始箇所 • 終了箇所はぞ:卜時停止•早送り • 巻き戻しなどを行 
いながら詳細に指定できます。正確かつ効率的にキャブチャ作業を行いた 
い、というときに便利です。 
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►DV Deck モードの画面 


DV 機器を操作するときは 、 DV Deck モードを使用します。 


画面の構成 


DVDeck モードの画面は、次のように構成されています。 

n a :モニタスクリーン 

_ b : Remote コント□ールボタン 

- c : Local コントロールボタン — d : 素材リスト 



!— e ： 情報表示画面 一 f :バッチリスト/プレイリスト画面 


a :モニタスクリーン 
b : Remote コント□ールボタン 

コンピュータ に接続した DV 機器を 
コントロールします。 

c : Local コント□ールボタン 

動画ファイルの再生 • 録画機能など 
をコントローノレします。 

d :素材リスト 

コンピュータに取り込んだ素材 
ファイノレと、素材フオノレダを表示し 
ます。 

ra p.70 「素材リストと素材フオ 
ルダ • 素材ファイル」 


e :情報表爪画面 

f ：バッチリスト/プレイリスト画面 

バッチリスト（キャプチャする 
シーンの 一覧）またはプレイリス 
卜（再生する動画ファイルの一覧） 
を表示します。 

rm p . 53 「区切る箇所を指定して 
まとめて取り込む（バッチキャブ 
チャ）」 

rm p .88 「プレイリストを編集す 
る」 
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第 3 章素材を取り込む 


モニタスクリーンとモニタ切替ポタン 

DVDeck モードの場合、モニタスクリーンには、 DV 機器の再生映像や素材ファ 
イルの再生映像が表示されます。 



モニタ切替ポタン 

モニタスクリーンの表示を切り替えます。 

[ Remote ] ボタンを選択すると、 DV 機器の再生映像が表示されます。 
[ Local ] ボタンを選択すると素材ファイルの再生映像が表示されます。 
選択されているほうのボタンがアクティブになります。 


タイムコード表示 

映像の再生等を行っている場合は、タイム コード （ビデオや動画ファイルを時 
間や フレーム 数で管理する コード） が、「時： 分： 秒： フレーム 数」の形式で 
表示されます。 

通常、映像の再生等を行っていない場合は表示が消えていますが、以下のメッ 
セージが表示されることがあります。 


表示 

意味 

no signal 

[ Remote ] ボタンが選択されているのに、 DV 機器 
が接続されていない、またはテープが再生されて 
いない 

no files 

[ Local ] ボタンが選択されているのに、再生する 
ファイルが選択されていない 
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DV 機器を画面上のボタンから操作する 


川 ■ av i 

9S/06JD7 

10 : 33:25 

-OK- 

04 : 07:46 


情報表爪画面 


モニタスクリーンに表示されている動画の情報と、 
する情報を表示します。 


コンピュータ側の録画に関 


ファイル名 

選択されている動画ファイルの 
名前を表示します。 

録画日 

素材テープのクリップの録画日 
を表示します。 

録画時刻 

素材テープのクリップの録画時 
刻を表示します。 


コピー 

素材テープが コピー （コン ピュー 
夕への録画）可能である場合に、 
「 OK 」 と表示します。 

録画可能時間 

コンピュータへの録画が可能な 
時間を表示します。 

録画時間 

素材テープをコンピュータに録 
画する場合の、録画時間を表示し 
ます。 


録画を行った DV 機器によっては、これらの情報が表示されないことがありま 
す 0 


間 

名 時 

ル刻能間 

ィ日畤一可時 

報ァ画画ビ画画 

tf フ择择コ择择 
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第 3 章素材を取り込む 


Remote コント□ールポタン 

Remote コントロールボタンは、コンピュータに接続した DV 機器をコントロー 
ノレします。 

Load コントロールボタンについては、 p .68「 Local コントロールボタン」をご覧 
ください。 


f ： [巻き戻し]ボタン 
g :[再生]ボタン 

h : [早送り]ボタン 

i :[コマ送り]ボタン 
i ： [一時停止]ボタン 
k ： [ Search ] ポタン 


I ： DV 機器選択ボタン 



a :スライダー 

再生速度をコントローノレします。 
中央のスライダを右にドラッグす 
ると再生、左にドラッグすると逆に 
再生します。 

b :[停止]ボタン 

DV 機器の動作を停止します。 

C :[録画]ボタン 

テープに録画します。録画可能なと 
きのみアクティブになります。 

d :[コマ戻し]ボタン 

テープを1フレーム ずつ巻き戻しま 
す。 

e : [ C - REC ] ボタン 

複数の動画をスムーズにつないで 
録画します。 

ra p .96 「複数のファイルを切れ 
目なく DV 機器に録画する（つなぎ 
録画)」 


f :[巻き戻し]ボタン 

テープを巻き戻します。 

g : [再生]ボタン 

テープを再生します。 

h :[早送り]ボタン 

テープを早送りします。 

i :[コマ送り]ボタン 

テープを1フレームずつ 進めます。 

j :[一時停止]ボタン 

テープの再生および録画を一時停 
止します。 

k : [ Search ] ボタン 

タイムコードを指定して、自動的 
にテープを頭出しします。 
rm p.45 「タイムコードサーチ」 

I : DV 機器選択ボタン 

接続されている DV 機器を選択しま 
す。 































DV 機器を画面上のボタンから操作する 


► DV 機器の選択 


コンピュータには、最大4系統まで DV 機器を接続すること 
ができます。ただし同時に接続できる数は、コンピュータ 
に装着されている IEEE 1394 コネクタの数によります。 
最初に接続した DV 機器が 「 DV 1」 として記憶され、以後ほ 
かの機器を接続するごとに 「 DV 2」、「 DV 3」、「 DV 4」 の順 
に記憶されます。一度番号を記憶された DV 機器は、いった 
ん外して再度接続した場合も、同じ番号が割り当てられま 



■，フフ 

11_讽， 

ISSSI 


办 DV1 _ | 


す。 

DV 機器を同時に複数台接続した場合、利用する機器の選択は、 DV 機器選択ボ 
タンで行います。 



• 一度記憶された DV 機器と番号の情報は、 Symphomovie を再インストールし 
ない限り保存されます。 

• DV 機器を5台以上接続した場合は、 「 DV 4」 の DV 機器の情報が書き換えられ 
ます。 


►素材テープの再生 


2 

3 


DV 機器に素材の入ったテープをセツトし、 
旧 EE 1 394ケーブルを接続しておきます。 

接続している DV 機器が DV カメラの場合は、 
ビデオ再生モードにしておきます。 

※じソカメラによって、モードの名称や切替 
方法は異なります。 DV カメラに添付のマ 
ニュアルを参照してください。 

[ Remote ] ポタンを選択します。 


DV 機器選択ポタンで、再生する DV 機器を 
選択します。 

Remote コント ロール ボタンがアクテイブに 
なります。 
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第 3 章素材を取り込む 


4 Remote コント□ールポタンの[再生]ポタンをクリックします。 

DV 機器が動作してテープが再生され、モニタスクリーンに再生画像が表示 
されます。 

[停止]ボタンまたは〔一時停止]ボタンをクリックすると、再生が停止し 
ます。 


►タイムコードサーチ 


タイムコードは、 ビデオや動画 ファイルを、 時間や フレーム 数で管理するた め 
の コードです。 「時：分：秒： フレーム 数」 で 表され、通常は テープやファ イ 
ルの頭が「00 : 00 : 00 : 00」になります。 

タイムサーチ機能とは、 この タイムコードを指定することにより、自動的に 
テープの頭出しをする機能です。 

再生したいシーンのおおまかなタイムコードがわかっている場合や、バッチ 
キャブチャ機能でリストを作成する場合などに利用すると便利です。 



制限 


本機能は、使用環境や DV 機器によって多少の誤差が生じることがあります。 


Remote コント□ールポタンの [ Search ] ポタンをクリックします。 

「タイムコードサーチ」ウインドウが表示されます。 
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DV 機器を画面上のポタンから操作する 


3 テープの頭出し作業が終了すると、[再生]ポタンと[一時停止]ポタンが 
押されている:!犬態で停止します。 

[再生]ポタンをクリックすると、指定したタイムコードからテープが再生 
されます。 
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再生中の箇所を取り込む（手動キヤプチヤ) 


制限 


キヤプチヤ時は映像の音声はコンピュータ本体からは再生されません。 


DV 機器で録画した動画を再生しながら、ユーザーが手動でキャブチャの開始箇 
所 • 終了箇所を決定し、素材ファイルを1つずつ作成することができます。 


1 DV 機器に素材のテープをセットします。接続している DV 機器が DV カメラ 
の場合は、ビデオ再生モードにしておきます。 

2 [ Remote ] ポタンを選択し、 DV 機器選択ポタンで再生する DV 機器を選択 
します。 

3 キヤプチヤした素材ファイルを保存する素材フォルダを選択します。 

素材リストで、素材フォルダをクリックして選択します。 

「旅行記」は、購入時には設定されていません。「素材箱」を選択することを 
おすすめします。 



素材フォルダ 


素材フォルダやサブフォルダの作成については、 p .74 「素材フォルダを作成 
する」、 P .76 「サブフォルダを作成する」をご覧ください。 



素材ファイルの保存先を「素材フォルダ」といいます。 Symphomovie には、あ 
らかじめ「素材箱」という名前の素材フォルダが用意されています。素材フォ 
ルダについての詳細は、 p .70 「素材リストと素材フォルダ•素材ファイル」を 
ご覧ください。 


4 Remote コント□ールポタンの[再生]ポタンをクリックすると DV 機器が 
作動してテープが再生され、モニタスクリーンに再生画像が表示されます。 

[早送り]、[巻き戻し]ボタンなどを操作して、キャブチャしたい場所を見 
つけます。 
























再生中の箇所を取り込む（手動キャブチヤ) 


5 Local コント□ールポタンの[録画]ポタンをクリックします。 

[一時停止]ボタンが緑色に点灯し、録画一時停止状態になります。 


6 Local コント□ールポタンの[一時停止]ポタンをクリックし、キヤプチヤ 
を開始します。 

[一時停止]ボタンが青色に点灯します。 

手順4でテープを一時停止してある場合は、 Remote コントロールボタン側で 
一時停止を解除します。 



[巻き戻し]ボタン 
DV 機器選択ボタン 


[ Remote ] ボタン（手順 2) 


[停止]ボタン 

[一時停止]ボタン（手順 6) 
[録画]ボタン（手順 5) 
[早送り]ボタン 


制限 


• 情報表示画面の録画可能時間を確認し、その時間内でキャブチャを行ってく 
ださい。 

參[一時停止]をクリックしてから、実際に録画が始まるまでには、若干タイム 
ラグがあります。また、[録画]ボタンをクリックした直後に一時停止を解除 
すると、コマ落ちが発生する場合があります。 
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第 3 章素材を取り込む 


7 Local コント□ールポタンの[停止]ポタンをクリックし、キヤプチヤを停 
止します。 

キヤプチヤした素材は自動的に AVI 形式の動画データ （. avi ) となり、選択し 
た素材フォルダ内に素材ファイルとして保存されます。ファイル名も自動的 
に割り振られます。 



保存された素材ファイル 


素材ファイルの内容をプレビュー画面で確認する場合は、 p .67 「素材ファイ 
ルを再生する」をご覧ください。 

素材ファイルのファイル名の変更や削除をするときは p /78 「素材ファイルを 
整理する」をご覧ください。 

















(才■トキヤプチヤ) 


DV 機器は録画時に、一時停止するごとに信号をテープに記録します。オート 
キャブチャはこの信号を検出して、自動的にバッチリスト（キャブチャする 
シーンの一覧）を作成し、そのリストに沿ってキャブチャを実行する機能です。 
DV 機器で録画したシーンの変わり目と、ほぼ同じタイミングでデータを区切り 
ながら、動画ファイルを作成することができます。 


作 

制限 


録画されたテープの状態によっては、オートキャブチャに必要な信号が記録され 
ていないため、オートキヤプチヤがでぎないことがあります。 


1キャプチャする素材のテープを DV 機器にセットし、旧 EE 1 394ケーブルを 
使って、コンピュータに DV 機器を接続しておきます。 

接続している DV 機器が DV カメラの場合は、ビデオ再生モードにしておきま 
す 。 

2 [ Remote ] ポタンを選択します。 

3 DV 機器選択ポタンで、再生する DV 機器を選択します。 

Remote コントロールボタンがアクティブになります。 

4作成される素材ファイルを保存する、素材フォルダを選択します。 

素材フォルダやサブフォルダの作成にっいては、 p .74 「素材フォルダを作成 
する」、 P .76 「サブフォルダを作成する」をご覧ください。 

5 Local コント□ールポタンの [ Auto ] ポタンをクリックします。 

「オートキャブチャ実行中」ダィアログが表示されます。 

ここで [0 K ] ボタンをクリックすると、オートキャプチヤが中止されます。 



オートキャブチャを実行中です。 
中止するに ISOK ボタンを押してください。 


H … 一 0K. | 



このダイアログの表示中は、実際にキヤプチヤを行っているわけではありませ 
ん。キヤプチヤするためのリストを作成しているだけです。 


6 バッチリストが作成されたら必要に応じてバッチリストの編集作業を行い 
ます。 

シーンの区切り位置やキヤプチヤの範囲を調整できます。 
ra p . 59 「取り込み箇所の指定を編集する（バッチリスト編集)」 



























第 3 章素材を取り込む 



Auto のまま調整せずにキャブチヤしておき、編集の際に細かく調整することも 
可能です。 


7 [ GO ] ポタンをクリックします。 

作成されたバッチリストによって、 DV 機器からコンピュータへの素材の取 
り込み（キャブチヤ）が実行されます。 



[ GO ] ボタン 
(手順 7) 


バッチリスト 
に、キヤプ 
チヤするファ 
イルの一覧が 
作成される 


タイムリス 
卜（キヤプ 
チヤ可能な 
残り時間） 


「 Total 」 タイムリスト（バッチ 
リストの合計時間） 


「バッチ•プレイリスト実行」ダイアログが表示され、バッチリストの順番 
で、連続してキャブチャが実行されます。 





















































一時停止で自動的に区切ってまとめて取り込む（オートキャブチヤ) 


8 キャブチャが終了すると、バッチリストの実行終了のダイアログが表示され 
るので、 [0 K ] ポタンをクリックします。 




終了しました 


[[—. m. .：] 


9 キャブチャした素材は、自動的に AVI 形式の動画データ （. avi ) となり、素 
材ファイルとして保存されます。ファイル名も自動的に割り振られます。 



B 回® 


選択している 
フオルダ 


素材ファイル 
が保存、追加 
される 


素材ファイルの内容をプレビュー画面で確認する場合は、 p .67 「素材ファイ 
ルを再生する」をご覧ください。 

素材ファイルのファイル名の変更や削除をするときは p /78 「素材ファイルを 
整理する」をご覧ください。 
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mwmmjzttmm ( 肋チキャブチャ ) 


バッチキヤプチヤは、キヤプチヤしたい複数のシーンを手動で指定し、まとめ 
てキヤプチヤする機能です。キヤプチヤしたいシーンの一覧を、バッチリスト 
といいます。 

バッチリストを保存しておき、あとでリストを編集することもできます。 


fk 

制限 

1 キヤプチヤする素材のテープを DV 機器にセットします。接続している DV 機 
器が DV カメラの場合は、ビデオ再生モードにしておきます。 

2 [ Remote ] ポタンを選択し、 DV 機器選択ポタンで再生する DV 機器を選択 
します。 

3 作成される素材ファイルを保存する、素材フォルダを選択します。 

素材フォルダやサブフォルダの作成については、 p .74 「素材フォルダを作成 
する」、 P .76 「サブフォルダを作成する」をご覧ください。 

4 [ Batch ] ポタンをクリックします。 

画面右下の表示が、バッチリストになります。 

5 Remote コント□ールポタンの[再生]ポタンをクリックして、素材テープ 
を再生します。 


本機能は、使用環境や DV 機器によって、多少の誤差が生じることがあります。 
細かい調整はキャブチャ後の編集作業で行ってください。 



区切る箇所を指定してまとめて取り込む（バッチキャブチヤ） 


6 モニタスクリーンを見ながら、キャブチャを開始したい箇所で [ IN ] ポタン 
をクリックします。 

バッチリストに、キヤプチヤするシーンのリストが表示されます。バッチリ 
ストの IN 側には、キヤプチヤを開始するフレームが表示されています 。 OUT 
側はまだ確定していないため、表示はありません。 


Batch ] ボタン(手順 4) 

|— [ Remote ] ポタン（手順 2) [旧]ボタン（手順 6 ) 



I — [再生]ボタン（手順 5) 
一 DV 機器選択ボタン 


バッチファイル 

[ GO ] ボタン 
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第 3 章素材を取り込む 


7 キヤプチヤを終了したい箇所で [ OUT ] ボタンをクリックします。 

バッチリス トの OUT 側にキヤプチヤを終了する フレームの 画像が表示され、 
バッチフアイルが1つ作成されます。 

ただしこの段階ではまだキャブチヤが実行されておらず、動画ファイルも作 
成されていません。 


[ OUT ] ボタン 


Batch I Pl^yListB IN |out|a ld| Del [SavI|L^dB"GO^^B 


a 

IN 

OUT 

INFO 

1 






| フ 7 イ | 1 ■: eaptur edO. ay i 

D ： ¥Sozai1¥j^f7 

]” 卜： 


MBBlSBiimrinBKd 





知. 


「 Total 」 タイムリスト 「 Remain 」 タイムリスト 


「 Total 」 タイムリストにはバッチリストの合計時間が表示され、 「 Remain 」 夕 
イムリストにはキャブチヤ可能な残り時間が表示されます。 



[ IN ] および [ OUT ] ボタンをクリックしたいと思った場所と、実際に [ IN ] / 
[ OUT ] ボタンをクリックした場所のずれを調整できます。詳細は、 p .58 「バッ 
チ処理のオフセット調整」をご覧ください。 


8 手順6〜7を繰り返して、リストを作成します。 



この作業はキヤプチヤするためのリストを作成しているだけで、実際にキヤプ 
チヤを行っているわけではありません。 


9 必要に応じてバッチリストの保存や編集作業を行います。 

キャブチャする範囲を調整できます。 

rm p . 59 「取り込み箇所の指定を編集する（バッチリスト編集)」 
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区切る箇所を指定してまとめて取り込む（バッチキャブチヤ） 


10 [ G 0] ポタンをクリックしてキヤプチヤを実行します。 

この例では2つのバッチファイルを作成しています。 



P ヨヴ A 


「バッチ•プレイリスト実行」ダイアログが表示され、バッチリストに登録 
された順番で、連続してキャブチヤが実行されます。 
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第 3 章素材を取り込む 


11 キャブチャが終了すると、バッチリストの実行終了のダイアログが表示され 
るので、 [0 K ] ポタンをクリックします。 



キャブチャした素材は、自動的に AVI 形式の動画データ （. avi ) となり、選択 
した素材フォルダ内に素材ファイルとして保存されます。ファイル名も自動 
的に割り振られます。 



2つの素材 
ファイルが 
追加されま 
した。 


素材ファイルの内容をプレビュー画面で確認する場合は、 p .67 「素材ファイ 
ルを再生する」をご覧ください。 

素材ファイルのファイル名の変更や削除をするときは p /78 「素材ファイルを 
整理する」をご覧ください。 









































区切る箇所を指定してまとめて取り込む（バッチキャブチヤ） 


►バッチ処理のオフセツト調整 


[ IN ] ボタンおよび [ OUT ] ボタンをクリックしたときのタイムコードと、実 
際に DV 機器が動作するタイムコードとのずれを調整することを、「オフセット 
調整」といいます。この設定を行うと、テープを再生し続けながら、効率よく 
正確に IN 点（キャブチャの開始点）、 OUT 点（キャブチャの終了点）を指定す 
ることができます。 

「ファイル」一「設定」を選択し、 「 DV 」 タブをクリックします。 



2 「 Batch 処理オフセツト修正」の値を調整し、 [0 K ] ポタンをクリックします。 

「 IN 」 は、 [ IN ] ボタンをクリックした時間より何秒早く DV 機器が動作する 
かを設定します。 「 OUT 」 は、 [ OUT ] ボタンをクリックした時間より何秒遅 
く DV 機器が動作するかを設定します。 
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| 取り规齠る(バツ刊スト鼸) 


オートキャプチャやバッチキャプチャでは、キャプチャを実行する前にバッチ 
リストを編集して、キャブチャ不要なファイルをリストから削除したり、作成 
される素材ファイルのファイル名を指定したりすることができます。 

►バッチファイルの IN 点、 OUT 点を変更する 


バッチファイルの IN 点（キヤプチヤの開始点）、 OUT 点（キヤプチヤの終了点) 
を変更します。 


fk 

制限 


バッチリストの各ファイルの IN 点、 OUT 点を変更することはできますが、新し 
い IN 点や OUT 点の画像をリスト上で表示することはできません。正確な編集 
は、プレイリストや DV Edit モードで行ってください。 


マウスを バッチファイルのジョグアイコンに移動すると、 マウス ポインタが矢 
印から指先に変わります。そのまま左右にドラッグすると、 IN 点または OUT 点 
のタイムコードと、 Total タイムコードが変化します。 IN 点、 OUT 点の画像は変 
わりません。 



►バッチファイルにコメントを記入する 


バッチファイルにコメントを記入しておくと、そのコメントがキヤプチヤ後の 
素材ファイルにも記録されます。内容を判断しやすいコメントを入力しておく 
と、編集作業の際に便利です。 

コメントを記入するファイルの「コメント」をクリックして、コメントを入 
力します。 












































取り込み箇所の指定を編集する（バッチリスト編集) 


►バッチファイルのファイル名、保存フオルダを変更する 


キヤプチヤによって作成されるバッチファイルのファイル名と、その保存先と 
なる素材フォルダ名は、バッチリスト作成時に次のように指定されます。 


ファイル名 


: rcapturedOl .avij 
「 captured 02. avi 」 

フォルダ名（保存先）：素材フォルダで選択しているフォルダ 


これらのファイル名と保存先フォルダを変更することができます。 


制限 


ファイル名には、既に存在するファイル名を指定しないでください。 
保存フオルダには、存在しないフォルダ名を指定しないでください。 


バッチファイルの「ファイル名」、「フオルダ名」をクリックして、ファイル 
名や保存先フォルダを変更します。 



クリックして 
名称を変更す 
る 


►バッチリストか5バッチファイルを削除する 


バッチリスト上からファイルを削除すると、削除した範囲はキャブチャされ 
ず、素材ファイルも作成されません。 

肖!！除するバッチファイルを選択して、 [ Del ] ポタンをクリックします。 


[ Del ] ポタン 



















































第 3 章素材を取り込む 


►7 V ツチリストを保存する 


バッチリストの編集作業を途中で中断するときは、バッチリストをファイル 
(. nvb ) として保存しておくと、もう一度読み込んで作業を行うことができます。 

1 [ Save ] ポタンをクリックします。 

I Batch | PlayList 圍 IN 卜 , ■ Dd 二 
[f [ IN [ OUT \ INFO 

[ Save ] ボタン 

-Z 「名前を付けて保存」ウィンドウが表示されたら、保存する場所を指定し、 

ファイル名を入力して、 [0 K ] ポタンをクリックします。 

►バッチリストを読み込む 


保存してあるバッチリストのファイル (. nvb ) を読み込んで、再びリストの編 
集作業などを行うことができます。ただし、表示されたバッチリストには IN 点、 
OUT 点の フレームの 画像は表示されません。 

1 [ Batch ] ポタンをクリックします。 

2 [ Load ] ポタンをクリックします。 



[ Batch ] ボタン [ Load ] ボタン 


3 「ファイルを開く」ウインドウが表示されたら、読み込むバッチリストのファ 
イルを選択し、 [0 K ] ポタンをクリックします。 

読み込んだバッチリストからキャブチャをする場合は、バッチリストを作成 
した素材テープをセットしてください。 






















ビデオから静止画を取り込む ( Snap ) 


素材テープから、気に入った1シーンを BMP 形式 （. bmp ) の静止画として取り 
込むことができます。これを「スナップショット」といいます。 

画像を再生中に [ Snap ] ポタンをクリックします。または再生を[一時停 
止]ポタンで止めた状態で [ Snap ] ポタンをクリックします。 

取り込んだ静止画が、 BMP 形式 （. bmp ) の素材ファイルとして保存•表示さ 
れます。 



取り込んだ 
静止画ファ 
イル 


[一時停止]ボタン 


[ Snap ] ボタン 




























第 3 章素材を取り込む 


►スナップシヨツトの設定 


スナップショットの画像サイズ、品質を設定することができます。 
「ファイル」一「設定」を選択し「スナップショット」タブをクリックします。 
設定したら [0 K ] ボタンをクリックします。 



設定の詳細は P .286 「スナップショット」をご覧ください。 























ビデオから静止画を取り込む ( Snap ) 
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Sg4m 

取り込んだ素材を 
確認 • 整理する 

素材ファイルを整理するためのフォルダを、素材フォルダといいます。 
本章では、素材ファイルの再生や、素材フォルダの作成•編集につい 


て説明します。 

「素材ファイルを再生する」 . 67 

「素材リストと素材フォルダ•素材ファイル」 . 70 

「素材フォルダを作成する」 . 74 

「サブフォルダを作成する」 . 76 

「素材ファイルを整理する」 . 78 












この章でやること 


素材ファイルを再生する 


ファイルの管理 


キヤプチヤした映像（ファイル）を再生してみましよ 
う。 


Symphomovie で扱うフアイルの管理方法につい 
て見えましよう。 


次にやること/できること 

• キヤプチヤしたファイルを編集して作品を作りましょう。 

懂 第6章「プロジェクトを作成する • クリップを編集する」 p .105 
• キヤプチヤした複数のファイルを並べてそのまま編集できます。 

_ 第5章「作品に使う素材をピックアップする（プレイリスト)」 p .83 
• キヤプチヤした複数のファイルを並べて、そのまま DV 機器に録画できます。 

_ 第5章「作品に使う素材をピックアップする（プレイリスト)」 P .83 
• CD や、マイクなどから音声を取り込むことができます。 

_ 第11章「音声を取り込む • プ□ジェクトに追加する • 調整する」 p .231 
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素材ファイルを再生する 


キヤプチヤした素材ファイルを再生し、モニタスクリーンで確認することがで 
きます。 

素材ファイルの再生操作は、 [ Local ] ボタンをクリックしてから、 Local コント 
口ールボタンを使つて行います。 
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素材ファイルを再生する 


Local コントロールポタン 

Local コントロールボタンは、動画ファイルの再生 • 録画機能などをコントロー 
ノレします。 

Remote コントロ'ールボタンについては、 p.43 「Remote コントロ'ールボタン」を 
ご覧ください。 


a :スライダー 


b ： [停止]ボタン 
c ： [ WAV ] ボタン 

d :[録画]ボタン 
e ： [コマ戻し]ボタン 
f : [ Repeat ] ボタン 

g : [ Snap ] ポタン. 



h ： [再生]ボタン 
i :[コマ送り]ボタン 
i ： [一時停止]ボタン 
k：[DV out ] ポタン 

m ： [ Auto ] ボタン 
:[オーディオ]ボタン 


a :スライダー 

再生している動画ファイルの位置を示します。 
スライダーを左右にドラッグすることにより、 
再生位置を変更することができます。 

b :[停止]ボタン 

動画ファイルの再生を停止します。 

c : [ WAV ] ボタン 

素材テープのオーディオ信号だけをキャブチャ 
するときに使います。 

d :[録画]ボタン 

素材をコンピュータにキャブチャ（録画）しま 
す。キャブチャ可能なときのみアクティブにな 
ります。 

e :[コマ戻し]ボタン 

動画ファイルを1フレームずつ戻します。 

f : [ Repeat ] ボタン 

動画ファイルを繰り返し再生します。 

g : [ Snap ] ボタン 

再生中の動画から、静止画（スナップショット） 
を取り込みます。 

『遍 p .62 「ビデオから静止画を取り込む ( Snap )」 


h :[再生]ボタン 

動画ファイルを再生します。 

i :[コマ送り]ボタン 

動画 ファイルを 1 フレームずつ 進めます。 

j :[一時停止]ボタン 

動画ファイルの再生および録画を一時停止しま 
す。 

k : [DV out ] ポタン 

DV 機器に、動画ファイルを出力します。出力可 
能なときのみアクティブになります。 

I :[オーディオ]ボタン 

CD や AV 機器の音声を、コンピュータのサウンド 

ボード経由で録音します。 

rm p . 233 「 dv 機器からオーディオ録音する」 

m : [ Auto ] ボタン 

オートキヤプチヤのためのバッチリストを作成 
します。 

p .5 o 「一時停止で自動的に区切ってまとめ 
て取り込む（オートキャブチヤ）」 
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第 4 章取り込んだ素材を確認•整理する 


►素材（動画）ファイルを再生する 


1 [ Local ] ポタンをクリックします。 

2 再生する素材ファイルをダブルクリックします。 

モニタスク リーンには、素材ファイルの最初の画像が表示されます。 

[DV out ] ボタンを選択しておくと、接続されている DV 機器のモニタでも素 
材ファイルを再生することができます。 

3 [再生]ポタンをクリックすると、再生が開始します。 



[停止]ボタンまたは[一時停止]ボタンをクリックすると、再生が停止し 
ます。 

繰り返し再生するには 

[ Repeat ] ボタンを押した状態で再生します。 










| 謝リストと謝 7 オルダファイル 


►素材 1 」ストとは 


キャブチャした動画、静止画、音声など、 Symphomovie で扱う素材ファイルは、 
HDD の素材フォルダ内に登録されている必要があります。素材リストは、この 
素材フォルダと素材ファイルを管理するリストです。 DVDeck モード .DVEdit 
モードの両方で使用します。 


索 W 箱 

s 索材集 


720 x 480 
0:00:46 

29. 97 Frm/Sec 

■1 03/0 7/31 
■ 5.87MB 

寺 2.avi 

■ 29.97 Frm/Sec 

■ 03/08/01 

captured14.avi 

Lai 

captured17.avi 




Lau 720 x 480 

RS -處 0:00:30 

29. 97 Frm/Sec 

_ 03/08/01 

3.31MB 

«2.avi 

720 x 480 
0 : 00:01 

■ 29. 97 Frm/Sec 

■ 03/08/12 

235.50 KB 

caiptured14 0«sivi 

captured21.avi 



4 

♦ 

< 


> 


— 素材フォルダを選択する 

素材リスト 


選択している素 
材フオルダ内の 
素材ファイルが 
表示される 


素材リストでは、 HDD のフォルダ構造をあまり意識せずに、素材フォルダの管 
理を行うことができます。また、素材フォルダの中にさらにサブフォルダを作 
成し、そこに素材ファイルを保存することもできます。作品ごとに、あるいは 
素材の内容別に素材フォルダやサブフォルダを作成し、素材ファイルを分類 • 
整理しておくと便利です。 
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► Symphomovie で使用できる素材ファイルの種類 


拡張子 

ファイル内容 

色 

avi 

AVI ファイル （ SymphomovieT キヤプチヤ.作成した 
ファイル） ^ P-39 

水色 

mpg 

m2p 

MPEG 2 ファイルは、素材の情報表示が「不明」となる 
場合があります。この場合、その素材をクリックするこ 
とでファイルを読み込み、正常な情報を表示します。こ 
の処理には時間がかかることがあります。また一部の 
ファイル （ MPEG 1 など）は読み込めないことがありま 
す 。 

水色 

wav 

サウンドファイル r 讀 p .233 

薄黄色 

bmp 

ビットマップ画像ファイル、静止画ファイル Fa p .62 

紫色 

JPg 

JPEG 画像ファイル 

紫色 

nve 

DV 編集プロジェクトファイノレ P 邏 p .110 

茶色 

nvr 

リージョン情報ファイル Fa p .91 

水色 

nvb 

バッチリストファイル r 家 p .6 i 

桃色 

nvp 

プレイリストファイル r 通 p .9 i 

桃色 

nvt 

テロップファイル P.188 

薄青色 

nvm 

モーシヨンファイル r 讀 p . i 7 i 

黄緑色 


制限 


• 上記以外のファイルが素材フォルダにあっても、素材リストには表示されま 
せん。エクスプローラなどで素材フォルダ自体を削除する場合は、十分注意 
してください。 

• 上記の拡張子でも、 Symphomovie で扱えないファイルは表示されません。 

























素材リストと素材フォルダ • 素材ファイル 


►素材フオルダの構成 


素材フォルダ欄には、素材フォルダとそのサブフォルダの構成が表示されま 
す。素材ファイル欄には、選択されているフォルダ内に保存されている素材 
ファイルが表示されます。 

素材フォルダは灰色、サブフォルダは黄色で表示されます。 

素材フォルダの下にサブフォルダがある場合、素材フォルダの左に「+」記号 
が表示されます。「+」記号をクリック、またはフォルダ名をダブルクリック 
すると、サブフォルダが表示されます。 

フォルダ内のサブフォルダがすべて表示されている場合は、フォルダの左に 
「一」記号が表示されます。「一」記号をクリック、またはフォルダ名をダブル 
クリックすると、サブフォルダは表示されなくなります。 


索 M 箱 


- _j 索 W 集 

~ W LJ Sound Factory 音吝 
D イラスト 
□ つなぎ綠画 
□ フレ-ム 
[… Q 下地 
□ 文字 

サブフォルダ 


田13索 W 箱 
索材集 


素材フォルダ 


►素材フオルダの表示と表示名 


HDD 内のフォルダを素材フォルダ欄に表示させるには、「ファイル」 一 「設定」 
一 「素材フォルダ」で、 Symphomovie の素材フォルダとして設定しておく必要 
があります。この際、 HDD 上のフォルダ名と違う名前で、素材フォルダ欄に表 
示させることもできます。 

設定されていないフォルダは、素材フォルダ欄に表示されません。 

初期状態で設定されている素材フォルダは以下のとおりです。 


表示名 

(素材フォルダでの表示） 

フォルダ名 
(HDD 上の場所）* 

素材箱 

C :¥ Sozail または D:¥Sozail 

素材集** 

C :¥ 素材集または D :¥ 素材集 


* 購入時の HDD の状態により、ドライブが異なります。 

C :¥... HDD が1台で、かつ分割されていない場合 

D :¥... HDD が分割されている、または2台以上ある場合 


72 





















第 4 章取り込んだ素材を確認•整理する 


** 「素材集」は、 Sympl 10 movie にあらかじめ用意されている素材ファイル集です。 
購入時にはインストールされていませんので、必要に応じてインストールを 
行ってください。 P .299 「素材集のインストール」 




素材フオルダを作成する 


既存のフォルダを素材フォルダとして設定するか、または素材フォルダを新規 
作成します。 

1「ファイル」一「設定」を選択し、「素材フォルダ」タブをクリックします。 



2 「表示名」テキストボックスに、素材リストに表示する素材フォルダ名を入 
力します。 

HDD 上のフォルダ名と違う名前をつけることもできます。 

3 「フォルダ名」テキストボックスで、素材フォルダとして設定するフォルダ 
の場所を指定します。 

[参照]ボタンをクリックして、 HDD 上の既存のフォルダを選択するするこ 
ともできます。 

4 [ t 追加]ポタンをクリックします。 

指定したフォルダが存在しない場合は「フォルダは存在しません. • • •」 
と表示されます。 [0 K ] ボタンをクリックすると、素材フォルダが新規作成 
されます。 

素材フォルダのリストに、新しい素材フォルダ名が追加されます。 














































第 4 章取り込んだ素材を確認•整理する 


5 

[0 K ] ポタンをクリックします。 

棄材リストに、新しい素材フォルダが追加されます。 


+] -〇索材箱 
+ 3 索材集 


Q 乗華安 

►素材フォルダを削除する 


素材フォルダの設定を解除し、素材リスト上から表不を削除します。 


「ファイル J - 「設定」を選択し、「素材フオルダ」タブをクリックします。 



2 フォルダリストから、削除する素材フォルダを選択します。 

フオルダ名が反転表示されます。 



3 [削除]ポタンをクリックします。 

素材フォルダリストから、フォルダ名が消えます。 

4 [0 K ] ポタンをクリックします。 

素材リストから、素材フォルダが削除されます。 



上記操作は、素材フォルダの設定が削除されるだけですので、 HDD 上のフォル 
ダや素材ファイルは削除されません。しかし削除した素材フォルダは、素材リ 
ストに表示されなくなります。 
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I サブフォルダを作成する 


素材フォルダ内に、サブフォルダを作成します。 

1 素材リストで、サブフォルダを追加する素材フォルダを選択します。 

右クリックして「フォルダの作成」を選択します。 



2 フォルダ名を入力します。 

素材フォルダの下に、新しいサブフォルダが追加されました。この操作によ 
り、 HDD 上で素材フォルダとして設定されているフォルダ内にも、新しい 
フォルダが作成されます。 



甶 Q) 索材集 


►サブフオルダを削除する 


サブフォルダを削除すると、そのフォルダ内のファイルもすベて削除されま 
す。 


1 削除するサブフォルダの中身を確認します。必要なファイルがある場合は、 
別のフォルダに移動しておきます。 

素材リストでは、 p.71 「Symphomovie で使用できる素材ファイルの種類」以 
外のファイルは表示されないので、 Windows エクスプローラなどで中身を確 
認します。 

2 素材リストで、削除するサブフォルダを選択します。 

3右クリックして「削除」を選択します。 


- 〇1_材箱丨 
S - Q 索材 


名前 0D 変更 (M) 


フォルダの作成扭） 
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4 「フォルダの削除の確認」ダイア□グボックスが表示されたら[はい]ボタ 
ンをクリックします。 
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il 


D：¥Sozai1 
D 矢 norikura 
D:¥ 索材集 


表示名： fl$$ 


T 追加 I— 則除I 


フォルダ名： [D：¥norikura 参照… j 

表示方法：いアイコン A R 画像を表示 P 情報を表示 


表示名 フォルダ名 


0K _| _キャンセル 


トラック表示|トラック編集 I P 止画|ブレビュー|レンタリンヴ 
ホイール| DV 索材フオルタ| QigaSize |スナウブシヨウト 


素材フォルグが複数ある場合は、素材リスト上での表示順を入れ替 X ■ることが 
できます。 

1「ファイル」一「設定」を選択し、「素材フォルダ」タブをクリックします。 

2 フォルダリストからフォルダを選択して、右側の上下の矢印ポタンをクリッ 
クすると、上下が入れ替わります。 


サブフォルダが削除されます。この操作により、 HDD 上のフォルグとその中 
にあるファイルも削除されます。 

►素材フォルダの表示順を変える 


設定 


箱集 
1 


3 


[OK] ポタンをクリックします。 


























素材ファイルを整理する 


►素材ファイルを選択する 


ファイルを選択する 

素材リスト内の素材ファイルをクリックします。 

ファイルを複数選択する 

♦連続したファイルを選択するとき：選択する範囲の両端のファイルを、 
[ Shift ] キーを押しながらクリックします。 

♦連続していないファイルを選択するとき： [ Ctrl ] キーを押しながら、選択す 
るファイルをクリックします。 

選択されている複数のファイルから一部のファイルを解除する 

[ Ctrl ] キーを押しながら、選択を解除するファイルをクリックします。 


►素材ファイルの名前を変える 


名前を変更する素材ファイルを選択し、右クリックして「名前の変更」を選 
択します。 



2 ファイル名を変更します。 
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空港 - 3Vi 
飛行機の飛び立て 


2003 年 08 月 12 日 
0:00:57 

720 x 480 32 ビット : 


1 


►素材ファイルにコメントをつける 

素材ファイルに、内容を判断しやすいコメントをっけておくと、ファイルの管 
理や編集作業の際に便利です。 

■ コメントを入力•変更する素材ファイルを選択し、右クリックして「コメン 
卜の編集」を選択します。 

720 x 480 
0:00:30 
29.97 Frm/Sec 
03/08/12 


寺 .avi 

2 コメントを入力し、 [ OK ] ポタンをクリックします。 



入力したコメントは、プレイリストなどでも確認することができます。 



►素材ファイルを削除する 


削除する素材ファイルを選択し、右クリックして「削除」を選択します。 


720 x 480 
0:00:12 

23. 97 Frm/Sec 

0 3 /ux/oi 

EQK 罗 1-54MB 

720 x 480 
0:00:57 

_ 29.97 Frm/Sec 

■ 03/07/31 

■ 7.27MB 

川 -avi 

飛行棵 . aV i 


1 名前の変更 ( M ) | 

] メントの編集◎… 


IN OUT 

丨 

. 


<付間^' 
7? M 容日時5: 










































素材ファイルを整理する 


2 「ファイルの削除の確認」画面が表示されるので、[はい]ポタンをクリック 
します。 



HDD から素材ファイルが削除されます。 

►素材ファイルを移動する 

素材ファイルを、別の素材フォルダに移動させることができます。 

素材ファイルを、移動先の素材フォルダにドラッグ&ドロップします。 



ります。 

この操作により、 HDD 上のファイルも別のフォルダに移動します。 


制限 


春上記以外の方法（エクスプローラなど）で素材ファイルを移動すると、プロ 
ジェクトが開けなくなることがあります。 

• テロップエディタで使われている素材は、上記方法で移動しても表示できな 
くなるので、気をつけてください。 
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►素材ファイルの表示形式を変える 


素材リスト上の、素材ファイルの表示形式を変更できます。 

1「ファイル」一「設定」を選択し、「素材フォルダ」タブをクリックします。 

2 「表示方法」コンポボックスの中から表示方法を選択し、 [0K] ポタンをク 
リックします。 



• 「一覧」を選択すると、素材ファイル名だけが表示されます。画像、情 
報は表示されません。 

參「画像を表示」チェックボックスがチェックされていると、素材ファイ 
ルの画像を表示します。 

• 「情報を表示」チェックボックスがチェックされていると、フレームサ 
イズ、録画時間、レート、日付、ファイルサイズ等の情報を表示します。 

「大きいアイコン」の表示例 「小さいアイコン」の表示例 r _ 覧」の表示例 


Jjcaptured1.avi 

^JSnapO.bmp 

P3sound.WAV 
* 飛行機 . avi 














































素材ファイルを整理する 
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第 5 章 

作品に使う蔚才をピック 
アップする（プレイ U スト) 

複数の素材ファイルを連続して再生するための「プレイリスト」を使 
うと、作品に使用する素材のピックアップや、簡単な編集作業などを 


行うことができます。 

「プレイリストを作成する」 . 85 

「プレイリストを再生する」 . 87 

「プレイリストを編集する」 . 88 

「プレイリストからプ□ジェクトをつくる」 . 93 

「プレイリストから DV 機器に録画する」 . 94 

「複数のファイルを切れ目なく DV 機器に録画する（つなぎ録画)」 . 96 




















この章でやること 



次にやること/できること 

•プレイリストから変換したプ□ジェクトを編集して作品を作りましょう。 

^ 第6章「プロジェクトを作成する • クリップを編集する」 p .105 
•プレイリストから DV 機器に録画した作品を再生してみましょう。 

Q 第3章「素材を取り込む」一「素材テープの再生」 P .44 
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I フレイ U ス t 杳作成する 


►プレイリストとは 


プレイリストとは、複数の素材ファイルを連続して再生するためのリストで 
す。 

素材ファイルを選択し、プレイリストに並べると、リストの上から順番に連続 
して再生されます。 

素材ファイルを並べ替えて再生の順序を変えたり、素材ファイルの IN 点（開始 
点）、 OUT 点（終了点）をトリミングして不要なところを消去するといった、簡 
単な編集作業を行うこともできます 。 DV Edit モードで編集するための素材の 
ピックアップや、編集前のラフカツト作りにも利用できます。 

►プレイ U ストを作成する 


1 [ PlayList ] ポタンを選択します。 

画面右下半分の表示がプレイリストになります。 

2 素材リストで、プレイリストに含める素材ファイルをクリックし、 [ Add ] 
ポタンをクリックします。 

プレイリストに素材ファイルが追加されます。 


[PlayList] 

ボタン 


[ Add ] 

ボタン 



「 Total 」 タイムリストには、プレイリストにある素材ファイルの再生時間の 
合計が表示されます。 














































プレイリストを作成する 


制限 


手順2の作業を繰り返して、素材ファイルを追加します。 

作成したプレイリストを、一連の動画として DV 機器へ録画することができ 
ます。詳細は p .94 「プレイリストから DV 機器に録画する」の項をご覧くださ 

い0 


DV Deck モードで使用できる素材は、 Symphomovie で DV カメラから取り 
込んだ AVI ファイルのみです。 
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2 「バッチ•プレイリスト実行」ダイアログが表示され、プレイリストで並べ 
た順番で動画ファイルが再生されます。 

再生を中止したい場合は、[キャンセル]ボタンをクリックします。 

3 再生が終了すると、実行終了のダイアログが表示されるので、 [0 K ] ポタン 
をクリックします。 



.リ 終了しました 


E 一 …….. 挪 …………….3 


プレイリストを再生する 


作成したプレイリストを再生して、内容を確かめることができます。 

I プレイリストが作成されている状態で、 [ GO ] ポタンをクリックします。 

_>|< 一 _ 


Batch I PlavList G 






- [ GO ] 
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プレイリストを編集する 


►再生する順番を変更する 


プレイリスト上で、素材ファイルをドラッグして順番を変更します。 

例えば3番目の素材ファイルを最初に再生したい場合は、3番目のファイルをプ 
レイリストの一番上にドラッグします。 





1 avi8MB3#0:4 


l3#°jl 


5MB 年 0:1 


書置！！ 

11 墨 S 

1 J 2 3 ■ 
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第 5 章作品に使う素材をピックアップする（プレイリスト) 


6.18MB 

2003 年 03 月 01 日 
0:00:48 

720 x 480 32 ビット: tl ラー 


フ？ H : 水車 - avi 



|#| IN OUT I INFO 

IB - 


l つ前の 現在の 1つ後の 

フレーム フレーム フレーム 

►コメントを入力•変更する 


プレイリス ト上 でも、 素材 ファイルのコメン トを入力.変更す ることができま 
す。 

ファイルの「コメント」を クリックして、 コメントを 入力•変更します。 

素材 リストの 素材 ファイルのコメントも 変わります。 



► IN 点、 OUT 点を変更する 


1マウスポインタを、プレイリスト上のファイルの、ジョグアイコンの位置に 
移動します。 

2 マウスポインタが矢印から指先に変わったら、そのまま左右にドラッグしま 
す。 

IN 点または OUT 点のタイムコードが変化し、 「 Total 」 タイムコードも変化し 
ます。 

このときモニタスクリーンには、 現在の フレームの 画面が全体に、1 フレー 
ム 前の画面が左下に、1 フレーム 後の画面が右下に表示され るので、 画面を 
見なが ら IN 点と OUT 点を正確に合わせる ことができます。 


01日 


化^重付固'1 
77 M 容日時 W 

































プレイリストを編集する 


►プレイリストか5削除する 


プレイリストから、削除する素材ファイルを選択して [ Del ] ボタンをクリック 
します。 

ファイルは、プレイリストからは削除されますが、素材リストからは削除され 
ません。 


Batch I PlavList 


IN 


m 


I I 




_ 


7 ? i\l : 寺 -avi 

コメント： 

容坌： 6.18 MB 
日付： 2003年08月01日 


►プレイリストか5素材ファイルを作成する 


プレイリストで IN 点、 OUT 点を編集した素材ファイル（動画ファイル）から、 
別の素材ファイルを作成することができます。 

1 プレイリストからファイルを選択し、素材リスト内にドラッグします。 



2 素材リスト内でドロップすると、ポップアップメニューが表示されます。 
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第 5 章作品に使う素材をピックアップする（プレイリスト) 


3 ポップアップメニューから、ファイルの形式を選択します。 



ファイル形式 

説明 

リージョン情報 

新たに動画ファイルを作成せず、元の動画ファイルの情 
報を参照するファイルを作成します。ファイルサイズが 
一番小さいので動作が速く、同じ動画ファイルから複数 
の動画ファイルを作成するのに適しています。 

ただし、元の動画ファイルを削除すると、参照できなく 
なります。 

参照コピー 

元の動画ファイルの一部をコピーして、動画ファイルを 
作成します。 

ただし、元の動画ファイルを削除すると、参照できなく 
なります。 

コピー 

元の動画ファイルとは別の、新しい動画ファイルを作成 
します。元の動画ファイルを削除しても影響なく、全く 
別の動画ファイルとして使用できます。 


4 素材リストに新しい素材ファイルが保存されます。 


►プレイ U ストを保存する 


プレイリストの作成 • 編集作業を途中で中断するときは、プレイリストをファ 
イル (. nvp ) として保存しておくと、もう一度読み込んで作業を行うことがで 
きます。 

1 [ Save ] ポタンをクリックします。 

2 「名前を付けて保存」ウィンドウが表示されたら、保存する場所を指定し、 
ファイル名を入力して、 [0 K ] ポタンをクリックします。 



















プレイリストを編集する 


►プレイリストを読み込む _ 

保存してあるプレイリストのファイル (. nvp ) を読み込んで、再びリストの作 
成 • 編集作業などを行うことができます。 

1 [ PlayList ] ポタンをクリックします。 

2 [ Load ] ポタンをクリックします。 

3 「ファイルを開く」ウィンドウが表示されたら、読み込むプレイリストのファ 
イルを選択し、 [0 K ] ポタンをクリックします。 
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プレイ 1 J ストか5プロジェクトを: K る 


作成したプレイリストから、 DVEdit モードで編集作業を行うためのプロジェク 
卜を作成することができます。 


[ Edit ] ポタンをクリックします。 




配置されたクリップ 



[ DVEdit ] タブをクリックして、 DVEdit モードにすると、プレイリストと 
同じ順番で、トラック編集画面にクリップが配置されます。 

ITM p . 109「プレイリストからプロジェクトを作成する」 
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| プレイ 1 」ストか 5 DVK |£ 録画する 


作成したプレイリストは、1つのムービーとして DV 機器に録画することができ 
ます。 


1 すでに保存してあるプレイリストを読み込む場合は、 [ PlayList ] ポタンを 
クリックして、 [ Load ] ポタンをクリックします。 

2 「プレイリストの読み込み」ウィンドウが表示されたら、読み込むプレイリ 
ストのファイル (. nvp ) を選択し、 [0 K ] ポタンをクリックします。 

3 録画可能のテープを DV 機器にセットし、旧 EE 1394ケーブルを接続してお 
きます。接続している DV 機器が DV カメラの場合は、ビデオ再生モードにし 
ておぎます。 

4 DV 機器選択ポタンで、再生する DV 機器を選択します。 

Remote コントロールボタンがアクティブになることを確認します。 

5 [ Local ] ポタンを選択します。 


6 Local コント□ールポタンの [ DVOut ] ポタンを選択します。 


[一時停止]ボタン(手順 8) 

-[Local] ボタン（手順 5) 

_ .[DV Out] ボタン（手順 6) 

77^© 福集© ! 



[PlayList] 
ボタン（手 
順 1) 

[Load] ボタ 
ン（手順 1) 

[GO] ボタン 
(手順 8) 


>— DV 機器選択ボタン（手順 4) 

し [録画]ボタン（手順 7) 

[停止]ボタン（手順 10) 

Remote コント□ールポタンの[録画]ポタンをクリックします。 

録画一時停止状態になります。 
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第 5 章作品に使う素材をピックアップする（プレイリスト) 


8 Remote コント□ールポタンの [ 一時停止]ポタンをクリックして録画を開 
始し、プレイリストの [ GO ] ポタンをクリックします。 

「バッチ•プレイリスト実行」ダイアログが表示され、録画が開始されます。 



9 録画が終了すると、バッチリストの実行終了のダイアログが表示されるの 
で、 [0 K ] ポタンをクリックします。 





終了しました 



10 Remote コント□ールポタンの[停止]ポタンをクリックします。 























つなぎ録画とは、プレイリストから複数の動画ファイルを DV 機器に録画すると 
きに、ファイルとファイルの間で画面が乱れたり途切れないようスムーズ につ 
なげるための機能です。 

DV 機器で録画•再生して時停止]ボタンで停止した画像から、次に録画す 
る画像との間が途切れないように會ぐ時停止解除時の出カタイミングを「設定」 
画面で微調整することができます。この出カタイミングは、 DV 機器ごとに異な 
ります。 

つなぎ録画を行う前に、出カタイミングの設定を行ってください。 


制限 


♦使用するテープ（マスタなど）は、あらかじめテープのダビングをしておく 
ことをおすすめします。 

春下記のように、違う種類のファイルをつなぎ録画した場合には、映像や音声 
が途切れたりノイズが発生することがあります。必ず同じ種類のファイルを 
つなぎ合わせてください。 

1 32 KHZ の音声データの後に、 44.1 KHz(l 6 bit ) の音声データをつなぐ（ま 
たはその逆）など、異なったサンプリングレート同士でつなぎ録画する。 

2 SP モードで記録された後に、 LP モードで記録する（またはその逆)。 

3 DVCAM の後に、 DV で記録する（またはその逆)。 


►出カタイミングの設定 


出カタイミングの設定は、以下の流れで行います。 

(1) 出カタイミング測定用のムービーファイルを2つ作成する。 

(2) (1) で作成したムービーファイルで、つなぎ録画を行ってみる。 

(3) 録画結果を基に、出カタイミングを設定する。 

(1) 「出カタイミング」の値を測るためのムービーファイルを用意する 

素材集の「つなぎ録画」には、出カタイミングを測るためのプロジェクトファ 
イルが用意されています。このプロジェクトファイルからムービーファイルを 
作成し、出カタイミングを測ります。 

素材集は購入時にはインストールされていません。インストール方法は p .299 
「素材集のインストール」をご覧ください。 



第 5 章作品に使う素材をピックアップする（プレイリスト) 


素材リストの「素材集」一「つなぎ録画」フオルダにあるプロジェクトファ 
イル「作品前半. nve 」 をダブルクリックして、 VI に移します。 

「作品前半 . nve 」 ファイルが読み込まれます。（最初9秒が赤画面で、最後の10 
フレームに黒文字で1〜10の数字テロップが入っています。） 



2 ムービー出力します。 

「レンダリング」一「ムービー出力」を選択します。 



3 「ファイルを保存する」ダイアログが表示されるので、ムービーファイル名 
と保存先の素材フォルダを指定します。ファイル名は「作品前半. avi 」 とし 
ます。 



ムービーが 作成されます。 


一卜出力 


D :¥ SozailW $ 品前半. avi へ出力中（ 82 «拷り約 1 秒〉 





















































複数のファイルを切れ目なく DV 機器に録画する（つなぎ録画) 


4 手順1〜3と同様の手順で、「作品後半. nve 」 から「作品後半. avi 」 ファイル 
を作成します。 

(「作品後半. nve 」 は、最初の3フレームが青文字で1〜3の数字テロップ、後は 
黄色画面3秒のプロジェクトフアイルです。） 


以上で「出カタイミング」の値を測るためのムービーファイルの作成は終了で 
す 。 

(2) 出カタイミングを測るためにつなぎ録画を行ってみる 

出カタイミングの値が実際にどのくらいか確認するために、っなぎ録画を行っ 
てみます。次の手順で行います。 

1 録画してもよいテープを DV 機器にセツトし、旧 EE 1394ケーブルを接続し 
ておきます。接続している DV 機器が DV カメラの場合は、ビデオ再生モード 
にしておきます。 

ム 「作品前半. avi 」 をテープに録画します。（詳細は p .273 「素材やムービー 
を DV 機器に録画する」の項をご覧ください。） 
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第 5 章作品に使う素材をピックアップする（プレイリスト) 


3 テープに録画した「作品前半 . avi 」 を再生し、最後のテロップ noj が表 
示される最初のフレームで、一時停止します。 

Remote コントロール ボタンの[一時停止]ボタン、 コマ送り/コマ 戻しボタ 
ンで、停止位置を調節します （ DV 機器によっては、最後のテロップ「10」 が 
表示される フレームが 複数存在するので、1 つ 前の フレームが「9」 であるこ 
とを確認、してください）。 



4 「再生一時停止状態」であることを確認して、 Remote コント□ールポタン 
の [ C - REC ] ポタンをクリックします。 

5 素材リストの「作品後半. avi 」 をダブルクリックします。 

モニタスクリーンが 「 Local 」 になり、 「作品後半. avi 」 が 表示され ます。 



6 Local コント□ールポタンの [ DVOut ] ポタンをクリックします。 

















































複数のファイルを切れ目なく DV 機器に録画する（つなぎ録画) 


7 Local コント□ールポタンの[再生]ポタンをクリックします。 

自動的にテープへの録画が開始されます。録画が終了すると、 DV 機器側の 
操作も§動的に停止します。 

以上で「作品前半. avi 」 の後に「作品後半. avi 」 がつなぎ録画されました。 

(3) 「出カタイミング」を調整する 

「作品前半」と「作品後半」が、何フレームの誤差でテープに録画されたか確 
認をして、出カタイミングの調整をします。調整は、「設定」画面の 「 DV 」 項 
目で行います。 


「ファイル」一「設定」を選択し、 「 DV 」 タブをクリックします。 



出カタイミングの調整は、次の手順で行います。 

1 録画されたテープを巻き戻して、1フレームずつコマ送りで再生します。 

誤差なくつながった場合は、「作品前半」の「10」の上に「作品後半」の「1」 
が録画されます。「作品前半」の黒文字テロップが「1」から「9」まで続 
き、その直後「作品後半」の青文字テロップが「1」から「3」まで続きます。 

2 フレームがずれる場合には、調整が必要な状態 (p.ioi ) にあります。録 
画された状態を確認して、設定画面で「フレーム誤差」、「テープの戻り量」 
を調整します。 
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第 5 章作品に使う素材をピックアップする（プレイリスト) 


3 その後 （2) の手順3〜7を繰り返して、調整を行います。 
正しく調整された状態 


DV テープ側 


つなぎ録画し 
た DV テープ 


録画開始フレーム 


赤 | 1 | 2 | . | 7 | 8 | 9 | 10 


パソコン側 



h 

2 | 3 | 黄 

暴 



赤ェ1 [2 |] ■ ■ ■ -I 7^8 [9 |]]2 [3 \~n 


調整が必要な状態 


DV テープ側 


つなぎ録画し 
た DV テープ 


録画開始フレーム 


赤 | 1 | 2 | . | 7 | 8 | 9 | 10 


1 

1 




パソニ 

コン 側丨1| 2 | 3 |黄 



、、、 



、、 、 

赤 丨 11:2 丨 • * 

■ ■ .| 7 

| 8丨9 h h 1 ■ ■ .1 1 1 1丨2丨3 1 黄 

V. ノ 

50 フレーム 


青文字テロップの先頭 
「1」が複数フレーム続 
く場合は、「フレ'ーム贾呉 
差」の値を増やします。 
たとえば、青文字テ 
ロップの「1」が51フ 
レ'ーム続いている時 
は、50フレーム分余計 
に録画されることにな 
ります。この場合は、 
「フレーム誤差」項目に 
「50」と入力します。 


DV テー プ側 


つなぎ録画し 
た DV テープ 


録画開始フレ _ ム 


赤 h 1 2 | ■ 

■ ■ ■ 彳7|8|9 |1〇| 


パソコン側丨 1 | 2 | 3 |黄 


暴/ 

赤 1 1 1 2 | ■ 

--- -1 7 | 8 | 9 2丨3丨黄 


青文字テロップが「1」 
より後、たとえば「2」 
から録画されている場 
合は、出カタイミング 
数値が多いため、「フ 
レーム 誤差」 の 値を 
「1」引きます。 




































複数のファイルを切れ目なく DV 機器に録画する（つなぎ録画) 


DV テープ側 


つなぎ録画し 
た DV テープ 


録画開始フレーム 


赤 [1 ||] ■ ■ ■ ■ -[7 |ョ9 [10| 


パソコン側「1|_2 |_3 f 黄 



赤 Ii[2 |] . . . -I tJ 8 L 1 l3 3 [黄 


黒文字テロップが「9」 
より前、たとえば「8」 
までしか録画されてい 
ない場合、その DV 機器 
は録画一時解除をする 
際に1フ レーム 前から 
録画していることにな 
ります。この場合は 
「テ^ープの戻り量」の値 
を「1」増やします。 


これで調整は完了です。次回からは、調整した数値が設定されているので、簡 
単につなぎ録画を行うことができます。 

この設定は、別の DV 機器を使用するごとに変更が必要です。 


制限 


これらの値は、お使いになる DV 機器によって異なります。また、本機能は使用 
環境や D V 機器によつて多少の誤差が生じることがあります。 


►出カタイミングの設定後につなぎ録画を行う 


出カタイミングの設定が完了したら、つなぎ録画を行います。 

1 つなぎ録画するテープを DV 機器にセットし、旧 EE 1394ケーブルを接続し 
ておきます。接続している DV 機器が DV カメラの場合は、ビデオ再生モード 
にしておきます。 

2 前半の ムービー ファイルを テープに 録画します。 

詳細は、本章の 「 DV 機器に録画する」の項をご覧ください。すでにつなぎ 
録画する素材が録画されている場合は必要ありません。 

3 Remote コントロールポタンの [ —時停止]ポタンをクリックし（再生一時 
停止彳犬態)、コマ送り/コマ戻しをして、つなぎ録画するフレームを表示しま 
す。 

このとき、「再生一時停止状態」であることを確認してください。 

4 Remote コント□ールポタンの [ C - REC ] ポタンをクリックします。 

5 素材リストで、つなぎ録画させるファイルをダブルクリックします。 




















第 5 章作品に使う素材をピックアップする（プレイリスト) 


6 Local コント□ールポタンの [DV Out ] ポタンがクリックされていること 
を確認します。 

7 Local コントロールポタンの[再生]ポタンをクリックします。 

自動的にテープへの録画が開始されます。録画が終了すると、 DV 機器も自 
動的に停止します。 

以上でつなぎ録画が終了しました。 DV 機器のテープを再生して、スムーズにつ 
ながっているかどうかを確認、してください。 


複数のファイルを切れ目なく DV 機器に録画する（つなぎ録画) 
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プロジェクトを作成する • 
クリップを編集する 

プ□ジェクトを作成して、動画•静止画•音声などの素材ファイルを管 
理 • 編集し、1つの作品を構成していきます。プ□ジェクトの操作は、 


DV Edit モードで行います。 

「プ□ジヱクトとは」 . 107 

「プ□ジェクトの作成と保存」 . 109 

「トラックとは」 . 111 

「編集ラインを移動する」 . 114 

「トラック編集画面の表示範囲を移動する」 . 116 

「トラック編集画面の表示倍率を変更する」 . 118 

「トラックを追加•削除する」 . 120 

「クリップを編集する」 . 121 

「編集結果を確認する（プレビュー)」 . 132 

「プレビューが速く見られるようにする（レンダリング)」 . 135 

















この章でやること 


キヤプチヤしたファイルを編集して1つの作品（プロジェクト）を完成させます。 


トラック編集画面の使い方 p 


プロジェクトの作成 

u - 


p .109 


クリップの追加 


p .123 


編集 


p.121 


各種効果 


プ□ジェクトを編集するトラック編集画面の操作方 
法を覚えましょう。 


レンダリング 

p .135 


再生 

p .13 t 


ビデオトラックに、ファイル(クリップ)を配置しま 
す。（プレイリストからプ□ジェクトを作成している 
場合は、すでに配置されています。） 


配置したクリップを切ったり卜 1 J ミングしたりしま 
す。 


画面に効果をつけることができます。 

• トランジシヨン—「シーンを切り替えるときに 

効果を つける」. 

• フェーダー-►「フェードイン•フェードアウト 
する」 

• 画像フィルタ — 「明るさ • コントラスト • 色調 
などを調整する」 Pi® 1 ぎ 

• モーシヨン—「画像を移動 • 拡大 • 縮小 • 回転 
させる」 _® 9 

• テロップ — 「画面に文字や図形などを入れる」 

句^^ 

• 音声フィルタ — 「音声に効果をつける」 

• アフレコ — 「音声を取り込む•プロジェクトに 
追加する • 調整する」 P- 24 ?- 

編集で細切れになった情報をひとつにまとめる作業 
です。必ず行いましよう。 


出来上がったプ□ジェクトを再生してみましょう。 


次にやること/できること 

• 完成したプロジェクトを、目的に合わせて再生できるように変換しましょう。 
_ 第12章「出力する」 p.251 
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■C: ナビゲーシヨ 
ン画面 


- d ： トラック編集 
画面 



a :モニタスクリーン 

トラック編集画面のプレビューを 
表不します。 

b :素材リスト 

利用できる素材フォルダと素材 
ファイルが表示されます。ここか 
ら素材ファイルを選択して、卜 
ラックに貼り付けます。 


c :ナビゲーシヨン画面 

プロジェクトの全体像を表示しま 
す。トラックの表示位置やプレ 
ビューの位置がわかります。 
d :トラック編集画面 

クリップを並べたり加工して、プ 
ロジヱクトを編集し、作品を作成 
します。 
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プロジェクトとは、動画.静止画.音声などの素材ファイルをまとめて管理 • 
編集し、1つの作品を構成するためのファイルです。プロジェクトは、複数の 
トラックで構成されています。トラックに素材ファイルを貼り付け、そのファ 
イルの長さを調整したり、効果を加えたりしながら、1つの作品を作り上げて 
いきます。 

DV Edit モードの画面の構成 

プロジェクトの操作は、 DV Edit モードで行います。 DV Edit モードの画面は、 
次のように構成されています。 


!-a :モニタスクリーン b : 素材リスト 


I^Symphomovie - Sftfrd 



フ7イル<£)編集©表示祕 | 

|、 ラ卿レン⑽ ''(E> ヘルデ⑻ 



プロジェクトとは 
























































プ□ジェクトとは 


モニタスクリーン 

トラック編集画面のプレビューを行います。 



d ： [コマ 送り]ボタン 


e ： [ DV ] ボタン 
f :タイムコード 


g :ジョグアイコン 


c ： [プレビュー]ポタン 
Lb : [コマ 戻し]ボタン 
U ： [停止]ボタン 


a : [停止]ボタン 

プレビューを停止します。 

b : [コマ 戻し]ボタン 

プレビューを1フレームずつ 戻し 
ます。 

c : [プレビュー]ボタン 

プレビューを再生します。 

d : [コマ 送り]ボタン 

プレビューを1フレームずつ 進め 
ます。 


e : [ DV ] ボタン 

コンピュータに接続されている 
DV 機器で、プレビューを表示しま 
す 。 

f :タイムコード 

プレビューされているフレーム 
の、タイムコードを表示します。 

g :ジョグアイコン 

プレビューを進めたり戻したりし 
ます。 
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I フ°□ジ I ク作成と保存 

►プロジェクトを作成する 


プロジェクトを新規に作成する 


「ファイル J — 「新規作成」を選択します。 

プロジュクトが新規に作成されます。 

トラックにクリップを配置して編集作業を行います。 


プレイリストからプロジェクトを作成する 

DVDeck モードで作成したプレイリストを使用して、プロジェクトを作成しま 
す。プレイリストの詳細は p .85 「プレイリストを作成する」をご覧ください。 

1 「DV Deck モード」でプレイリストができあがっている状態で、 [ EDIT ] ポ 
タンをクリックします。 



「• • • •現在のタイムラインを保存しますか？」と表示された場合は 、 「DV 
Edit モード」の画面に、保存されていないプロジェクトがあります。必要に 
応じてプロジェクトを保存してから、作業を続けます。 

2 [DV Edit ] タブをクリックして 、 DV Edit モードにします。 

プレイリストと同じ順序で、トラック編集画面にクリップが表示されたプロ 
ジェクトが作成されます。 



プレイリストの順番にクリップが配置されている 


編集作業は P.121 「クリップを編集する」をご覧ください。 

編集作業をする上で必要なトラックの操作方法は、 p . lll 「トラックとは」をご 
覧ください。 





























プ□ジェクトの作成と保存 


►プロジェクトを保存する 


プロジェクトを新規保存する 

プロジェクトの編集作業を途中で中断するときは、プロジェクトをファイル 
(. nve ) として保存しておくと、再び開いて作業を行うことができます。 


1「ファイル」一「保存」を選択します。 

2 「名前をつけて保存」ダイアログが表示されたら、保存先のフォルダを選択 
し、ファイル名を入力して保存します。 


プロジェクトを保存する 

既存のプロジュクトを保存します。 


「ファイル」一「保存」を選択します。 


プロジェクトを別名で保存する 

既存のプロジェクトのコピーを作成します。 


1「ファイル」一「別名で保存」を選択します。 

Z 「名前をつけて保存」ダイアログが表示されたら、保存先のフォルダを選択 
し、ファイル名を入力して保存します。 

►既存のプロジェクトを開く 


既存のプロジェクトを開くには、2つの方法があります。 

♦素材ファイルのプ□ジエクトファイル （. nve ) をダブルクリックします。 
♦「ファイル」一「開く」を選択します0 
「ファイルを開く」ダイア□グから、プロジェクトを選択します。 
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トラックとは 


トラックとは、素材ファイルを配置したり、素材に対する効果を設定したりす 
るための、時間軸に沿った枠です。 Symphomovie では、複数のトラックを重ね 
ていくことによって、1つの作品を作り上げていきます。 

編集作業を行うために、トラックの基本的な操作について覚えておきましょ 

ぅ。 

► トラック編集画面 


トラックにクリップ（素材ファイル）を並べる、加工する、効果を加えるなど 
してプロジェクトを編集し、作品を作成するところです。 



►トラックの種類 


トラックの種類 

トラック名 

説明 

ビデオ 

VI 〜 V 99 

動画.静止画.テロップといった映像ファイ 
ルを配置するためのトラックです。 VI と V 2 の 
トラックの間では、トランジシヨン（画面切 
り換え効果）を設定できます。 

トランジシヨン 

TR 

VI と V 2 のトラックに対するトランジシヨン 
(画面切り換え効果）を設定します。 
rm p . 147 「シーンを切り替えるときに効果を 
つける（トランジシヨン）」 

オーディオ 

A 1 〜 A 99 

オーディオファイルを配置するためのトラッ 
クです。 

サブオーディオ 

S 1 〜 S 99 

オーディオが4チャンネル以上ある時には、サ 
ブオーディオトラックが表示されます。 



















































トラックとは 


ビデオトラック、オーディオトラック、サブオーディオトラックは、最大99卜 
ラックまで増やすことができます。詳細については、 p .123 「クリップをトラッ 
クに追加する」を参照してください。 



DV 機器にアフレコ（映像に後から音声や効果音を追加すること）の機能がある 
場合、撮影時の音声（主音声）と、 BGM やアフレコ（副音声）をそれぞれ取り 
込むことができます。この素材ファイルをトラック編集画面にドラッグする 
と、主音声がオーディオトラックに、副音声がサブオーディオトラックに配置 
されます。 


iflk 

制限 


複数のビデオクリップが、トラック編集画面上の同じ時間（タイムライン）上に 
重なって配置されている場合、番号の大きいビデオトラックが優先的にモニタス 
クリーンに表示されます。 


►ナビゲーシヨン画面の見かた 


ナビゲーション画面には、編集中のプロジェクトの全体像が表示されますの 
で、現在の編集作業が、プロジェクト全体のどの辺りかがわかります。またマ 
ウス操作により、トラック編集画面の表示範囲や編集ラインを直接移動させる 
こともできます。 


トラック 

青い帯がビデオトラック、黄色い帯がオーディオトラッ 
クを表わします。プロジェクト全体の全トラックが表示 
されるよう、サイズが§動的に調整されます。 

編集画面表示範 
囲 

トラック編集画面に表示されている範囲が囲まれます。 

編集ライン 

現在の編集ライン（フレームの位置）が表示されます。 
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第 6 章プ□ジェクトを作成する • クリップを編集する 


► トラックの表示数を変更する 


トラック編集画面で、ビデオトラックとオーディオトラックの境界を上下に 
ドラッグすると、表示されるトラック数が変わります。 

複数のビデオトラックで作業をする場合は、ビデオトラックの表示領域を広 
げると、効果的に作業をすることができます。 

ダブルクリックすると、境界を中央に設定することができます。 





























I 編集ラインを移動する 


編集ラインとは、現在編集.プレビューしているフレームの位置を示すライン 
です。モニタスクリーンにプレビューを表示したいときなどに編集ラインを移 
動します。 

編集ラインを移動するには、4つの方法があります。 


► トラック編集画面で移動する 


トラック編集画面では、映像を確認しながら移動できます。タイムラインバー 
には、その プロ ジエクトのタイム コード が表示されます。 


タイムラインバー上でクリックすると、その位置に編集ラインが移動してき 
ます。 

タイムラインバー上で編集ラインを左右にドラッグすると、編集ラインをス 
クロール することができます。 



►ナビゲーシヨン画面で移動する 


ナビゲーション画面を使うと、プロジェクト全体を見ながら編集ラインをすば 
やく移動させることができます。 

ナビゲーシヨン画面の編集ラインをドラッグするか、編集ラインを指定する 
場所にマウスポインタを移動し、 [ Shift ] キーを押しながらクリックします。 
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第 6 章プ□ジェクトを作成する • クリップを編集する 


►タイムコードか5移動する 


タイムコードを使うと、トラック編集画面に編集ラインが表示されていない場 
合でも操作できます。 


モニタスクリーン右下の、タイムコードのジヨグアイコンを左右にドラッグ 
します。 



►マウスのホイールで移動する 


マウスのホイールを 使うと、編集ラインが1 フレーム ずつ移動します。トラッ 
ク編集画面内で操作でき、正確に移動させることができるので、クリップの編 
集作業中に利用すると便利な機能です。 



マウスカーソルがトラック編集画面にある状態で、マウスのホイールを操作 
します。 

編集ラインを左へ戻すには、ホイールを手前へ回し、右に進めるには、奥へ 
回します。 



この操作が可能なのは、マウスのホイール設定の「通常の動作」が「ジョグ」 
になっている場合です。設定に関しては、 p .282 「ホイール」をご覧ください。 
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■レラック li 鼸囲を糖!)する 


プロジェクトが大きい（時間が長い）と、トラック編集画面に全体を表示する 
ことができなくなります。この場合は、表示範囲を移動させます。 

トラック編集画面の表示範囲を移動するには、3つの方法があります。 


►スクロールツールで 移動する 


スクロールツールを 選択し ます 。 Li 


2 トラック編集画面をドラッグして、表示する範囲を移動します。 



►ナビゲーシヨン画面で移動する 


ナビゲーション画面を使うと、プロジェクト全体を見ながらすばやく移動させ 
ることができます。 

表示範囲を指定する場所にマウスポインタを移動してクリックします。 
そのまま左右にドラッグすると、トラック編集画面の表示範囲も移動しま 
す0 
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第 6 章プ□ジェクトを作成する • クリップを編集する 


►マウスのホイールで移動する 


トラック編集画面内で操作できるので、クリップの編集作業中に利用すると便 
利な機能です。 


マウスカーソルがトラック編集画面にある状態で、 [ Ctrl ] キーを押しなが 
ら、マウスのホイールを操作します。 

表示位置を左に戻すにはホイールを手前へ回し、右に進めるには奥へ回しま 
す0 



この操作が可能なのは、マウスのホイール設定の [ Ctrl 時の動作]が「水平ス 
クロール」になっている場合です。設定に関しては、 p .282 「ホイール」をご覧 
ください。 




■レラック li 鼸率を変更1■る 


トラック編集画面の表示倍率は、タイムラインの表示倍率に応じて変わりま 
す。タイムラインの表示倍率を拡大すると、各トラックの状態が詳細に表示さ 
れますが、トラック編集画面に表示されるタイムコードの範囲は狭くなりま 
す。タイムラインの表示倍率を縮小すると、各トラックの表示はおおまかにな 
りますが、表示されるタイムコードの範囲は広くなります。 


►ズームツールで拡大 • 縮小する 


トラック編集画面の一部分を拡大表示することができます。 

ズームツールを 選択し ます 。 tiJ 


2 トラック上の、表示倍率を上げて見たい部分をクリックします。 

[ Alt ] キーを押しながらクリックすると、表示倍率が下がります。 



►タイムスケールで拡大 • 縮小する 


タイムスケールには、タイムラインの表示倍率が表示されています。 

タイムスケール上でスライダを左右にドラッグすると表示倍率が変わります。 




[全体表示]ボタン 


スライダ 


タイムラインの倍率 


タイムスケールでは、タイムラインの1目盛りを、1フレームから20分まで変え 
ることができます。 
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第 6 章プ□ジェクトを作成する • クリップを編集する 


►マウスのホイールで拡大 • 縮小する 


トラック編集画面内で操作できるので、クリップの編集作業中に利用すると便 
利な機能です。 


マウスカーソルがタイムライン上にある状態で、 [ Shift ] キーを押しなが 
ら、マウスのホイールを操作します。 

タイムラインの表示を拡大するにはホイールを手前へ回し、縮小するには奥 
へ回します。 



この操作が可能なのは、マウスのホイール設定の 「 Shift 時の動作」が「表示倍 
率変更」になっている場合です。設定に関しては、 p .282 「ホイール」をご覧く 
ださい。 



►プロジェクト全体を表示する 


[全体表示]ポタンをクリックすると、プ□ジェクト全体がトラック編集画面 
に表示できる倍率に自動変更されます。 
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I 上ラックを追邱 • 削除する 


トラックを複数作成して、ビデオやオーディオのクリップを分けて配置してお 
くと、各々のトラックの流れやトラック同士の重なりを調整しやすくなりま 
す。 

► トラックを追加する 


「トラック」一「追加」を選択し、追加するトラックの種類を選択します。 

例えばビデオトラックが VI 〜 V 5 まであるときに「ビデオ」を選択すると、ク 
リップのない空のビデオトラック V6 が追加されます。 


(fflL 通常、素材には音声も含まれているため、ビデオトラックと同時にオーディオト 
W ラックも追加する必要があります。 


►トラックを削除する 


トラックの削除は、各チャンネル（同じ種類のトラック）で、番号の一番大き 
いものから行われます。例えばビデオトラックが VI 〜 V 5 まであるときは、この 
操作で V 5 が削除されます。 

1 削除するトラック（番号の一番大きいトラック）に、必要なクリップがない 
ことを確認します。 

2 「トラック」一「削除」を選択し、肖 U 除するトラックの種類を選択します。 

選択した種類の中で、番号の一番大きいトラックが削除されます。この卜 
ラックに貼り付けられていたクリップは、トラック編集画面内からは削除さ 
れますが、素材ファイル g 体は削除されません。 
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クリツプを編集する 


►クリップとは 


プロジェクトの各トラックに貼り付けた素材ファイルの1つ1つを、クリップと 
いいます。 

クリップには、 IN 点や OUT 点を設定して実際に使用する部分を抜き出した動画 
ファイル、動画の上にのせるタイトルや字幕などのテロップファイル、表示時 
間を設定した静止画ファイル、音声ファイルなどがあります。 

トラック上のクリップは、フレーム単位で移動したり、開始点や終了点を調整 
(トリミング）することができます。 

クリップを編集する際はタイム コー ドを1 フレーム 単位で合わせるため、タイ 
ムラインの表示倍率を大きくすると、正確な作業を行うことができます。 



素材リストの「素材集」フォルダには、そのままクリップとして使えるイラス 
卜、フレーム、文字などのファイルが登録されています。素材集は、購入時に 
はインストールされていません。必要に応じてインストールしてください。 
fTM p .27 「素材集のインストール」 


►クリップ編集ツールの切替 


クリップの分割や不要な部分の削除などの編集を行うために、いくつかのツー 
ルが用意されています。アイコンをクリックして、使用するツールを切り替え 
ます。 

クリップの編集に関連したツール 


ア -r コン 

ツール名 

説明 


£ 

1 

選択 

クリップを選択するときに使います。 

〇 

範囲選択 

範囲内のクリップを選択するときに使います。 
複数のトラックのクリップをまとめて選択でき 
ます。 


— 


トラック選択 

指定位置以降のクリップ全体を選択するときに 
使います。 


£ 


カット 

クリップを分割するときに使います。 


¥ 


IN 点 

指定位置より前を切り取ります。 




OUT 点 

指定位置より後ろを切り取ります。 
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クリップを編集する 


アイコン 

ツール 名 

説明 


豆 


ズ 'ム 

タイムラインの表示倍率を変更するときに使い 
ます。 


a 


スクロール 

トラック全体のタイムラインをスクロールする 
ときに使います。 




リンク設定 

ビデオクリップとオーディオクリップをリンク 
させます。 


s 

部分レンダリング 

選択されたトランジシヨンやタイトル部分をレ 
ンダリングします。 


_ 


レンダリング 

プロジェクト全体をレンダリングします。 


►ク IJ ツプを選択する 


トラック上のクリップを編集 • 移動する際に、次の方法で複数のクリップを選 
択したり、選択したクリップに別のクリップを追加すると、効率よく作業を行 
うことができます。 


クリップを選択する _ 

選択 ツールを 選びます。 

トラック上で、選択したいクリップをクリックします。 

クリップの選択を解除する 

選択ツールを選びます 。 to 

クリップの配置されていないトラックでクリックします。 

クリップを複数選択する 

•麵選択ソ-ルを選びます 。 fcB 
選択したい範囲をドラッグして指定します。 

選択した範囲にクリップの一部がかかっていると選択されます。 
複数の隣接するトラックのクリップを選択することもできます。 

• [ Ctrl ] キーを押しながら、選択したいクリップをクリックします。 
指定したクリップが追加選択されます。 

トラックの指定位置以降のクリツプをすべて選択する 


トラック餅尺 ツールを 選びます。 

まとめて選択したいクリップのうち、最初のクリップを選択します。 
指定したクリップ以降のすべてのクリップが選択されます。 
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第 6 章プ□ジェクトを作成する • クリップを編集する 


選択されている複数のクリップから一部のクリップを解除する 

すでに複数のクリップが選択されている場合に、その中の一部の選択を解除し 
ます。 

[ Ctrl ] キーを押しながら、選択を解除したいクリップをクリックします。 
指定したクリップが選択解除されます。 

►クリツプをトラックに追する 


編集作業は、まずクリップをトラックに追加することから開始します。 

素材リストから素材ファイルをドラッグして、追加したいトラックにド□ッ 
プします。 

素材リストでは、選択されている素材フォルダ内のファイルが、素材ファイ 
ルとして表示されます。素材リストの詳細については p .70 「素材 リストと 素 
材フォルダ•素材ファイル」をご覧ください。 



素材リストから素材ファイルをドラッグすると、ドロップ可能な場所でハイ 
ライト表示され、追加される位置がわかります。 



素材ファイルの種類によって、クリップを追加できるトラックが異なりま 
す0 
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クリップを編集する 


動画ファイルの追加 

動画ファイル （. avi ) は、ビデオトラックにドラッグ&ドロップして追加します。 

音声付きの動画ファイルは、同じ番号のビデオトラックとオーディオトラック 
に配置されます。 

動画ファイルに副音声がある場合、同じ番号のサブオーディオトラックに配置 
されます。 



制限 


音声付きの動画ファイルを追加する場合は、ビデオ（ V )クリップのほかにも、 
オーディオ （ A )、 サブオーディオ （ S ) クリップが追加されます。クリップを追 
加できる A トラックや、 S トラックがない場合は、 V トラックにもクリップを 
追加できません。 

P.120 「トラックを追加する」 



複数のビデオクリップが同じタイムライン上に重なって配置されている場合、 
番号の大きいビデオトラックが優先的に表示されます。 


静止画ファイルの追加 

画像ファイル (. bmp ) (. jpg ) (. png ) は、ビデオトラックにドラッグ&ドロップ 
して追加します。 

テロップファイルの追加 

テロップファイル （. nvt ) は、ビデオトラックにドラッグ&ドロップして追加し 
ます。 

テロップの作り方については p .185 「画面に文字や図形などを入れる（テロッ 
プ)」をご覧ください。 
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第 6 章プ□ジェクトを作成する • クリップを編集する 


静止画像とテロップのフレーム数は「設定」画面で設定できます。 
「ファイル」一「設定」を選択し「静止画」タブをクリックします。 
それぞれのスピンボックスで設定し、 [0 K ] ボタンをクリックします。 



オーディオファイルの追加 

オーデイオファイル （. wav ) は、オーデイオトラックにドラッグ&ドロップし 
て追加します。 



►映像と音声のリンクについて 


動画ファイルは、ビデオとオーディオのクリップがリンクされています。その 
ため、片方のクリップを分割するともう片方も分割され、片方を移動するとも 
う片方も移動します。 

ビデオクリップとオーディオクリップを個別に編集するために、このリンク設 
定を解除することもできますし、微調整したクリップ同士にリンクを設定する 
こともできます。 
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クリップを編集する 


ビデオクリップとオーデイオクリップのリンクは、1対1で設定します。 
リンクの設定については、 P.240 「映像と音声のリンクを設定する」をご覧くだ 
さい 。 

►クリップをトラックか5削除する 


トラックからクリップを選択して、「編集」一「削除」を選択します。 

[ Del ] キーを押す、または右クリックして、ポップアップメニューの中から 
「削除」を選択しても削除できます。 

トラックからクリップを削除しても、素材ファイル自体は削除されません。 

►クリップを移動する 


1 トラック上で、移動するクリップを選択します。 

複数のクリップを選択することもできます。 

2 クリップをドラッグします。 

ドラッグしたクリップの範囲がハイライト表示となります。 

3 配置する箇所でドロップします。 

他のクリップの IN 点、 OUT 点に近づくと緑色のラインが表示され、そこでド 
ロップすると、他のクリップと IN 点や OUT 点のタイムコードに合わせて配置 
することができます。 
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第 6 章プ□ジェクトを作成する • クリップを編集する 


►クリップを複製する 


トラック上で、クリップを選択します。 

複数のクリップを選択することもできます。 


2 「編集」一「コピー」を選択します。 

[ Ctrl ] + 「 C 」 を押す、または右クリックして、ポップアップメニューの中 
から「コピー」を選択しても同様の作業を行えます。 

この作業により、クリップがコンピュータのタリップボードに記憶されま 
す0 



このとき「編集」一「切り取り」を選択、または [ Ctrl ] +「 X 」を押すと、 
選択した範囲が消えます。その後、別な箇所で貼り付けることにより、結果 
としてクリップを移動させることができます。 

3複製する場所の先頭に編集ラインを移動します。 



編集ライン 


制限 


複製は、コピーしたトラックと同じトラックに対して行われます。例えば VI 卜 
ラックから V 2 トラックに、クリップを複製することはできません。 

































クリップを編集する 


4 「編集」一「貼り付け」を選択します。 

[ Ctrl ] キー+「 V 」を押す、または右クリックして、ポップアップメニュー 
の中から「貼り付け」を選択しても同様の作業を行えます。 

- l 干 ikJt 

- — 一 - T — て '-1 

I — 貼り付けられたクリップ 

この 作業は別のデータがクリップボードに読み込まれない限り、何度でも繰 
り返すことができます。 

複製できない条件の場合は、複製は行われません。 


►クリップの指定位置より前をカツトする （ IN 点の変更) 


動画のクリップの IN 点をフレーム単位で微調整し、それ以前のフレームをカッ 
卜（トリミング）することができます。トリミングでカットされたフレームは 
トラックには表示されず、プレビューしても再生されません。ただし、動画 
ファイル自体からは削除されていないため、 IN 点を再設定することもできま 
す 。 

in 点ツールを選択します。 yt 
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第 6 章プ□ジェクトを作成する • クリップを編集する 


►クリップの指定位置より後ろをカットする （ OUT 点の変更) 

動画のクリップ OUT 点をフレーム単位で微調整し、それ以降のフレームをカッ 
卜（トリミング）することができます。トリミングでカットされたフレームは 
トラックには表示されず、プレビューしても再生されません。ただし、動画 
ファイノレ自体からは削除されていないため、 OUT 点を再設定することもできま 
す 。 

1 OUT 点ツールを選択します。 

2 トラック上で、クリップの OUT 点にしたい位置をクリックします。 

OUT 点より後ろの部分がカットされます。 



「 - — I '讀、論、 


►クリップの IN 点 • OUT 点を再設定する 


素材ファイルの範囲内で、クリップの境界（左端や右端）をドラッグすること 
により、 IN 点、 OUT 点の位置を前後に変えることができます。 

1選択ツールを選択します。!^ 

2 トラック上で、クリップの境界をドラッグします。 


11111911119111191111 



I ：'l ；'l : 'J XJ H ^ 


Icaptured4.avi 


ドラッグした位置に応じて、 IN 点または OUT 点が変更されます。 




























クリップを編集する 


►クリップを分割する 

クリップを分割して部分的にカットしたり、前後を入れ替えることもできま 
す。 

1 カットツールを選択します。^^ 

2 トラック上で、クリップを分割する箇所でクリックします。 



♦ 



クリップが2つに分割されます。 

分割されたクリップは、個々に編集したり、削除したりすることができます。 
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第 6 章プ□ジェクトを作成する • クリップを編集する 


►クリツプのプロパティを確認する 


トラック上に配置したビデオクリップとオーディオクリップの情報を確認す 
ることができます。 

ビデオクリップをダブルクリックすると、ビデオクリップのプロパティ画面が 
表示されます。 




オーディオクリップをダブルクリックすると、オーディオクリップのプロパ 
ティ画面が表示されます。 
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編集結果を確認する(プレビュー) 


トラック編集画面に配置されたクリップをプレビューして、編集内容を随時確 
認することができます。プレビューは、モニタスクリーンや接続された DV 機器 
に表示させることができます。 

クリップを単純に並べた箇所はすばやくプレビューすることができますが、効 
果やフィルタなどを設定している箇所は、表示に時間がかかることがありま 
す 。 

プレビューは編集ラインのあるフレームから行われます。 


プレビューを開始する 

[再生]ボタンをクリックします。 

プレビューを停止する 

[停止]ボタンをクリックします。 


1フレーム ずつ再生する 

[コマ 送り]/ [コマ 戻し]ボタンをク 
リックします。 



[コマ送り]ボタン 


[再生]ボタン 
[コマ戻し]ポタン 
[停止]ボタン 


任意の箇所を再生する 

♦ジョグアイコンで指定する 

タイムコードの右にあるジョグアイコンを左右にドラッグし、任意の箇所ま 
で移動してから、[再生]ボタンをクリックします。 



♦編集ラインを移動する 

トラック編集画面、またはナビゲーシヨン画面の編集ラインをドラッグし、 
プレビューする場所を指定してから、[再生]ボタンをクリックします。 

ナビゲーシヨン画面上を [ Shift ] キーを押しながらクリックすると、クリッ 
クした位置に編集ラインが移動します。 















第 6 章プ□ジェクトを作成する • クリップを編集する 


►プレビューしないトラックを設定する 


トラックのプレビュ'ーチェックボックス （2 つのうち左側のボックス）をクリッ 
クすると、トラックごとにプレビューの表示/非表示を切り替え切りることがで 
きます。 


- プレビューチェックボックス 
— フエーダーチェックボックス 



1 トラックの[プレビュー]チェックボックスを1回クリックすると、他の卜 
ラックのチェックボックスが^ 1 、くなります。 

チェックボックスが赤いトラックはプレビューされません。1つのトラック 
だけをプレビューできます。 

2 チェックボックスをもう一度クリックすると、 「 x 」 になります。 

「 X 」になったトラックはプレビューされません。そのトラックだけをプレ 
ビューしないでおくことができます。 

もう一度クリックすると「 X 」が消え、すべてのトラックがプレビューされ 
るようになります。 


クリック ク U ック 
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編集結果を確認する（プレビュー) 


► DV 機器にプレビューする 


[ DV ] ボタンをクリックしてアクティブにすると、接続された DV 機器にプレ 
ビュ'一が表示されます。 


制限 




H 




00:00:06:00 

_ 


この機能は、完全なプレビューを保証するものではありません。コマ落ちしたり 
動作が不自然になる場合があります。 


►プレビューの設定 


プレビューの速度や品質、音声も再生するかどうか等を設定することができま 
す。 

「ファイル」一「設定」を選択し、「プレビュー」タブをクリックします。 



設定については、 P .280 「プレビュー」をご覧ください。 
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I プレビ: l - が速く貼れるようにする(レンダリング) 


レンダリングとは、複数のトラックを1つのデータにまとめることです。 
シーンの切り替えに効果を設定したり、テロップを加えたりした部分の最終的 
な映像を確認するには、レンダリングして描画し直す必要があります。レンダ 
リングしておくと、プレビューの表示がスムーズになり、ムービーの出力時間 
も短縮できます。 


制限 


レンダリングされていないと、プレビューの描画が間に合わず、スムーズに再生 
できないことがあります。 


また、音楽 CD から録音した音声のように違う周波数のクリップが混在したり、 
オーディオを4チャンネルで出力する場合も、レンダリングし直す必要があり 
ます。（音楽 CD のサンプリング周波数は 44.1 kHz ですが、 DV 機器のサンプリン 
グ周波数は通常 32 kHz です。） 

►レンダリングバー 


タイムラインバーの上部には、レンダリングの状態を示すレンダリングバーが 
表示されています。レンダリングされている箇所は緑色で、レンダリングされ 
ていない箇所は白色で表示されます。 

レンダリングは、プロジェクトの一部分だけ（部分レンダリング）または全体 
を選択することができます。 


-レンダリングされている（緑） 


、 j : ： r-1 I 

か, 

纖 「 幽蠢論 


■レンダリングされていない（白） 


レンダリングバー 


►部分レンダリングする 


1部分レンダリングするクリップ範囲（トランジシヨンやテロップ、フィルタ 
付き映像など）を選択します。 

2 [部分レンダリング]ツールをクリックします Jk 

または「レンダリング」一「選択オブジェクトのみ」を選択します。 

部分レンダリングが終わると、手順1で選択した範囲のレンダリングバーが、 
白色から緑色に変わります。 
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プレビューが速く見られるようにする（レンダリング) 


►全体をレンダリングする 


[レンダリング]ツールをクリックします。_ 



この操作は、レンダリングをプロジェクト全体に対して行うものです。プロ 
ジェクトをムービーとして出力するわけではありません。 


►レンダリングの設定 

オーディオチャンネル数、サンプリング周波数、クリッピング設定を変更する 
ことができます。 

「ファイル」一「設定」を選択し、「レンダリング」タブをクリックします。 



設定については、 p .281 「レンダリング」をご覧ください。 



オーディオチャンネルを「4チャンネル」に設定すると、サンプリング周波数 
が 「32 kHz 」 に変わります。 
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第 6 章プ□ジェクトを作成する • クリップを編集する 


DvCache の削除 


「ディレクトリ」で指定したフォルダ （¥ DvCache ) にはレンダリングのデータ 
が保存されます。このデータは作品の編集が終了し、ムービー出力が完了した 
後には必要なくなりますので必要に応じて削除を行ってください。削除は 
Windows のエクスプローラから行います。 

ムービー出力完了前の既存のプロジェクトで DvCache を削除することは可能で 
すが、レンダリングが行われていない状態になるため、ムービー出力に時間が 
かかります。 


プレビューが速く見られるようにする（レンダリング) 
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| g 7 胃 

シ _ ンの切り替えに 
効果をつける 

シーンの切り替えには、 フエー ドイン • フエー ドアウト • ワイプなど 
の効果をつけることができます。効果の詳細な設定には、フエーダー 


コント□ールを使用します。 

「プ□ジエクトに設定できる効果の種類」 . 141 

「フエードイン•フエードアウトする」 . 142 

「シーンを切り替えるときに効果をつける（トランジシヨン)」 . 147 

「トランジシヨンの詳細な設定」 . 150 








この章でやること 


作品を完成させるまでの過程は P . 105「プロジェクトを作成する•クリップを編集する」を参 


照してください。 


フェードイン_フェードアウトする 

鵪1瓣 


透明度を設定する 

p.144; 


トランジシヨンを設定する 


設定した効果の度合いを調整する方法を覚えましよ 
う0 


画面をだんだんぼやけさせて違う画面に切り替えて 
みましよう。 


トランジシヨンを設定して画面を切り替えてみま 
しよつ。 


次にやること/できること 

• 画像フィルタ 

rm 第8章「明るさ • コントラスト•色調などを調整する」 p . i 59 

• モーション 

糧 第9章「画像を移動 • 拡大 • 縮小 • 回転させる」 p .167 

• テロップ 

炫 第1〇章「画面に文字や図形などを入れる（テロップ)」 P .185 
• 音声フィルタ 

_ 第11章「音声を取り込む • プ□ジェクトに追加する • 調整する」 p .231 

• アフレコ 

_ 第11章「音声を取り込む • プ□ジェクトに追加する • 調整する」 p .231 
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I プロジェク設定できる効果の _ 


プロジェクト内の動画、画像、音声といったクリップに対して、さまざまな効 
果を設定することができます。効果を付加することで、プロジェクトを一層、 
表現力豊かなものにすることができます。 

効果を設定するために、下記のツールが用意されています。アイコンをクリッ 
クして、使用するツールを切り替えます。 

効果の設定に関連したツール 


ア 〆 コン 

ツール名 

効果の内容 




テロップ 

映像に重ねて表示される文字、字幕、タイトル、 
静止画像などを「テロップ」といいます。このテ 
ロップを作成し、動きなどを設定することができ 
ます。「素材集」の画像ファイルを、テロップと 
して利用することもできます。 
ra p . i 85 「画面に文字や図形などを入れる（テ 
ロップ)」 

1 

a 

1 

アフレコ 

映像に後から音声、ナレーション、効果音などを 
追加することを、「アフレコ」といいます。アフ 
レコは、プレビュー画面を見ながら入れることが 
できます。 p .242 「アフレコする」 


a 


トランジショ 
ン 

VI トラックと V 2 トラックの間で、シーンが切り 
替わるときの効果（トランジション）を設定する 
ことができます。 

ra p.147 「シーンを切り替えるときに効果をつ 
ける（トランジション）」 




モーション 

クリップに移動、拡大、縮小、回転などの動き 
(モーション）を設定することができます。 

p .169 「画像を移動 • 拡大 • 縮小 • 回転させ 

る（モーション）」 


フ 


フイルタ 

クリップに対し、画像の色や明るさを調整する、 
音声にエコーをかけるなどの各種効果（フィル 
夕）を設定することができます。 

TM P -161 「明るさ•コントラスト•色調などを 
調整する（画像フィルタ）」 


























I フエ _ ドイン•フエ _ ドアウトする 


シーンの切り替え効果などによく利用されるのが、フェードイン.フェードア 
ウトです。 

フェーダーコントロールを使用するとクリップに対して各種の効果をしだい 
に強く （弱く）することができます。 

►フエーダーコントロールの 表示 • 非 表示 


各トラックのフェーダーチェックボックス （2 つのうち右側のボックス）を 
クリックします。 

トラ ックのフェーダーコントロールが 表示されます。 

ー フェーダーチェックボックス： OFF 
(フエーダーコント□ール：非表示） 


-フ ヱーダー 
コント□ール 


しフ ェーダー チェックボックス： ON 
(フエ ーダー コント □ー ル：表示） 



も う一度フエ ーダー チェックボックスをクリック すると フエ ーダー コント 
ロールが 閉じます。 



初期設定では、表不されるフエ'ーダー コント ロールは透明度とボリュ'ーム 
(オーデイオトラック）のみです。画像フイルタ、音声フイルタを設定すると、 
そのフイルタに対応するフヱ'ーダ'ーコントロ ' ールが表示されます。 


pa p . i 6 i 「明るさ•コントラスト•色調などを調整する（画像フイルタ）」、 
p .245 「音に効果をつける（音声フィルタ）」 
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第 7 章シーンの切り替えに効果をつける 


►フエーダーの操作 


フエ'ーダ'ーコントロ'ールには、点（ポイント）と線（ラバ'ーバンド）から構成 
される「フエ'ーダ'一」が表示されます。このフエ'ーダ'一を操作することにより、 
効果の度合いを調整します。 


-ラ バー バンド 

-ポ イント 



ラバーバンド（赤いライン）が上にあるほ 
ど、効果のかかり具合が大きくなる 


効果の度合いを設定する 


1 マウスポインタをポイントの上に移動すると、ポ 
インタの形が変わります。 

2 ポイントをドラッグして度合いを変えます。 



ポイントを追加する 


マウスポインタをラバーバンドの上でクリックすると、ポイントが追加され 
ます。そのままポイントをドラッグして度合いを変えます。 



ポイントを削除する 


マウスポインタをポイントの上に移動して、ポイントをトラックの外へド 
ラッグします。 






























フエードイン • フエードアウトする 


初期設定に戻す 


フエーダーの 設定を初期設定に 戾 します。 

フエーダーの上で右クリックし、「フエーダーのクリア」を選択します。 

追加したポイントが削除され、効果のレベル（ラバーバンドの高さ）も初期 
状態に戻ります。 



►透明度を設定する 


透明度を設定すると、クリップを別のクリップから透けて見えるようにするこ 
とができます。クリップが徐々に透明になって別のクリップに移行するので、 
フェードイン • フェードアウト効果を出すことができます。 

フェードイン しだいにはっきりさせる効果 
フェードアウトしだいにぼんやりさせる効果 

1 ビデオトラックのフ ェーダー チェックボックスをクリックし、フ ェーダー コ 
ント□ールを表示します。 

2 透明度のポイントをドラッグして、度合いを設定します。 


VI から V 2 に画面を変えるには 


ビデオクリップが同じタイムライン上に重なって配置されている場合、番号の 
大きいビデオトラックが優先的に表示されます。したがって VI から V 2 に徐々に 
移行するときは、 V 2 の透明度のほうを、フヱードインする設定にします。 
この場合は、フェードインを終了させる箇所にポイントを追加し、クリップの 
IN 点にあるポイントを下にドラッグします。 



この効果は、トランジシヨンの「クロスフェード」でも行うことができます。 
rm p . i 47 「シーンを切り替えるときに効果をつける（トランジシヨン）」 


























第 7 章シーンの切り替えに効果をつける 



背景色を設定する 


透明度のあるクリップに、背景色をつけることができます。 

透明度のフエーダーコント□ールの、ラバーバンド以外の場所をクリックす 
ると、カラーパレツトが表示されます。そのまま背景色までドラッグして、 
色を選択します。 



カラーメーカーにより、任意の色を作成して指定することができます。 

^ p .228 「色を作る（カラーメーカー）」 

背景色をなくす場合は、 [ Clear ] ボタンをクリックします。 145 



























































フエードイン • フエードアウトする 



1つのクリップに設定できる背景色は1色です。途中から別の色に変えたい場合 
は、カットツールでクリップを分害 U し、別の背景色を設定します。 


透明度を設定して白い背景からフエードインする 

1 P .145 「背景色を設定する」を参照して、透明度のフエーダーコント□一 
ルに色を設定します。 

ここでは白を選択します。 

2 透明度のラバーバンドの IN 点から1秒後くらいのところでクリックして、ポ 
イントを設定します。 

3 IN 点にある透明度のポイントを、一番下までドラッグします。 

実際にプレビューして効果を確認します。 
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シ-ンを毈親るときに鱖:)ける(トランジシヨン) 


VI トラック（以降 VI とします）から V 2 トラック（以降 V 2 とします）に、また 
V 2 から VI に画面を切り替えるときに、さまざまな効果をつけることを「トラン 
ジシヨン」といいます。 








VI トラック 

クリップ A 


ノ ^ 

ノ 

ノ 




Symphomovie には、31種類のトランジシヨンが用意されています。ここでは、 
その中の代表的なものを紹介します。 


クロスフェード ： 

ワイプ ： 

クロックワイプ ： 

クロスストレッチ： 

割り込みワイプ： 


A の画像上に、 B の画像が徐々に浮かび上がってきます。 
A の画像が、端から順に B の画像へ変わっていきます。 

A の画像の上を、時計の針が回るように回転しながら BO 
画像に変わっていきます。 

A の画像が端からだんだん縮み、逆に B の画像がだんだん 
伸びて変わっていきます。 

A の画像が、隅から順に B の画像に変わっていきます。 


モーション ワイプ： A の画像の上を、 B の画像が移動しながら変わっていきま 
す。移動のしかたは モーションで 設定します。 
Symphomovie には、すぐに使える モーション ワイプがたく 
さん設定されています。カスタム設定で、オリジナルの 
モーション ワイプを作ることもできます。 


fk 

制限 


トランジシヨンが設定できるのは、 VI トラックと V 2 トラックの間のみです。 
他のトラック間には設定できません。 












































シーンを切り替えるときに効果をつける（トランジシヨン) 


►トランジシヨンを設定する 


1 トランジシヨンを設定する2つのクリップを、 VI と V 2 に配置します。 

このとき VI と V 2 が少しの時間重なるようにします。 

2 VI と V 2 の画面が交差する部分の TR トラック（トランジシヨントラック） 
をダブルクリックします。_ 

または VI と V 2 の画面が交差しているところへ編集ラインを移動し、[トラン 
ジシヨン]ボタンをクリックするか、マウスの右ボタンをクリックして「卜 
ランジシヨン」を選択します。 



ここをダブル 
クリック 


3 「トランジシヨンの選択」画面が表示されるので、トランジシヨンアイコン 
をクリックして選択します。 

トラ ンジシヨンアイコンの 上に マウスカーソルを 移動させると、どのような 
効果になるか表示されます。 



4 TR トラックに、選択したトランジシヨンが表示されます。 
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第 7 章シーンの切り替えに効果をつける 


►フエ ダ コントロ ル 


トランジシヨンを設定すると、 TR トラックにフエーダーコントロールが表示さ 
れます。 

フエーダーコントロールを 操作することにより、トラ ンジシヨンの 表示 スピー 
ドや動きを変化させることができます。 

詳しい操作方法は、 p .143 「フエーダーの操作」をご覧ください。 



ポイントを追加して上下にドラッグすることにより、ポイントの前と後ろで、 
画面の変化する速度を変えることができます。 

下の設定の場合、ポイントより前は早く変化し、後ろはゆっくり変化します。 



ポイント 



► トランジシヨンを削除する 

1 削除したいトランジシヨンをクリックし、選択状態にします。 

2 「編集」一「削除」を選択します。 

トランジシヨンが削除されます。 
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| 上ランジシ旦ンの詳細¢1：設定 


各トランジシヨンのパラメータを設定することで、効果をより細かく調整でき 
ます。 

トランジシヨンにより、パラメータの設定項目は異なります。パラメータの設 
定は次のように行います。 

►パラメータの設定 


1 パラメータを変更したい TR トラック上のトランジシヨンをダブルクリック 
します。 

または、トランジシヨンをクリックして選択状態にし、「表示」一「プロパ 
ティ」を選択します。 

2 「トランジシヨンの設定」画面が表示されます。 

変更したいパラメータを修正します。 

代表的なトランジシヨンのパラメータ設定についての説明は、各設定ページ 
をご覧ください。 



3 [再生/一時停止]ポタンをクリックすると、パラメータを変更したトランジ 
シヨンの効果をプレビューできます。 

プレビュー中に、[再生/一時停止]ボタンをもう一度クリックすると、プレ 
ビューを一時停止します。プレビューを止める場合は、[停止]ボタンをク 
リックします。 

4設定を有効にするには、 [0 K ] ポタンをクリックします。 
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第 7 章シーンの切り替えに効果をつける 


► 「クロスフェード」の設定 

A の画像上に、 B の画像が徐々に浮かび上がつてきます。 



反転する：チェックボックスをチェックすると、 B の画像上に A の画像が浮か 
び上がります。 








トランジシヨンの詳細な設定 


► 「ワイプ」の設定 


A の画像が、端から順に B の画像へ切り替わっていきます。 



境界線： A から B へ画像が切り替わっていくときの、画像の境界線の幅と色 
を設定することができます。 

幅の設定スライダーを左右にドラッグすることにより、0から100 
(単位はピクセル）までの範囲で設定することができま 
す 。 

色の設定「カラーパレット」により、色を選択することができま 
す。「カラーパレット」の詳細については、 p .227 「色を 
指定する」をご覧ください。 

方向 ：どの方向から画面を切り替えるか設定します。上下左右と四隅の、 

8つの方向から選択することができます。各方向の グレーの □をク 
リックすると赤くなり、方向を指定することができます。 

反転する：チェックボックスをチェックすると、切り替える方向を逆にしま 
す 0 


152 













第 7 章シーンの切り替えに効果をつける 


► 「クロックワイプ」の設定 


設定された中心を軸にして、時計が廻るように A の画像から B の画像へ切り替 
わっていきます。 


トランシ， 3 ンの設定 



中心 ：画面転換の軸の位置を指定します。初期設定は画面の中心にありま 

すが、ドラッグして移動させることができます。 

境界線： A から B へ画像が切り替わっていくときの、画像の境界線の幅と色 
を設定することができます。 

幅の設定スライダーを左右にドラッグすることにより、0から100 
(単位はピクセル）までの範囲で設定することができま 
す 。 

色の設定「カラー パレット」 により、色を選択することができま 
す。「カラー パレット」の 詳細に ついては、 p .227 「色を 
指定する」をご覧ください。 

方向 ：どの方向から画面を切り替えるか設定します。任意の箇所をクリッ 
クすると、赤い□が表示されます。 

反転する：チェックボックスをチェックすると、回転方向を逆（反時計回り） 
に切り替えます。 










トランジシヨンの詳細な設定 


► 「割り込みワイプ」の設定 

A の画像が、隅から順に B の画像へ切り替わっていきます。 



境界線： A から B へ画像が切り替わっていくときの、画像の境界線の幅と色 
を設定することができます。 

幅の設定スライダーを左右にドラッグすることにより、0から100 
(単位はピクセル）までの範囲で設定することができま 
す 。 

色の設定「カラーパレット」により、色を選択することができま 
す。「カラーパレット」の詳細については、 p .227 「色を 
指定する」をご覧ください。 

方向 ： 4隅のどの方向から画面を切り替えるか設定します。各方向のグ 

レーの□をクリックすると赤くなり、方向を指定することができま 
す 。 

反転する： チェ ックボックスをチェックすると、 A の画像が設定した方向に向 
かって縮小しながら、 B に切り替わります。 
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第 7 章シーンの切り替えに効果をつける 


► 「クロスストレッチ」の設定 

A の画像が押しつぶされながら、 B の画像へ切り替わっていきます。 



境界線： A から B へ画像が切り替わっていくときの、画像の境界線の幅と色 
を設定することができます。 

幅の設定スライダーを左右にドラッグすることにより、0から100 
(単位はピクセル）までの範囲で設定することができま 
す。 

色の設定「カラー パレット」 により、色を選択することができま 
す。「カラー パレット」の 詳細に ついては、 p .227 「色を 
指定する」をご覧ください。 

方向 ：どの方向から画面を切り替えるか設定します。上下左右の4つの方 
向から選択することができます。各方向の グレーの □をクリックす 
ると赤くなり、方向を指定することができます。 

反転する：チェックボックスをチェックすると、切り替える方向を逆にしま 
す0 
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トランジシヨンの詳細な設定 


► 「モーションワイプ（カスタム)」の設定 


あらかじめ作成しておいたモーシヨンファイル（クリップの動きを設定してい 
るファイル）により、 A と B の画像が移動しながら切り替わっていきます。 



反転する：チェックボックスをチェックすると、 B から A に切り替わります。 
カスタム： A 、 B の画像に独 g のモーション（動き）を設定します。 


カスタム設定 


カスタム設定により、 A 、 B それぞれのクリップにモーションを設定して画面を 
切り替えたり、独自のモーションを設定して表現することができます。 
モーション選択画面の「モーションワイプ（カスタム）」以降のトランジショ 
ンは、モーションワイプを使用して、作成してあります。カスタム設定の参考 
にしてください。 

カスタム設定は以下のように行います。 
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第 7 章シーンの切り替えに効果をつける 


1あらかじめ 2 つのモーションファイルを作成して、保存しておきます。 

モーションの作成は p .169 「画像を移動•拡大•縮小•回転させる（モーショ 
ン）」をご覧ください。 

• モーションファイルは2つ作成し、 VI 、 V 2 それぞれのトラックに適用し 
ます。たとえば、 VI から V 2 へのトランジション•ワイプパターンを作 
成するには、 VI へ適用するモーションは「始点を画面の中心」「終点を 
画面の外」に設定し、 V 2 へ適用するモーションは「始点を画面の外」「終 
点を画面の中心」に設定します。 

モーションは、 「ファイル」- 「設定」-「レンダリング」-「クリッピン 
グ設定」で指定されているクリッビング領域を考慮に入れて作成してく 
ださい。 

• モーションファイルの保存は、「モーション」画面の「ファイル」-「保 
存」で行います。分かりやすいファイル名をつけて保存します。 

2 トランジションを設定し、「モーションワイプ（カスタム)」を選択します。 

3 作成したトランジションをダブルクリックして、「トランジションの設定」 
画面で[カスタム]ポタンをクリックします。 

4 画像 a または日の[取り込み]ポタンをクリックします。 



5 モーションファイルを選択して取り込みます。 

「モーション A 」 には、手順1で作成した VI へ適用するモーションファイルを 
取り込みます。「モーション B 」 には、手順1で作成した V 2 へ適用するモー 
ションファイルを取り込みます。 

6 取り込んだモーションが表示されます。取り込みを設定したら [0K] ボタ 
ンをクリックします。 
































トランジシヨンの詳細な設定 


7 設定されたモーシヨンワイプを確認します。 



A ， 巳 両方に モー シヨン効果が設定 
され、動きながら変わっていく 
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第 8 章 

明るさ•コントラスト • 
色調などを調整する 

ビデオクリップに、明るさ•コントラスト•色調の調整といった、さ 
まざまな画像処理効果（フィルタ）を加える方法について説明します。 


「明るさ•コントラスト•色調などを調整する（画像フィルタ)」 . 161 

「画像フィルタの詳細な設定」 . 165 







この章でやること 


各種効果：画像の色や明るさを調整します。 

trim るまでの _ p . ] Q 5 「プ□ジェクトを佩する•クリップを酿する」を参照 


- 画像フィルタの設定方法を覚えましよう。 

画像フィルタを設定する p - 162 



各種効果の詳細設定をします。 


次にやること/できること 

• トランジション 

^ 第 7 章「シーンの切り替えに効果をつける」 p .139 

• フヱーダー 

^ 第 7 章「シーンの切り替えに効果をつける」 p .139 

• モーション 

糧 第 9 章「画像を移動 • 拡大 • 縮小 • 回転させる」 p .167 

• テロップ 

P 3 第 10 章「画面に文字や図形などを入れる（テロップ)」 p .185 
• 音声フィルタ 

_ 第 11 章「音声を取り込む • プ□ジェクトに追加する • 調整する」 p .231 

• アフレコ 

_ 第 11 章「音声を取り込む • プ□ジェクトに追加する • 調整する」 p .231 
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购さ•コントラスト•讎どを■る麵フィ於) 


ビデオクリップに、明るさ•コントラスト•色調の調整といった、さまざまな 
画像処理効果（フィルタ）を加えることができます。 

Symphomovie には次の種類の画像フィルタが用意されています。 


コントラスト _ p.165 


ビデオクリップのコントラストを調整します。 


明るさ ra P-1 65 

ビデオクリップの明るさを調整します。 

RGB 色調補正 P-166 

ビデオクリップの R (赤 ）、 G (緑 )、 B (青）各色の色調を補正します。 

ガンマ補正@ P.166 

ビデオクリップのガンマ（主に中間色の階調の特性を表す数値）を補正します。 


モノクロ_ p.166 

カラー画像をモノクロ画像に変換します。 


プレビューモニター 選択されているフィルタ 



し プレビュー停止ボタン 


インスI-ールされている 
フイルタ 


[Edit] ボタン 
[Del] ボタン 
[Add] ボタン 


[キャンセル] 

ボタン 


それぞれの効果の設定画面は p .165 「画像フィルタの詳細な設定」をご覧くださ 
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明るさ • コントラスト • 色調などを調整する（画像フィルタ) 


►画像フイルタを設定する 


1 画像フィルタを設定したいビデオクリップを選択します。 

2 [フィルタ]ポタンをクリックします。^ I 

または右クリックして、「フィルタ」を選択します。 

「画像フィルタの選択」画面が表示されます。 

3 「インス!-ールされているフィルタ」リストから、設定したい画像フィルタ 
を選択し、 [ Add ] ポタンをクリックします。 

または、設定したい画像フイルタをダブルクリックします。 



「選択されているフィルタ」リストに追加され、画像フィルタが設定されま 
す。 


4 [ Edit ] ポタンをクリックして、パラメータを設定します。 

各画像フイルタの効果の詳細については、 p .165 「画像フイルタの詳細な設 
定」をご覧ください。 

5 画像フィルタの効果が、プレビューモニターに表示されます。 

6 [再生/一時停止]ポタンをクリックすると、プレビューを見ることができま 
す。 

7 [0 K ] ポタンをクリックします。 


フ エーダー チェック 
ボックス ON 


TR 







画像フィルタが設定される 
と、フエーダーコント□ール 
が追加されます。 
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フエーダーコントロールでフィルタの度合！/、を設定できます。 




























第 8 章明るさ•コントラスト•色調などを調整する 


►フエ ダ コン ト ロ ル 


画像フィルタを設定した場合、トラック編集画面のフエーダーコントロールで 
フィルタの度合いを変えることができます。 

トラ ック 編集画面で、ビデオトラ ックのフエーダーコントロールを 表示しま 
す。設定した画像フィルタごとに、それぞれ フヱーダ'ーコントロ'ー ルが表示さ 
れます。 

操作の詳細は、 p . i 42 「フエーダーコントロールの表示•非表示」をご覧くださ 
い。 




コントラ Th •明るさ 





►画像フイルタを解除する 


1 画像フィルタを解除したいビデオクリップを選択します。 

2 [フィルタ]ポタンをクリックします。 

または右クリックして、「フィルタ」を選択します。 

「画像フィルタの選択」画面が表示されます。 



3 「選択されているフィルタ」リストから、解除したい画像フィルタを選択し 
ます。 
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明るさ • コントラスト • 色調などを調整する（画像フィルタ) 


4 [ Del ] ポタンをクリックします。 

「選択されているフィルタ」リストから削除され、画像フィルタが解除され 
ます。 



5 [0 K ] ポタンをクリックします。 

フィルタ （ RGB 色調補正）のフエーダーコントロールが削除されました。 
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I 画像フイルタの詳細な設定 


パラメータを設定すると、画像フィルタの効果をより細かく指定できます。 

各 フィルタに より、 パラメータの 設定項目は異なります。 パラメータの 設定は 
次のように行います。 


「コントラスト•明るさの設定」 

• コントラストの設定 

「コントラスト」 タブをクリックします。 

R (赤 ）、 G (緑 )、 B (青）のそれぞれのスライダーを左右にドラッグし、コ 
ントラストを調整します。調整可能な範囲は、それぞれ-100〜100までです。 
数値をプラスにするとコントラストが強く、マイナスにすると弱くなりま 
す。テキストボックスに数値を直接入力することもできます。 

「 RGB を連動して変更」チェックボックスをチェックすると、 R 、 G 、 B のす 
ベてのスライダーが連動し、同じ数値に設定することができます。 



• 明るさの設定 

「明るさ」タブをクリックします。 

R (赤 ）、 G (緑 )、 B (青）のそれぞれのスライダーを左右にドラッグし、明 
るさを調整します。調整可能な範囲は、それぞれ-100〜100までです。数値 
をプラスにすると画像が明るく、マイナスにすると暗くなります。テキスト 
ボックスに数値を直接入力することもできます。 

「 RGB を連動して変更」チェックボックスをチェックすると、 R 、 G 、 B のす 
ベてのスライダーが連動し、同じ数値に設定することができます。 
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画像フィルタの詳細な設定 


「 RGB 色調補正の設定」 

画面の「暗い部分」、「中間の部分」、「明るい部分」のそれぞれに対して、色調 
を補正できます。 

「暗い部分」タブ（または、「中間の部分」タブ、「明るい部分」タブ）をクリッ 
クします。 

R (赤）、 G (緑)、 B (青）のそれぞれのスライダーを左右にドラッグし、色調 
を調整します。調整可能な範囲は、それぞれ-100〜100までです。数値をプラス 
にすると色調が強く、マイナスにすると弱くなります。テキストボックスに数 
値を直接入力することもできます。 

「RGB を連動して変更」チェックボックスをチェックすると、 R、G、B のすベ 
てのスライダーが連動し、同じ数値に設定することができます。 

「暗い部分」、「中間の部分」、「明るい部分」共に同様に設定します。 



「ガンマ補正の設定」 

ガンマ（主に中間色の階調の特性を表す数値）の値を補正します。 

R (赤）、 G (緑）、 B (青）のそれぞれのスライダーを左右にドラッグし、ガン 
マ値を調整します。調整可能な範囲は、それぞれ0.10〜2.90までです。テキス 
トボックスに数値を直接入力することもできます。 

一般的に、値を大きくすると明るく、小さくすると暗く見えます。1.00に設定 
すると、何も変更されません。 

「RGB を連動して変更」チェックボックスをチェックすると、 R、G、B のすベ 
てのスライダーが連動し、同じ数値に設定することができます。 



モノクロ 
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カラー画像をモノクロ画像に変換します。 
パラメータ設定ダイアログはありません。 


































第 9 章 

画像を移動•舦•縮小 • 

回転させる 

ビデオクリップや静止画に対して、移動、拡大、縮小、回転など、 3 D 
的な特殊効果（モーション）を加える方法について説明します。 


「画像を移動•拡大•縮小•回転させる（モーション)」 . 169 

「基本的なモーションの操作」 . 172 

「モーションの詳細な設定」 . 180 














この章でやること 


各種効果：画面を移動、拡大、回転などさせることができます。 

懷鑑るまでの過程は p _ 105 「プロジェクトを作成する•クリップを編集する麻照 


モーションを設定する P - 169 


次にやること/できること 

• トランジシヨン 

^ 第 7 章「シーンの切り替えに効果をつける」 p .139 

• フヱーダー 

^ 第 7 章「シーンの切り替えに効果をつける」 p .139 
• 画像フィルタ 

^ 第 8 章「明るさ • コントラスト•色調などを調整する」 p .159 

• テロップ 

^ 第 10 章「画面に文字や図形などを入れる（テロップ)」 p .185 
• 音声フィルタ 

_ 第 11 章「音声を取り込む • プ□ジェクトに追加する • 調整する」 p .231 

• アフレコ 

_ 第 11 章「音声を取り込む • プ□ジェクトに追加する • 調整する」 p .231 
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I 賺灘•馱•齡搬せる ( f - ション) 


ビデオクリップや静止画に対して移動、拡大、縮小、回転など、 3D 的な特殊効 
果（モーション）を加えることができます。 

ビデオクリップの画像の中心点を「コントロールポイント」と呼びます。 
レイアウト画面上でコントロールポイントの位置（座標）を複数設定しておく 
と、このポイント間を結ぶラインに沿ってビデオクリップが移動します。移動 
の時間を調整することもできます。 

さらに各コントロールポイントに、回転角度、遠近距離、拡大率などのパラ 
メータを個別に設定することにより、 3D 的な効果を持たせて移動させたり、回 
転させたりすることができます。 

/ コント□ールポイント 


モーションの設定 



表示領域 


コント□ール 
ポイント 


効果の内容 ^ 
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画像を移動 • 拡大 • 縮小 • 回転させる（モーション) 


►モーションを設定する 


1 モーションを設定したいビデオクリップを選択します。 

2 [モーション]ポタンをクリックします。！^ 

または右クリックし、「モーション」を選択します。 
「モーション」画面が表示されます。 


プレビューモニター 


ー コント □ ールポイント 
表示領域 

レイアウト画面 画像の範囲 



3 モーションを設定します。 

ra p . i 72 「基本的なモーシヨンの操作」 


4 [0K] ポタンをクリックします。 


►モ シヨンを解除する 


1 モーションを解除したいビデオクリップを選択します。 

2 [モーション]ポタンをクリックします。 

または右クリックし、「モーション」を選択します。 
「モーション」画面が表示されます。 
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第 9 章画像を移動 • 拡大 • 縮小 • 回転させる 


3 [モーシヨンの破棄]ポタンをクリックします。 

または、「編集」一「モーションを破棄」を選択します。 



4 モーションが解除され、トラック編集画面に戻ります。 


►モーションを保存する 


モーションの設定は、モーションファイル （. nvm ) として保存•再利用するこ 
とができます。保存したモーションファイルを、他のクリップやプロジェクト 
で読み込むと、そのクリップにも同じモーションが設定されます。 

1「モーション」画面でモーションを作成します。 

ム 「ファイル J _「保存」を選択します。 

3 「ファイルの保存」ダイアログが表示されるので、保存するフォルダを選択 
し、ファイル名を入力して、保存します。 

モーションファイルを開く 

保存されているモーションファイル (. nvm ) を利用する場合は、「ファイル」一 
「開く」を選択します。 





















| 基本的シ 3 ン©操作 


►モーションのプレビュー 


プレビューモニターにて、設定したモーシヨンをプレビューすることができま 
す0 


[再生/一時停止]ポタンをクリックするとプレビューが表示されます。 

プレビュー再生中に[再生/一時停止]ボタンをクリックすると、プレビュー 
が一時停止します。 

プレビュー再生中に[停止]ボタンをクリックすると、プレビューが停止し 
ます。 

レイアウト画面上、あるいは「時間位置」スライダー上のコントロールボイ 
ントを選択すると、その位置でのプレビューが表示されます。 
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第 9 章画像を移動 • 拡大 • 縮小 • 回転させる 


►コントロールポイントの操作 


レイアウト画面の□マ'ークは、コントロ ' ールポイントを不します。コントロ'一 
ルポイントは画像の中心位置を表しています。初期状態では、上下に二つのコ 
ントロールポイントが表示されており、ラインで結ばれています。下側のコン 
トロールポイントは、ビデオクリップの IN 点の画像の中心位置を示し、上側の 
コントロールポイントは、ビデオクリップの OUT 点の画像の中心位置を示して 
います。 


コント□ールポイント 




表示領域 
OUT 点 

IN 点 


1 下側のコント□ールポイント （ IN 点）をクリックします。 

コントロールポイントの周囲に水色の枠が表示されます。 

この枠は IN 点での画像の範囲を示しています。 

初期状態では、水色の枠の上半分が、実際のビデオクリップの表示領域に重 
なっており、下半分ははみ出しています。これは、画像の上半分だけが実際 
の画面上に表示されることを示しています。左のプレビューモニターにも同 
様に、画像の上半分だけが表示されています。 
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基本的なモーシヨンの操作 


2 今度は、上側のコント□ールポイントをクリックします。 

同様に、コントロールポイントの周囲の水色の枠が、 OUT 点での画像の範囲 
を示しています。 

初期状態では、水色の枠はすべて実際の表示領域内に収まっています。左の 
プレビューモニターにも同様に、 OUT 点でのビデオクリップが画面全体に表 
示されています。 




二つのコントロールポイントは直線のラインで結ばれていて、ビデオクリッ 
プはこのライン上を移動しながら表示されます。 


3 [再生/一時停止]ポタンをクリックして、プレビューを表示します。 

ビデオクリップは、上半分が表示された状態から、徐々に上方向に移動して 
ゆき、最終的に画面全体に表示された状態になります。この表示が繰り返さ 
れます。[再生/一時停止]ボタンまたは[停止]ボタンをクリックすると停 
止します。 



コントロールポイントは、レイアウト画面上の任意の位置に移動することが 
できます。 
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第 9 章画像を移動 • 拡大 • 縮小 • 回転させる 


4 IN 点のコント□ールポイントを表示領域の左下へドラッグします。 

画像の範囲を示す枠と、コントロールポイントを結ぶラインも同時に移動し 
ます。 

プレビューモニターを見ると、ビデオクリップが画面の左下に移動している 
ことが分かります。 



5 [再生/一時停止]ポタンをクリックして、プレビューを表示します。 

ビデオクリップは、ラインの向きに従い、左下方向から徐々に画面の中心に 
向かって移動してゆき、最終的に画面全体に表示された状態になります。こ 
の表示が繰り返されます。[再生/一時停止]ボタンまたは[停止]ボタンを 
クリックすると停止します。 











基本的なモーシヨンの操作 


► 「時間位置」スライダーとコントロールポイント 


「時間位置」スライダーの左側がビデオクリップの IN 点を示し、右側が OUT 点 
を示します。 



「時間位置」スライダー 


レイアウト画面上の IN 点のコントロールポイントをクリックすると、「時間位 
置」スライダ'一の左側に赤い▽マ'ークが表示されます。 

この▽マークは、選択されたコントロールポイントの時間軸上での位置を示し 
ています。 

レイアウト画面上でコントロールポイントを選択すると「時間位置」スライ 
ダー上の対応するコントロールポイントが▽マークで表示され、逆に「時間位 
置」スライダー上のコントロールポイントを選択すると、対応するレイアウト 
画面上のコントロールポイントが表示されます。 

「時間位置」スライダーは左側が IN 点、右側が OUT 点に固定されており、ビデ 
オクリップの長さを100パーセントとして表示します。右のテキストボックス 
には、ビデオクリップの長さに対する時間の割合が表示されます。 
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第 9 章画像を移動 • 拡大 • 縮小 • 回転させる 


►コントロールポイントを追加する 


IN 点と OUT 点の中間に、複数のコントロールポイントを追加することができま 
す 0 


1 レイアウト画面のライン上にマウスポインタを移動します。 

マウスポインタの形状が変わります。 

2 クリックすると新しいコント□ールポイントが追加され、その時点でのビデ 
オクリップの映像が、プレビューモニターに表示されます。 

さらに「時間位置」スライダー上にも、対応する新しいコントロ'ールポイン 
卜が追加され、その位置での時間の割合が、右のテキストボックスに表示さ 
れます。 



►コントロールポイントを削除する 


1レイアウト画面上、あるいは「時間位置」スライダー上のどちらかのコント 
□ールポイントを選択します。 

2 [ Del ] キーを押します。 

または、「編集」一「削除」を選択します。 

レイアウト画面上、および「時間位置」スライダー上の対応するコントロー 
ルポイントが削除されます。 

[全てを削除]ボタンをクリック、または「編集」一「全てを削除」を選択 
すると、 IN 点と OUT 点以外の全てのコントロールポイントが削除されます。 

[最初に戻す]ボタンをクリックすると、直前に保存した状態に戻ります。 












基本的なモーシヨンの操作 


►コントロールポイントの移動（座標) 


コントロールポイントは、レイアウト画面上の任意の位置に移動することがで 
きます。 


1マウスポインタをコント□ールポイントの上に移動します。 

マウスポインタの形状が変わります。 

2 コント□ールポイントを任意の位置へドラッグします。 

画像の範囲を示す枠と、前後のコントロールポイントを結ぶラインも同時に 
移動します。 



表示領域が中央に表示されない場合は、[中央に戻る]ボタンをクリックする 
と、表示領域が中央に戻ります。 



► ビデオクリツプの移動速度の変更 


「時間位置」スライダー上のコントロールポイントの位置を移動すると、ビデ 
オクリップの移動速度を変更することができます。 

1 マウスポインタを、「時間位置」スライダー上のコント□ールポイントの上 
に移動します。 

2 コントロールポイントを左右にドラッグします。 

左右に隣接するコントロールポイントがある場合は、そのコントロールポイ 
ントを超えて移動することはできません。 

IN 点と OUT 点のコントロールポイントは移動できません。 
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B 寺間位罟 















第 9 章画像を移動 • 拡大 • 縮小 • 回転させる 


移動速度 


ビデオクリップの移動速度は、レイアウト画面上でのコントロールポイント間 
の移動距離（ラインの長さ）と、「時間位置」スライダー上の対応するコント 
ロールポイント間の時間的割合 （2 点間の間隔）により決まります。 

つまり移動距離が同じであれば、時間的割合が長いほど移動速度は遅くなり、 
時間的割合が短いほど移動速度は速くなります。 



上記画面では、コントロールポイント間の距離は同じですが、「時間位置」ス 
ライダーを見ると、中間点は OUT 点寄りになっています。これをプレビューす 
ると、最初はゆっくりですが、途中から早く移動します。 
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I シ竺ンの詳細ね:設定 


それぞれのコントロールポイントに対して、拡大、縮小、回転角度、ズーム距 
離などのパラメータを設定することができます。 


1 パラメータを設定したいコント□ールポイントを選択します。 

2 各パラメータのスライダーを左右にドラッグするか、またはテキストボック 
スに数値を入力して設定します。 

パラメータを変更すると、その結果がレイアウト画面、およびプレビューモ 
ニターに 反映されます。 



I — パラメータの 設定 


位置 

レイアウト画面上のコントロールポイントの座標 ( x , y ) をピクセル単位で表示 
します。 

テキストボックスに直接数値を入力することにより、精確な座標を指定するこ 
ともできます。 

表示画面の中心の位置座標が (0,0) です。 

設定可能な範囲は、 -30000 〜30000です。 

距離 

ビデオクリップの距離を設定することにより、奥から手前に迫ってくる効果を 
表現することができます。 

テキストボックスに直接数値を入力するか、スライダーをドラッグすることに 
より、距離を設定できます。 

設定可能な範囲は、〇〜100です。 

0に設定するとビデオクリップは最も手前（元のサイズ）で表示され、数値が 
大きくなるに従って奥に表示されます。100に設定するとクリップが見えなく 
なります。 
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拡大率 


ビデオクリップの拡大率、縮小率を設定することにより、画面を移動させなが 
ら大きくしたり小さくしたりできます。 

テキストボックスに直接数値を入力するか、スライダーをドラッグすることに 
より、距離を設定できます。 

設定可能な範囲は、〇〜200 (パーセント）です。 

0に設定するとビデオクリップは見えなくなり、200に設定するとクリップが2 
倍の大きさで表示されます。 

回転（X軸、 Y 軸、三軸） 

ビデオクリップの回転角度を設定することにより、画面を回転させながら移動 
させることができます。 

X 軸、 Y 軸、 Z 軸それぞれの軸を中心に回転角度を指定します。2つ以上の軸を 
同時に設定することも可能です。 

テキストボックスに直接数値を入力するか、スライダーをドラッグすることに 
より、角度を設定できます。 

設定可能な範囲は、それぞれ-360〜360 (度）です。 

X 軸 

(Ti 



fk 

制限 


春極端に変形させた場合、画面が乱れることがあります。また斜め方向にギザ 
ギザが発生することがあります。 

春「設定」一「プレビュー」で「クオリティ」が「速度重視」の場合、レンダリ 
ング後の画面とプレビューモニターでは、映像が少し異なる場合があります。 



181 












モーションの詳細な設定 


滑らかさ 


ビデオクリップは、レイアウト画面上に表示されたラインに沿って移動します 
が、この動きを滑らかにすることができます。 

「滑らかさ」スライダーを左右にドラッグすることにより、滑らかさの度合い 
を変化させることができます。「滑らかさ」スライダーを右側に設定したとき 
は、滑らかに移動し、左側に設定したときは、直線的に移動します。 



「滑らかさ」スライダー 


背景色 


ビデオクリップが、移動や回転をするときの、背景色を指定することができま 
す。 

「使用」チェックボックスをチェックすると、ビデオクリップ周辺の背景色が、 
指定した色になります。 

「塗りの色」ボックスをクリックすると、「パレット」画面が表示されるので、 
そのまま選択したい色までドラッグします。「カラーパレット」については、 
p .227 「色を選ぶ（カラーパレット）」をご覧ください。 


カラーパレ ッ トで色を選択 


Mfi 




i 

1 

111 


■Ti r 

■ A2 
■A3 

: ±： 

閣間 

■ 

= 


背景色が変わります。 
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背面の色 


p .181 「回転（ X 軸、 Y 軸、 Z 軸）」を設定した場合に、ビデオクリップが裏返し 
になったときの背面部分の色を指定することができます。 

「使用」チェックボックスをチェックすると、ビデオクリップの背面の色が、指 
定した色になります。 

「背面の色」ボックスをクリックすると、「パレット」画面が表示されるので、 
そのまま選択したい色までドラッグします。「カラーパレット」については、 
p .227 「色を選ぶ（カラーパレット）」をご覧ください。 



「使用」チェック 
ボックス 


クリツプが裏返しになったときの、背 
面の色が設定されます。 














モーションの詳細な設定 
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第 10 章 

画面に文字や図形など 
を入れる（テロップ) 

ビデオに重ねて表示する文字•字幕•タイトル • 図形 • 静止画像など 
の「テロップ」について説明します。テロップは、「テロップエディ 
夕」を使って作成します。 

「テロップとは」 . 187 

「テロップを作成してトラックに貼り付ける」 . 188 

「テロップエディタについて」 . 191 

「文字を入力する」 . 194 

「グラフィックオブジェクトを作成する」 . 199 

「画像オブジェクトをテロップに取り込む」 . 203 

「オブジェクトを編集する」 . 207 

「オブジェクトの配置を整える」 . 210 

「オブジェクトの色、縁取り、影を指定する」 . 214 

「テロップを動かす」 . 225 

「色を指定する」 . 227 















この章でやること 


各種効果：タイトルや字幕などのテロップをつけます。 

懷驟るまでの過程は P . 価「プロジェクトを作成する.クリップを編集する」を参照 


テロップを作成する 

p .188 





テロップや背景に色を指定できます。 


色を指定する 

P -227 


次にやること/できること 

• トランジション 

讀 第 7 章「シーンの切り替えに効果をつける」 p.139 

• フヱーダー 

^ 第 7 章「シーンの切り替えに効果をつける」 p.139 
• 画像フィルタ 

種 第 8 章「明るさ • コントラスト•色調などを調整する」 p.159 

• モーション 

謂 第 9 章「画像を移動 • 拡大 • 縮小 • 回転させる」 p.167 
• 音声フィルタ 

_ 第 11 章「音声を取り込む • プ□ジェクトに追加する • 調整する」 p.231 

• アフレコ 

_ 第 11 章「音声を取り込む • プ□ジェクトに追加する • 調整する」 p.231 
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テロップとは 


ビデオ画像に重ねて表示される文字、字幕、タイトル、静止画像などのことを 
「テロップ」といいます。 

Symphomovie では、「テロップ ェディタ」 という画面上でテロップを作成しま 
す。作成したテロップは、クリップとしてトラック上に配置します。作成した 
テロップをファイルとして保存し、他のプロジェクトで利用することもできま 
す 。 

テロップェディタでは、文字や図形（直線、四角、円など）を作成したり、静 
止画像を取り込んだりすることができます。テロップェディタ上の文字、図形、 
静止画などを「オブジェクト」といいます。 

本章では以下の順番で説明を行います。 

(1) テロップを作成してトラックに貼り付ける 

テロップの細かい編集には触れずに、主にトラック画面での操作について説明 
します。 

(2) テロップエディタについて 

実際にテロップを作成する、テロップェディタの画面について説明します。 

(3) 文字を入力する 

タイトルや字幕など、文字のテロップの入力方法を説明します。 


(4) グラフィックオブジェクトを作成する 

直線、四角、楕円、静止画像など、グラフィックのテロップを作成する方法を 
説明します。 


(5) オブジェクトを編集する 

テロップの各オブジェクトの配置、色の指定、前後関係、動き（モーション) 
などについて説明します。 
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| 和ッフしてック咖 DW ■る 


►テロップを作成する 


1[テロップ]ポタンをクリックします。 i 

またはビデオトラック上で、右クリックし、「テロップ」を選択します。 
新規テロップクリップが、トラックに作成されます。 



作 

制限 


テロップクリップより大きな番号のトラックにビデオクリップが配置されると、 
テロップが隠れてしまい、見えなくなります。 


2 テロップクリップをダブルクリックします。 

「テロップエディタ」ダイアログで、テロップを作成•編集します。 
rm p . i 9 i 「テロップエディタについて」 

3 テロップを作成したら、 [0K] ポタンをクリックして「テロップエディタ」 
を終了します。 

►テロップを保存する 


作成したテロップは、テロップファイル (. nvt ) として保存•再利用すること 
ができます。保存したテロップファイルを、他のクリップやプロジェクトで読 
み込むと、同じテロップが表示されます。 

1「テロップエディタ」ダイアログで、テロップを編集します。 

2 「ファイル」一「保存」を選択します。 

3 「ファイルの保存」ダイアログが表示されるので、保存するフォルダを選択 
し、ファイル名を入力して保存します。 
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第 10 章画面に文字や図形などを入れる（テロップ) 


►テロップファイルをトラックに追加する 


素材リストのテロップファイル Cnvt ) を、ビデオトラックにドラッグしま 
す。 

テロップファイルは、配置されているビデオクリップよりも、大きな番号の 
ビデオトラックにドラッグします。 

ドロップ可能な場合は、ドロップ先がハイライト表示され、追加される位置 
がわかります。 


制限 


テロップクリップを、ビデオクリップより小さな番号のトラックに配置すると、 
テロップが隠れてしまい、見えなくなります。必ずビデオクリップより大きな番 
号のトラックに配置してください。 



テロップクリップが、ビデオトラックに追加されます。 

3 テロップクリップの IN 点または OUT 点をトリミングして、必要な長さに調 
整します。 
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テ□ップを作成してトラックに貼り付ける 


テロップクリップのフレーム数の調整 

テロップクリップの長さは、トラックに配置後、 フレーム 数で調整することも 
できます。 

フレーム 数を設定するには 「ファイル」 一「設定」を選択し、「静止画」タブ 
をクリックします。初期値は150 フレーム （約5秒）に設定されています。 

[テロップ]スピンボックスでフレーム 数を設定します。 



►テロップク U ップをプレビューする 


トラックに貼り付けたテロップクリップは、他のクリップと同様にプレビュー 
することができます。 

P -132 「編集結果を確認する（プレビュー）」 

►テロップを編集する 


編集は テロップエディタで 行います。 
ra p . i 9 i 「テロップエディタについて」 

トラック上のテ□ップを編集する 

トラック上のテ□ップクリップをダブルクリックします。 

テロップクリップを削除する 

削除したいテロップクリップを右クリックし、「削除」を選択します。 
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If ロップエディタについて 


テロップの 編集は テロップエディ タで行います。 

ビデオトラック上のテロップクリップをダブルクリックすると、「テロップエ 
ディタ」が表示されます。 

► 「テロップエディタ」ダイアログ 


b :オブジェクトプ□パティ 


I— a :レイアウト画面 c :ツールボタン 




d :プレビューコ 
ント□ーラ 


— e : テロップモーション 1 - h : [0 K ] ポタン 
f :[編集]ボタン g :[キャンセル]ボタン - 


a :レイアウト画面 

オブジェクトのレイアウトを行 
い、プレビュ 1 —を表示します。 

b :オブジェクトプ□パティ 

選択されたオブジェクトのプロパ 
ティ（色、縁取り、影など）の表 
示と設定を行います。 

c : ツール ボタン 

オブジェクトの選択や作成を行い 
ます。 

d :プレビューコント□ーラ 

テロップのプレビュ^—を表示•停 
止します。 


e :テ□ップモーション 

テロップの動きを設定します。 

f ：[編集]ボタン 

選択したオブジェクトを編集しま 
す。 

g : [キャンセル]ボタン 

編集する前の状態に戻して、編集を 
終了します。 

h : [0 K ] ボタン 

テロップの編集結果を反映し、編集 
を終了します。 




















































































テロップエディタについて 


► r 環境設定」画面 

「テロップェディタ」ダイアログの環境を設定することができます。 

1「テロップエディタ」ダイアログの「ファイル」一「環境設定」を選択します。 

2 「環境設定」ダイアログが表示されたらプ□パティを設定します。 

3 [0 K ] ポタンをクリックしてダイアログを閉じます。 

設定をキャンセルする場合は、[キャンセル]ボタンをクリックします。 



プレヒュー画面 

設定の結果をプレビューできます。 


192 


































第 10 章画面に文字や図形などを入れる（テロップ) 


• 「グリッド」 グループ ボックス 
「表示」チェックボックス 

グリッド表示の ON / OFF を設定し 
ます。チェックすると、グリッド 
が表示されます。 

「間隔」スピンボックス 

グリッド表示の間隔をピクセル数 
で設定します。 

「色」ポタン 

グリッドの表示色を設定します。 
「色」ボタンをクリックし、「カラー 
ピッカー」から色を選択します。 
「吸着」チェックボックス 
オブジェクトをマウスで操作する 
ときに、位置をグリッドに合わせ 
るかどうかを設定します。 
チェックすると、オブジェクトや 
ポインタをグリッドに合わせて配 
置•移動することができます。 


-「背景色」ボックス 

背景色を設定します。「色」ボ 
タンをクリックし、「カラー 
ピッカ^一」から色を選択しま 
す。 

-「画像サイズ」グループボックス 

編集エリアを上下左右に広げ 
る場合に設定します。それぞ 
れの方向に、〇〜4 (ページ）の 
範囲で設定できます。 


I 文 f を入力する 

►文字を入力する 

「テロップエディタ」で文字を入力して、タイトルや字幕などのテロップを作 
成します。 

1[テキスト]ポタンをクリックします。 


l： i 


f 


/ 

□ 

0(1 

M 



[テキスト]ボタンが押された状態で、もう一度[テキスト]ボタンをクリッ 
クすると、[テキスト]ボタンの選択が固定されます。別のツールボタンがク 
リックされるまで、テキストオブジェクトの作成を繰り返し行うことができま 
す0 


2 テキストを入力したい部分の開始点までマウスポインタを移動し、クリック 
します。 
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第 10 章画面に文字や図形などを入れる（テロップ) 


3 テキスト編集モードになるので、文字を入力します。 



8S 

日本語を入力する場合は、 [ Alt ] キーを押しながら[半角/全角]キーを押し、 
日本語入カモードに切り替えます。 


4 入力が終わったら、テロップエディタ画面の何も配置されていないところを 
クリックします。 

テキスト編集モードが解除され、入力した文字がテキストオブジェクトとし 
て作成されます。 

►文字を修正する 


修正したいテキストオブジェクトをダブルクリックします。 

テキストオブジェクトを選択し、その状態で[編集]ボタンをクリックする 
か、またはその状態で右クリックして「編集」を選択しても、テキスト編集 
モードになります。 


松本城 


2 テキスト編集モードになるので、文字を編集します。 

3 オブジェクトの選択状態を解除して、テキスト編集モードを終了します。 


►文字の大きさを変更する 


テキストオブジェクトを選択し、「テキスト」一「サイズ」を選択します。 

または右クリックし、「サイズ」を選択します。 























































文字を入力する 


2 設定可能なサイズの一覧から、サイズを選択します。 

「その他」を選択すると、「フォントサイズ」ダイアログが表示され、任意の 
サイズを入力して設定することができます。 



3 文字の大きさが変わります。 



►書体を変更する 


1テキストオブジェクトを選択し、「テキスト」一「フォント」を選択します。 

または右クリックし、「フォント」を選択します。 

2 設定可能なフォントの一覧から、フォントを選択します。 

設定できない書体はグレー表示となります。 



書体が変わります。 













































































































第 10 章画面に文字や図形などを入れる（テロップ) 


作 

制限 


書体は、市販の True Type フォントをインス I -ールすることによって増やすこ 
とがでぎます。 

ただし、インス!ルされたフォントが多すぎると、テロップエディタの起動が 
遅くなります。また HDD の容量も大量に必要になりますので、フォントは必要 
なものだけをインス!-ールするようにしてください。 


►スタイルを変更する 

文字のスタイルを設定します。 


1テキストオブジェクトを選択し、「テキスト」一「スタイル」を選択します。 

または右クリックし、「スタイル」を選択します。 

2 「標準」「太字」「斜体」の中からスタイルを選択します。 

「太字」と「斜体」は同時に設定することができます。 

「標準」を選択すると、他のスタイル設定は解除されます。 


斜体の設定 



►行揃えを設定する 


複数行にわたる文章の体裁を調整したり、縦書きにします。 

横書き左揃えの設定 横書き中央揃えの設定 


獅_ 

雌_，禪莠 


!松本城! 
その歴史を探る 


テキストオブジェクトを選択し、「テキスト」一「行揃え」を選択します。 

または右クリックし、「行揃え」を選択します。 




























文字を入力する 


2設定したい行揃えを選択します。 


次の設定ができます。 

縦書きの設定 

「樺書き左揃え」 


「横書き中央揃え」 

□ ^ : ^ 

「横書き右揃え」 

「縦書き上揃え」 

本 

「縦書き中央揃え」 


「縦書き下揃え」 


►色を変更する 


テキストオブジェクトは色を変えたり、 

縁取りを付けたり、影をつけたりする 


ことができます。 

1「色」「縁取り」「影」を選択します。 

2 一番上の「色」ポタンをクリックして、「カラーパレット」が表示されたら、 
そのまま選択したい色までドラッグします。 

詳しくは、 p .214 「オブジェクトの色、縁取り、影を指定する」をご覧ください。 
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I グラフイツクオブジェク上を作成する 

►直線オブジェクトを作成する 

1[直$泉]ポタンをクリックします。 



|黔 

f 

公 

1 / 


〇 

_ 



[直線]ボタンが押された状態で、もう一度[直線]ボタンをクリックすると、 
[直線]ボタンが選択された状態が固定されます。別のツールボタンがクリッ 
クされるまで、直線オブジェクトの作成を繰り返し行うことができます。 


2 直線の始点でドラッグを開始し、終点でドロップすると、直線オブジェクト 
が作成されます。 

ドラッグ中は、直線の形状が破線で表示されます。 





[ Shift ] キーを押しながらドラッグすると、直線の傾きが水平、垂直、45度 
に制限されます。 

[ Ctrl ] キーを押しながらドラッグすると、直線の始点や終点をグリッドに吸 
着することができます。 


►直線を修正する 


1直線オブジェクトを選択します。 

直線の始点と終点に、ポインタが表示されます。 

2 ポインタをドラッグし、位置を移動します。 



[ Shift ] キーを押しながらドラッグすると、直線の傾きはそのままで、長さ 
だけ変更することができます。 
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グラフィックオブジェクトを作成する 


►長方形オブジェクトを作成する 


1[長方形]ポタンをクリックします。 



公 

/ 口1〇 

あ 



[長方形]ボタンが押された状態で、もう一度[長方形]ボタンをクリックす 
ると、[長方形]ボタンが選択された状態が固定されます。別のツールボタン 
がクリックされるまで、長方形オブジェクトの作成を繰り返し行うことができ 
ます。 


2 長方形の角から、対角線こドラッグしてドロップすると、長方形オブジェ 
クトが作成されます。 

ドラッグ中は、長方形の形状が破線で表示されます。 



[ Shift ] キーを押しながらドラッグすると、正方形ができます。 

[ Ctrl ] キーを押しながらドラッグすると、長方形の角をグリッドに吸着する 
ことができます。 


►長方形を修正する 


1 長方形オブジェクトを選択します。 

長方形の上下左右と四隅の8箇所に、ボインタが表示されます。 

2 ポインタをドラッグし、サイズを変更します。 



[ Shift ] キーを押しながら四隅のポインタをドラッグすると、長方形の縦横 
比はそのままで、大きさだけ変更することができます。 
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第 10 章画面に文字や図形などを入れる（テロップ) 


►楕円オブジェクトを作成する 


[楕円]ポタンをクリックします。 


啦 f 5] ぁ 



[楕円]ボタンが押された状態で、もう一度[楕円]ボタンをクリックすると、 
[楕円]ボタンが選択された状態が固定されます。別のツールボタンがクリッ 
クされるまで、楕円オブジェクトの作成を繰り返し行うことができます。 


2 楕円に外接する矩形の角でドラッグを開始し、対角線までドロップすると、 
楕円オブジェクトが作成されます。 

ドラッグ中は、楕円の形状が破線で表示されます。 



[ Shift ] キーを押しながらドラッグすると、真円ができます。 

[ Ctrl ] キーを押しながらドラッグすると、楕円の上下左右をグリッドに吸着 
することができます。 


►楕円を修正する 


1 楕円オブジェクトを選択します。 

楕円形の上下左右と四隅の8箇所に、ポインタが表示されます。 

2 ポインタをドラッグし、サイズを変更します。 



[ Shift ] キーを押しながら四隅のポインタをドラッグすると、楕円形の縦横 
比はそのままで、大きさだけ変更することができます。 
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グラフィックオブジェクトを作成する 


►オブジェクトの色を変更する 

グラフィックオブジェクトは色を変えたり、縁取りをしたり、影をつけたりす 
ることができます。 

1 色を変更するオブジェクトを選択します。 

2 一番上の「色」ポタンをクリックして、「カラーパレット」を表示します。 

3 そのまま、選択したい色までドラッグします。 

詳しくは p .214 「オブジェクトの色、縁取り、影を指定する」をご覧ください。 


「色」ボタン 
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画像オブジェクトをテロップに取り碰’ 


►画像オブジェクトを取り込む 


ビッ ト マップなどの 静止画像 ファイルを、テロップと して取り込む ことができ 
ます。 画像を縮小したり移動させたり すると、さらに 効果的な テロップを 作成 
することができます。 

1[画像]ポタンをクリックします。 



°； 

f [\ 

1 


□ 

〇 

あ 



2 カーソルを、画像を配置する位置の左上に移動してクリックします。 



3 表示される「ファイルを開く」ダイアログで、静止画像のファイルを選択し 
ます。 




素材集フォルダのイラスト、フレームなどを選択する場合は、「ファイルの種 
類」で”. png " を選択します。 
























































画像オブジェクトをテロップに取り込む 


4画像ファイルが読み込まれ、画像オブジェクトが作成されます。 



[ Ctrl ] キーを押しながらドラッグすると、画像をグリッドに吸着することが 
できます。 


制限 


読み込まれた静止画像のファイルを他のフォルダに移動すると、テロップエディ 
夕側で表示できなくなります。素材ファイルの管理には、十分気をつけてくださ 
い。 


►画像オブジェクトのサイズを変更する 


画像オブジェクトの大きさを変えることができます。 

1 オブジェクトを選択します。 

オブジェクトの上下左右と四隅の8箇所に、ポインタが表示されます。 

2 ポインタをドラッグし、サイズを変更します。 

[ Shift ] キーを押しながら四隅のポインタをドラッグすると、オブジェクト 
の縦横比はそのままで、大きさだけ変更することができます。 


►画像のプロパティ 


貼り付けた画像に対して、サイズ、透過色、最大化などのプロパティを設定す 
ることができます。 
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1 プ□パティを設定したい画像をダブルクリックします。 


































































第 10 章画面に文字や図形などを入れる（テロップ) 


2 「ピクチャープ□パティ」画面で各種設定を行います。 



「プレビュー」画面 
設定結果の画像を表示します。 

透明度を設定した場合、透明の部分が青くなります。 
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画像オブジェクトをテロップに取り込む 


-「ファイル名」 

画像ファイル名とパスを表示し 
ます。 

[選択]ボタンをクリックすると、 
[ファイルを開く]ダイアログが 
表示され、他の画像ファイルを選 
択することもできます。 

-「原画像サイズ」 

オリジナルの画像サイズを、横 X 
縦のピクセル数で表示します。 

-「表示サイズ」 

画像の表示サイズを、横 X 縦のピ 
クセル数で指定することができ 
ます。 

テキストボックスに数値を設定 
します。 

[最大化]ポタン 

画像サイズを、横640 (ピクセル） 
X 縦480 (ピクセル）に最大化し 
ます。 

この操作により、画像の縦横比が 
変化することがあります。 

[等比最大化]ポタン 

画像サイズを、縦横比はそのまま 
で、横が640 (ピクセル）または 
縦が480 (ピクセル）になるまで 
最大化します。 


-「透過色」 

画像の“部の色だけを、透明に 
設定することができます。ブ 
ルーバックで撮影した写真 
データを、バックを透明にして 
ビデオクリップ上に乗せる、と 
いった場合などに利用できま 
す。 

「無し」 

設定しません。 

「左上エッジ」 

左上のエッジ色と同じ色のピ 
クセルを、透明に設定します。 

「白」 

白のピクセルを透明に設定し 
ます。 

「黒」 

黒のピクセルを透明に設定し 
ます。 
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オブジェクトを編集する 


►オブジェクトを選択する 

1つのオブジェクトを選択する 

1[選択]ポタンをクリックします。 



2 選択したいオブジェクトをクリックします。 

オブジェクトの種類によって、選択の際にクリックする位置が異なります。 

テキスト：文字列全体を囲む矩形の辺上をクリックします。 

直線 ：直線上をクリックします。 

長方形：塗りつぶしている場合は長方形内を、縁のみの場合は辺上を 
クリックします。 

楕円 ：塗りつぶしている場合は楕円内を、縁のみの場合は円周上を 
クリックします。 

画像 ：オブジェクト上をクリックします。 

3 オブジェクトにポインタが表示され、選択状態になります。 

オブジェクトの選択状態を解除する 

1 マウスポインタをオブジェクトがない位置に移動し、クリックします。 

2 オブジェクトの選択状態が解除されます。 

すべてのオブジェクトを選択する 

「編集」一「すべて選択」を選択します。 

オブジェクトを追加して選択する 

すでにオブジェクトが選択されている場合に、他のオブジェクトを追加して選 
択します。 

1[選択]ポタンをクリックします。 

2 [ Ctrl ] キーを押しながら、追加したいオブジェクトをクリックします。 

クリックしたオブジェクトが追加選択されます。 



















オブジェクトを編集する 


オブジェクトの選択を一部解除する 

すでに複数のオブジェクトが選択されている場合に、その中の一部の選択を解 
除します。 

1[選択]ポタンをクリックします。 

2 [ Ctrl ] キーを押しながら、選択を解除したいオブジェクトをクリックしま 
す。 

クリックしたオブジェクトの選択が解除されます。 

►オブジェクトの切り取り 


1 切り取りたいオブジェクトを選択します。 

ム 「編集」一「切り取り」を選択します。 

または右クリックし、「切り取り」を選択します。 

切り取られたオブジェクトは、クリップボードに保管されます。 

►オブジェクトのコピー 


1コピーしたいオブジェクトを選択します。 

ム 「編集」一「コピー」を選択します。 

または右クリックし、「コピー」を選択します。 

コピーされたオブジェクトは、クリップボードに保管されます。 

►オブジェクトの貼り付け 


1「編集」-「貼り付け」を選択します。 

または右クリックし、「貼り付け」を選択します。 

2 クリップポードに保管されているオブジェクトが最前面に配置されます。 

クリップボードにデータがない場合は、貼り付けることができません。 
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第 10 章画面に文字や図形などを入れる（テロップ) 


►オブジェクトの削除 


1削除したいオブジェクトを選択します。 

2 「編集」一「削除」を選択します。 

または右クリックし、「削除」を選択します。 

►オブジェクトの移動 


1オブジェクトを選択します。 

2 オブジェクトをドラッグ&ドロップします。 

[ Shift ] キーを押しながらドラッグすると、水平•垂直方向にのみ移動する 
ことができます。 


►オブジェクトの回転 


1オブジェクトを選択します。 

オブジェクトにポインタが表示されます。 

2 [回転]ポタンをクリックします。 



3 オブジェクトのポインタ上にマウスポインタを移動して、マウスポインタの 
形が変わったらドラッグして回転させます。 

オブジェクトの中心を軸にして回転します。 

























オブジェクトの配置を整える 


►オブジェクトの重なりを設定する 


オブジェクトは、新しく作成したものが以前のものの前面（上）に重なるよう 
になっています。2つのオブジェクトの一部が重なるように配置した場合、背 
面（下）になっているオブジェクトは、重なった部分が見えなくなります。 
この前後関係を変更することができます。 




この操作をするときは、あらかじめ複数のオブジェクトを重ねて配置しておく 
とその効果がわかります。 


オブジェクトを最前面へ配置する 


1 最前面に配置したいオブジェクトを選択します。 


2 「レイアウト」一「最前面へ」を選択します。 

または右クリックし、「最前面へ」を選択します。 

オブジェクトが最前面に配置されます。最前面のオブジェクトは、他のオブ 
ジェクトと重ねても見えなくなることはありません。 
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第 10 章画面に文字や図形などを入れる（テロップ) 


オブジェクトを最背面へ配置する 

1 最背面に配置したいオブジェクトを選択します。 

-Z 「レイアウト」一「最背面へ」を選択します。 

または右クリックし、「最背面へ」を選択します。 

オブジェクトが最背面に配置されます。最背面のオブジェクトは、他のオブ 
ジェタトと重なると、重なった部分が見えなくなります。 



「前面へ」「背面へ」を選択すると、オブジェクト1つ分前面に、または背面 
に配置が移動します。 


►オブジェクトを整列させる 


複数のオブジェクトを、水平方向や垂直方向に整列させることができます。夕 
イトルの作成などで文字をそろえたいときに使います。 
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オブジェクトを整列させる 

1整列させたい複数のオブジェクトを選択します。 

2 「レイアウト」一「整列」をクリックします。 

または右クリックし、「整列」を選択します。 
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オブジェクトの配置を整える 


3 「オブジェクトの整列」画面で、整列方法を指定します。 



プレビュー画面 
指定した整列方法の 
効果が、左の枠内に表 
7 JT されます。 


「水平」グループボックス 

水平方向の設定を行います。 

整列方法を「左揃え」「中央揃え」「右揃え」から選択します。 

整列させる範囲を「選択オブジェクト」「安全領域」「映像全体」から選 
択します。 

水平方向の整列を指定しない場合は、「なし」を選択します。 

「垂直」 グループ ボックス 

垂直方向の設定を行います。 

整列方法を「上揃え」「中央揃え」「下揃え」から選択します。 

整列させる範囲を「選択オブジェクト」「安全領域」「映像全体」から選 
択します。 

垂直方向の整列を指定しない場合は、「なし」を選択します。 

「選択オブジェクト」 

選択中のオブジェクトが占める領域の範囲内で整列します。 

「安全領域」 

安全領域の範囲に合わせて整列します。 

テレビの規格によっては、 DV の映像の周辺部がカットされてしまい、表 
示されない場合があります。安全領域とは、カットされることなく必ず 
表示される領域のことで、この範囲内にテロップが収まっていれば、カッ 
卜される心配がありません。 

「全体」 

DV 規格の映像全体 （720 ピクセル X 480ピクセル）に合わせて整列します。 
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第 10 章画面に文字や図形などを入れる（テロップ) 


4 [0 K ] ポタンをクリックすると、オブジェクトが整列されます。 

キャンセルする場合は、[キャンセル]ボタンをクリックします。 



「水平中央揃え」に設定した場合 


►オブジェクトのグループ化 


複数のオブジェクトをグループ化し、1つのオブジェクトとして扱うことがで 
きます。 

グループ化したオブジェクトは、個々に編集することができません。編集を行 
う場合はグループ化を解除してください。 


グループ化を設定する 


1 グループ化したい複数のオブジェクトを選択します。 


2 「レイアウト」一「グループ化」を選択します。 

または右クリックし、「グループ化」を選択します。 

オブジェクトがグループ化されます。グループ内のオブジェクトを 
1つクリックすると、グループ化されたオブジェクトがすべて選択されます。 



グループ化を解除する 

1 グループ化を解除したいオブジェクトを選択します。 

ム 「レイアウト」一「グループ解除」を選択します。 

または右クリックし、「グループ解除」を選択します。 







































































I ォブジェクトの色、贜り、影を職する 


►オブジェクトのプロパティ 


オブジェクトを選択すると、レイアウト画面の右に、そのオブジェクトのプロ 
パティが表示されます。 

ここで文字、図形オブジェクトの色、縁取り、影などの設定を行ないます。画 
像オブジェクトに影をつけたり、オブジェクトを透けさせることもできます。 
ただし、オブジェクトによっては設定できない効果もあります。 


a: [縁取り]ボタン 

b :[塗り]ボタン 
c :[縁取り]タブ 


d :[塗り]タブ 
e :「色見本」 


f :「幅」テキスト 
ボックス 



g :「影の位置」設定 
コント□ーラ 


h :[影]ボタン 

i :[影]タブ 

j :「色」ボタン 

k： 「色数の設定」 
スライダー 


I :「連動」ボタン 
m :「透明度の設定」 


a: [縁取り]ポタン 

オブジェクトの縁取りを表示する 
かどうかを設定します。 

b :[塗り]ボタン 

オブジェクトを塗りつぶすかどう 
かを設定します。 

c :[縁取り]タブ 

縁取りの色を設定します。タブには 
設定色が表示されます。 

d :[塗り]タブ 

塗りつぶす色を設定します。タブに 
は設定色が表示されます。 

e :「色見本」 

オブジェク トの 色を表示します。グ 
ラデーシヨンの方向も、ここで指定 
します。 

f :「幅」テキストボックス 
g: 「影の位置」設定コント□ーラ 

影の位置を設定します。 


h :[影]ボタン 

オブジェクトの影を表示するかど 
うかを設定します。 

i :[影]タブ 

影の色を設定します。タブには設 
定色が表示されます。 

j :「色」ボタン 

現在設定されている色のサンプル 
が表示されます。グラデーション 
を設定するときは、複数の「色の 
設定」ボタンを使用します。 

k :「色数の設定」スライダー 

オブジェクトにグラデーションを 
設定する際の色数を設定します。 
単色（グラデーションなし）で塗 
るときは、一番上に設定します。 

I :「連動」ボタン 
m :「透明度の設定」 

オブジェクトの透明度を設定する 
ときに使います。 
























第 10 章画面に文字や図形などを入れる（テロップ) 


[塗り]ポタン 



〇 


テキストや図形オブジェクトの塗りつぶしを設定します。 


►塗りの設定 


1 塗りつぶすオブジェクトを選択します。 

2 [塗り]ポタンが押されていない場合は、[塗り]ポタンをクリックします。 

ボタンが押されているのが、塗りつぶしが有効な状態です。 

3 [塗り]タブをクリックして、塗りの色を設定します。 


ブン 
タタ J 
1ボ本 
り J 見 
塗色色 

■ —| I— I— 






















オブジェクトの色、縁取り、影を指定する 


色の設定 


「色」ボタンの色が、オブジェクトの塗りつぶしの色になります。 


1「色見本」の右上の「色」ポタンをクリックしてそのまま押し続けると、「力 
ラーパレット」画面が表示されます。 

2 そのままドラッグして色を選択します。 

選択した色が「色」ボタン、「色見本」、[塗り]タブの色になり、オブジェ 
クトも同じ色に塗りつぶされます。 


①設定する 


②同じ色になる 




色を作る 
グラデーシヨン 
透明度 


rm p . 227 「色を指定する」参照 

rm p.223 「オブジェクトのグラデーション」参照 

ra P . 221 「オブジェクトの透明度の設定」参照 


塗りの解除 

1 塗りを解除するオブジェクトを選択します。 

2 [塗り]ポタンをクリックして、ポタンが押されていない状態にします。 

オブジェクトの塗りが解除されます。 


216 
































第 10 章画面に文字や図形などを入れる（テロップ) 


►縁取りの設定 


テキストや図形オブジェクトの、縁取りの色や太さを設定します。 


[縁取り]ボタン 

[縁取り]タブ 
「色」ボタン 
「色見本」 


「幅」テキスト 
ボックス 


1 オブジェクトを選択します。 

2 [縁取り]ポタンが押されていない場合は、[縁取り]ポタンをクリックしま 
す。 

ボタンが押されているのが、縁取りが有効な状態です。 

3 [縁取り]タブをクリックして、縁取りの設定をします。 

縁取りの太さを設定する 



「幅」テキストボックスに、縁取りの太さを数値で入力します。 

または、テキストボックスの右にある▽マーク上でクリックし、表示された 
スライダーを上下にドラッグして縁取りの太さを設定します。 

設定可能な範囲は、1〜64 (ピクセル）です。 
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オブジェクトの色、縁取り、影を指定する 


色の設定 

「色」ボタンの色が、オブジェクトの縁取りの色になります。 

1「色」ポタンをクリックしてそのまま押し続けると、「カラーパレット」画面 
が表示されます。 


2 そのままドラッグして色を選択します。 

選択した色が「色」ボタン、「色見本」、[縁取り]タブの色になり、オブジェ 
クトも同じ色で縁取りされます。 



色を作る ^ p .227 「色を指定する」参照 

グラデーシヨン F 3 p .223 「オブジェクトのグラデーシヨン」参照 

透明度 ^ P .221 「オブジェクトの透明度の設定」参照 


縁取りの解除 

1 縁取りを解除するオブジェクトを選択します。 

2 [縁取り]ポタンをクリックして、ポタンが押されていない彳犬態にします。 

オブジェクトの縁取りが解除されます。 
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第 10 章画面に文字や図形などを入れる（テロップ) 


►影の設定 

オブジェクトの影を設定します。画像オブジェクトにも影を設定できます。 



1 オブジェクトを選択します。 


2 [影]ポタンをクリックし、影の輪郭の設定を変更します。 

クリ ック するごとに、影なし—輪郭のはっきりした影—ぼかした影となりま 
す。 

[影]ボタン 

クリック クリック 

ぁ I 

効果 

3 「影の位置」コント□ーラで、影の位置を設定します。 

4 [影]タブをクリックして、影の色を設定します。 

影の位置を設定する 


「影の位置」設定コント□ーラにマウスポインタを移動します。 

ボインタの形状が変わります。 






























オブジェクトの色、縁取り、影を指定する 


2 コント□ーラ上のオブジェクトをドラッグすると、ドラッグした方向にオブ 
ジェクトの影が表示されます。 

コントローラの右下には、本体と影とのオフセット値（横 X 縦）がピクセル 
数で表示されます。 


色の設定 



「色」ボタンの色が、オブジェクトの影の色になります。 


1「色」ポタンをクリックしてそのまま押し続けると、「カラーパレット」画面 
が表示されます。 

2 そのままドラッグして色を選択します。 

選択した色が「色」ボタン、「色見本」、[影]タブの色になり、オブジェク 
卜の影も同じ色になります。 



②同じ色になる 


①設定する 
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第 10 章画面に文字や図形などを入れる（テロップ) 



色を作る ES P -227 「色を指定する」参照 

グラデーシヨン Fari p .223 「オブジェクトのグラデーシヨン」参照 

透明度 _ P -221 「オブジェクトの透明度の設定」参照 


影の解除 


1 影を解除するォブジェクトを選択します。 

2 [影]ポタンを何度かクリックして、影を解除します。 


►オブジェクトの透明度の設定 


オブジェクトの透明度を設定すると、背面のオブジェクトや影、バックにある 
ムービーファイルが透けて見えるようになります。 

どのオブジェクトにも透明度を設定することができます。塗りつぶし、縁取り、 
影で設定した色の透明度を、それぞれ設定することもできます。 



1 オブジェクトを選択します。 


2 透明度を設定したい部分のタブをクリックします。 




























オブジェクトの色、縁取り、影を指定する 


3 「開始」テキストボックスまたは「終了」テキストボックスに、透明度を数 
値で入力します。 



または、テキストボックスの右にある▽マーク上でクリックすると、スライ 
ダーが表示されます。上下にドラッグして透明度を設定できます。 

設定可能な範囲は、〇〜100 (パーセント）です。 

数値が小さいほど透明度が高く、0を指定すると完全に透明になり、100を指 
定すると不透明となります。 

4実際にオブジェクトの透明度合いを見ながら、数値を調整します。 



オブジェクトの上下の関係については、 p .210 「オブジェクトの重なりを設 
定する」をご覧ください。 


透明度をグラデーシヨンさせる 

透明度をグラデーションさせると、オブジェクトが次第に透明になるような効 
果をつけることができます。 


「開始」テキストボックスと「終了」テキストボックスの[連動]アイコン 
をクリックします。 

[連動]アイコンが消えます。 



-I 
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[連動]アイコン 










































第 10 章画面に文字や図形などを入れる（テロップ) 


2 「開始」テキストボックスと「終了」テキストボックスの数値を別々に設定 
して、透明度をグラデーションさせます。 




グラデーションの 
方向を決定します。 


3 実際にオブジェクトの透明度合いを見ながら、数値を調整します。 

[連動]アイコンのあった場所を再度クリックすると、[連動]アイコンが表 
示され、グラデーションの設定が解除されます。 

グラデーションの詳細については、次項「オブジェクトのグラデーション」 
をご覧ください。 

►オブジェクトのグラデーション 


塗りつぶし、縁取り、影の色にグラデーションを設定し、徐々に色が変化する 
ような効果をつけることができます。 

設定できる色は、最大5色までです。 



オブジェクトを選択し、グラデーションを設定する箇所のタブをクリックし 
ます。 


「色」ボタン 

「色数の設定」 
スライダー 



□□□ 











































オブジェクトの色、縁取り、影を指定する 


2 「色数の設定」スライダーを上下して、設定する色数を決めます。 

3色の場合は、上から3つ目の「色」ボタンまでスライダーを下げます。 

3 「色」ポタンで色を設定します。 

「色数の設定」スライダーの位置までの「色」ボタンで、色を選択します。 
グラデーションは、「色」ボタンの上の色から順に配色されます。 

4 グラデーシヨンの方向を設定します。 

上下左右と四隅の▽マークをクリックすると、そこを始点に対角方向に向 
かってグラデーションが設定され、色が変化します。 


グラデーションの方向 
ここでは左上から右下 
に設定 


►オブジェクトの色の抽出 



「スポイト」ツールボタンを使用すると、選択中のオブジェクトの色を、別の 
オブジェクトから抽出して設定することができます。 


色を設定したいオブジェクトを選択します。 


2 「スポイト」ツールポタンをクリックします。 

レイアウト画面上では、マウスポインタの形状が変わり 
ます。 

3 色を抽出したい別のオブジェクトをクリックします。 

クリックしたオブジェクトの色が抽出されて、手順1のオブジェクトが同じ 
色に設定されます。 


□丄〇上あ 


I# 
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テロップを動かす 


テロップの始まりと終わりにそれぞれモーション（動き）を設定して、テロッ 
プ内をオブジェクトが流れるように設定できます。 



テロップモーションの設定 

「 IN 」 ドロップダウンリストから、テロップの表示が開始するときの動き（イ 
ンモーション）を選択します。 

「なし」テロップモーションを設定しません。 

「右から」テロップが右から中央に移動しながら表示されます。 

「下から」テロップが下から中央に移動しながら表示されます。 

「左から」テロップが左から中央に移動しながら表示されます。 

「上から」テロップが上から中央に移動しながら表示されます。 

「 OUT 」 ドロップダウンリストから、テロップの表示が終了するときの動き 
(アウトモーション）を選択します。 

「なし」テロップモーションを設定しません。 

「右へ」テロップが中央から右へ移動しながら表示が消えます。 

「下へ」テロップが中央から下へ移動しながら表示が消えます。 

「左へ」テロップが中央から左へ移動しながら表示が消えます。 

「上へ」テロップが中央から上へ移動しながら表示が消えます。 



テロップをフェードイン • フェードアウトさせたい場合は、テロップに透明度 
を設定します。 

ra p . 144 「透明度を設定する」 






















テロップを動かす 


テロップのプレビュー 

作成したテロップの動きを、その場で確認することができます。 



[再生/一時停止]ボタン 


[再生/一時停止]ポタンをクリックします。 

プレビュ'一が表示されます。 

プレビュー中に[再生/一時停止]ボタンをクリックすると、一時停止します。 
プレビュー中に[停止]ボタンをクリックすると、プレビューが停止します。 

►フエ ダ コントロ ル 


テロップ全体の透明度や、モーシヨンの詳細な設定を行います。 

テ□ップモーシヨンのフレーム数の設定 

テロップモーシヨンのフレーム 数を設定することにより、 テロップの 動く早さ 
と時間を設定します。 

トラック編集画面で、テロップを配置したトラックのフエーダーコントロール 
を表示します。 

インモーシヨンの終了点、およびアウトモーシヨンの開始点を左右にドラッグ 
して、各々のテロップモーシヨンにかかる時間を設定します。 



速度や動きの設定 


テロップのコントロールポイントを追加したり、そのポイントをドラッグする 
ことにより、テロップの動きや速度を詳細に設定できます。 

詳細は p . 143 「フエーダーの操作」をご覧ください。 
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I 色を指定する 


Symphomovie の操作の中には、色の指定を必要とするものがいくつかあります。 
色指定の際は、カラーパレットから色を選択することができます。また、力 
ラーメーカーで任意の色を作成することもできます。 

►色を選ぶ（カラーパレツト） 


あらかじめ用意された色（カラーパレット）の中から、色を選択します。 


画面 



a :設定された色 
b :最近使用した色 

最近使用された色が、左側から新しい 
順に16色表示されます。ここから色を 
選択することもできます。 


C :[カラーメーカー]ボタン 

「カラーメーカー」画面を表示し 
ます。 

d : カラー パレツト 

色を選択します。 


色の選択 

DVEdit モードやテロップエディタでの色の選択は、次のように行います。 


1 各画面の色選択ポタンに移動し、マウスの左ポタンを押したままにします。 

「カラーパレット」画面がポップアップ表示されます。 

2 マウスの左ポタンを押したまま、「カラーパレット」上の選択したい色まで 
ドラッグします。 

3 マウスポタンを離すと、ダイアログが閉じ、選択した色が設定されます。 

マウスの 左ボタンを押したまま、ポインタを[カラーメーカー]ボタンまで 
移動して、左ボタンを離すと「カラーメーカー」画面になります。 

































色を指定する 


►色を作る（カラ メ 力) 


任意の色を作成することができます。 

作成した色は、「カラーパレット」に追加できます。 


画面 



e :「 R 」、「 G 」、 「巳」 f :「 H 」、「 S 」、「 L 」 


a :「色見本」 

カラーカーソルの 色を表示します。 

b :「明度/彩度」マップ 

縦軸に明度、横軸に彩度を表示しま 
す。 

c : カラーカーソル 

色を選択します。 


d :「色相」スライダー 

色相を表示します。 

e :「 R 」、「 G 」、 「巳」 

赤、緑、青の色の度合いを表します。 

f : 「 H 」、「 S」、「U 

色相、彩度、明度を表します。 
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第 10 章画面に文字や図形などを入れる（テロップ) 


色を作成する 

1「カラーパレット」の[カラーメーカー]ポタンをクリックします。 

2 「色相」スライダーを上下にドラッグし、「明度/彩度」マップ上の選択した 
い色の場所でカラーカーソルをクリックします。 

または、 「 R 」「 G 」「 B 」「 H 」「 S 」「 L 」 の値を入力し設定します。 

このとき「色見本」には、選択した色の見本が表示されます。 

3 [0K] ポタンをクリックすると、色が確定し、「カラーパレット」画面に戻 
ります。 

「カラーパレット」の左上には、作成した色が追加されます。 


色を指定する 
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第 11 章 

音声を取り込む • プロジェ 
クトに追加する • 調整する 

声だけを録音し、素材ファイルとして利用する方法について説明しま 
す。ナレーションや効果音として、ビデオに音声を追加することもで 


ぎます。 

「 DV 機器からオーディオ録音する」 . 233 

「 CD や AV 機器、マイクから録音する」 . 234 

「 CD から録音するときの設定」 . 236 

「オーディオをトラックに追加する」 . 239 

「映像と音声のリンクを設定する」 . 240 

「アフレコする」 . 242 

「ポリュームを調整する」 . 244 

「音に効果をつける（音声フィルタ)」 . 245 

「音声フィルタの詳細な設定」 . 249 






















この章でやること 


この章はサウンド関係の説明をまとめてあります。 

オーディオクリップの編集方法は、基本的にビデオクリップと同じです。 

作品を完成するまでの過程は P .1 05「プロジェクトを作成する•クリップを編集する」で確認 
してください。 



オーディオファイル 
をトラックに追加 



アフレコする 



音に効果をつける P ^24 i 


ナレーションを入れてみましよう。 


音に効果をつけてみましよう。 


次にやること/できること 

• 完成したプロジェクトを、目的に合わせて再生できるように変換しましょう。 
_ 第12章「出力する」 p .251 
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| DV « g か 55 -ディ:}^する 


Symphomovie では、音声だけを録音して、オーディオファイル (. wav ) を作成 
することができます。 

DV 機器からオーディオ録音するときは 、 DV Deck モードを使用します。 

1 DV 機器に素材のテープをセットし、旧 EE 1394ケーブルを接続しておきま 
す。接続している DV 機器が DV カメラの場合は、ビデオ再生モードにしてお 
きます。 

2 [ Remote ] ポタンを選択します。 

3 DV 機器選択ポタンで、再生する DV 機器を選択します。 

Remote コントロールボタンがアクティブになります。 

4 作成されるオーディオファイルを保存する素材フォルダを選択します。 

5 Local コント□ールポタンの [ WAV ] ポタンをクリックします。 

6 Remote コント□ールポタンの[再生]ポタンをクリックします。 

DV 機器が動作して、テープが再生されます。 

7 Local コント□ールポタンの[録画]ポタンをクリックします。 

録画一時停止状態になります。 

8 Local コント□ールポタンの[一時停止]ポタンをクリックします。 

DV 機器からのオーディオ録音が開始されます。 


[ WAV ] ボタン（手順 5) 
[停止]ボタン（手順 9) 
[-時停止]ポタン（手順 8) 

[録画]ボタン（手順 7) 


9 Local コント□ールポタンの[停止]ポタンをクリックすると、録音が終了 
します。 

オーディオファイル (. wav ) が§動生成されて、選択した素材フォルダへ保 
存されます。 

録音したオーディオファイルを再生する 

素材リストのオーディオファイル (. wav ) をダブルクリックすると 、 Windows 
のメディアプレイヤーが起動して、オーディオファイルが再生されます。 


























CD ^ AV ^、 マイクから録音する 


CD、 コンピュータに接続された AV 機器、マイクの音声等から、音声ファイル 
を作成することができます。 

録音するときは、 DV Deck モードを使用します。 

録音の前に、使用する機器がコンピュータのサウンドボードに接続されている 
ことを確認してください。 



• CD から録音する場合は、事前に設定が必要です。詳細は p .236 「 CD から録 
音するときの設定」を参照してください。 

• CD から録音する場合は 、 「Media Player」 で CD を再生しながら、録音を行つ 
てください。 


Local コント□ールポタンの[オーデイオ]ポタンをクリックします。 

「録音•再生」画面が表示されます。 


「録音コント□ール」コンボボックス 



「録音音量」スライダー 


[録音]ボタン 



[停止]ボタン※この画面は接続されてい 
るサウンドポードによつ 
て異なります。 


2 「録音コント□ール」コンポボックスで、録音する素材の種類を選択します。 


3 「録音音量」スライダーで、録音レベルを設定します。 

録音 レベルは、 録音中に レベル メーターが振り切れない程度に設定します。 

4 作成されるオーディオファイルを保存する素材フォルダを選択します。 


5 素材の準備をして[録音]ポタンをクリックすると、録音が始まります。 


6 必要な録音が終わったら[停止]ポタンをクリックします。 


























第 11 章音声を取り込む • プ□ジェクトに追加する • 調整する 


7 [閉じる]ポタンをクリックすると、「録画•再生」画面が終了します。 

オーディオファイル (. wav ) が§動生成されて、選択した素材フォルダへ保 
存されます。 

録音したオーディオファイルを再生する 

素材リストのオーディオファイル (. wav ) をダブルクリックすると 、 Windows 
のメディアプレイヤーが起動して、オーディオファイルが再生されます。 
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| CD か 5 録音するときの設定 


CD から録音する場合は、以下の2つの設定が必要です。 

これらの設定を行うと、システムの再起動が必要となることがあります。設定 
作業は、 Symphomovie が終了している状態で行ってください。 


制限 


—部のコンピュータでは、この設定を行うと、 CD からの音が出なくなることが 
あります。その場合は、この設定を行わないでください。 

ただし、 Symphomovie での CD からの録音ができませんので、次の方法で CD 
からの音声を取り込んでください。 

1 「 B ' sRecorder 」 を使用して CD のリツビングを行う 0 
2リツビングで、 HDD 上に作成された WAV ファイルを素材フォルダに登録 
する。 

巳' sRecorder の詳しい使い方は巳' sRecorder に添付のマニュアルをご覧 
ください。 


設定1 : Windows Media Player に関する設定 

1[スタート ]- 「Windows Media Player 」 を選択して 、 Media Player を 
起動します。 

Windows 2000 の場合は[スタート]—「プログラム」一 「Windows Media 
Player 」 を選択します。 

2 「ツール」一「オプション」を選択します。 
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3 表示された「オプション」ダイアログボックスで「デバイス」タブを選択 
し、デバイスー覧から録音元となる 5.25 型ドライブ（ここでは 「 DVD / CD - 
RW ドライブ」）を選択し、[プ□パティ]ポタンをクリックします。 



4 表示された「ドライブのプロパティ」で、「オーディオ」タブの「再生」グ 
ループボックスを「アナログ」に設定し、 [0 K ] ポタンをクリックします。 



5 Media Player を終了します。 

設定2 :デバイスマネージャに関する設定 

1[スタート]—「コントロールパネル」を選択します。 
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CD から録音するときの設定 
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2 コント□ールパネルの「パフオーマンスとメンテナンス」をクリックし、「シ 
ステム」をクリックします。 

Windows 2000の場合は「システム」をダブルクリックします。 

3 「システムのプ□パティ」で「八ードウエア」タブを選択し、[デバイスマ 
ネージャ]ポタンをクリックします。 

4 表示された「デバイスマネージャ」で 「 DVD / CD - ROM ドライブ」をダブ 
ルクリックし、接続されている CD - ROM ドライブの機種名をダブルクリツ 
クします。 



5 接続されている CD - ROM ドライブのプ□パティが表示されるので、「プ□パ 
ティ」タブを選択します。 



6 「デジタル CD 再生」グループボックスの、「この CD - ROM デバイスでデジタ 
ル音楽 CD を使用可能にする」チェックボックスを確認して、チェックが付 
し、ている場合は外します。 

7 [ OK ] ポタンをクリックします。 



































オーディオをトラックに追加する 


プロジェクト編集時 （ DVEdit モード）にオーディオファイルをトラックに追加 
するときは、素材リストのオーディオファイル （. wav ) を、オーディオトラッ 
クにドラッグ&ドロップします。 



オーディオファイルの編集は、ビデオファイルの編集と同様に行います。 
p .121 「クリップを編集する」 



239 






































| 1^5 像と音声のリンクを設定する 


動画ファイルは、ビデオとオーディオのクリップがリンクされています。その 
ため、片方のクリップを分割するともう片方も分割され、片方を移動するとも 
う片方も移動します。 

ビデオクリップとオーディオクリップを個別に編集するために、このリンク設 
定を解除することもできますし、微調整したクリップ同士にリンクを設定する 
こともできます。 

ビデオクリップとオーデイオクリップのリンクは、1対1で設定します。 


リンクを解除する 


リンクされているクリップを選択し、右クリックして「リンクの解除」を選 
択します。 



リンクが解除され、ビデオクリップとオーディオクリップが別々に編集でき 
るようになります。 


リンクを設定する 

1 リンクを設定するクリップを選択して右クリックし、「リンクの解除」がグ 
レー表示になっていることを確認します。 

2 手順1と同じクリップを選択したまま、[リンク設定]ツールをクリックし 

ます。圍 

3 もう一方のクリップ上にマウスポインタを移動すると、ポインタの形状が変 
わります。 
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4 クリップ上でクリックします。 

ビデオクリップとオーディオクリップにリンクが設定されます。片方のク 
リップを移動すると、もう片方も移動します。 
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アフレコする 


►アフレコする 


Symphomovie では、アフレコ（映像に後から音声.ナレーション.効果音など 
を追加すること）を行うことができます。アフレコはプレビュー画面を見なが 
ら入れることができるので、作品の映像が完成してから行うと効率的です。 
音声のアフレコをする場合は、コンピュータのマイク入力端子にマイクを接続 
してください。 



CD の音をアフレコにする場合は、 p .236「 CD から録音するときの設定」を行つ 
てください。 


アフレコ する範囲に レン ダリングの必要な箇所がある場合は、先に レン ダリン 
グしておいてください。 ^ p .135 「プレビューが速く見られるようにする（レ 
ンダリンダ）」 


1アフレコする箇所に編集ラインを移動します。 

2 [アフレコ]ツールをクリックします。^ 

3 「録音 • 再生」ダイアログが表示されます。 



[録音コント□ール]コンボボックス 
レベル メーター 


※この画面は接続されているサウン 
ドボードによって異なります。 


「録音音量」フ エーダー 
[閉じる]ボタン 


し [停止]ボタン 
- [再生]ボタン 
一 [録音]ボタン 


4 「録音コントロール」コンポボックスから、「アフレコに使う機器」を選択し 
ます。 


5 「録音音量」フエーダーを適切なレベルにします。 

録音する音量でレベルが振り切れない範囲で、大きめに設定してください。 
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6 [録音]ポタンをクリックします。 

モニタスクリーンにプレビューされる画像を見ながら録音してください。 

7 録音が終了したら[停止]ポタンをクリックします。 


►アフレコを確認する 


アフレコした内容を確認、します。 

1[再生]ポタンをクリックします。 

2 プレビュー画面の表示に合わせて、録音した音が聞こえます。 

fk 

制限 


音量は、フエーダーコント□ールの「ボリューム」である程度調整できますが、 
録音レベルが大きすぎて音が歪んだものは調整できません。 


3録音した内容を変更したい場合は、もう一度[録音]ポタンをクリックし 
て、アフレコを行います。 

4録音した内容で良い場合は、[閉じる]ポタンをクリックします。 

オーディオトラックに、録音したアフレコのオーディオクリップが表示され 
ます。 



1 — アフレコしたオーディオクリップ 











































I ポリュームを調整する 


オーディオトラックの音のボリュームを調整できます。 

1 オーディオトラックのフェーダーチェックボックスをクリックし、フェー 
ダーコント□ールを表示します。 

ラバ'ーバンドは、中央の高さに表示されます。 

2 ポイントをドラッグして、音のボリュームを設定します。 

ポイントが中央（100%)にあると現状のボリューム、一番下（0%)にさげ 
ると完全に絞った状態、一番上（200%)にあげると現状の2倍のボリューム 
になります。 


f ノ エーダー チェツクボックス 


fl1 「(国) 

飛行裸. avi 

A 1 

ボリューム _____ —* — 

\ - 1 

厂_ 

A 2 

カメラシャッター. WAV 

■ 

ボリューム __ 

. 卜一--- — ^ 


A 3 


フエ'ーダ'ー コントロ' ールの使い方については、 p . 142「フエ'ーダ'ー コントロ'一 
ルの表示.非表示」および p . 143「フエーダーの操作」をご覧ください。 
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音に効果をつける(音声フイルタ) 


オーディオクリップに、さまざまな効果を加えることができます。 
Symphomovie には、次の種類の音声フイルタが用意されています。 


画面の説明 


パン ：ステレオ録音されているオーディオクリップの、左右のボ 

リューム比を変化させて、音源の位置をコントロールすること 
ができます。 

エコー： 音に エコーを かけることができます。 


選択されているフィルタ 

プレビューモニター 


r [ Edit ] ボタン 
r [ Del ] ボタン 
r - [ Add ] ボタン 



L - プレビュー停止ポタン し インス I -ールされているフイルタ 


►音声フイルタを設定する 


音声フィルタを設定したいオーディオクリップを選択します。 


2 


[フイルタ]ポタンをクリックします。 



または右クリックして、「フィルタ」を選択します。 
「音声フィルタの選択」画面が表示されます。 




























音に効果をつける（音声フィルタ) 


3 「インス!-ールされているフィルタ」リストから、設定したい音声フィルタ 
を選択し、 [ Add ] ポタンをクリックします。 

または、設定したい音声フイルタをダブルクリックします。 



「選択されているフィルタ」リストに音声フィルタが追加され、効果が設定 
されます。 


4 [ Edit ] ポタンをクリックしてパラメータを設定します。 

各音声フィルタの効果の詳細については、 P .249 「エコーの設定」の項を参 
照してください。 

パンはパラメ' ー タがありません。フエ' ー ダ' ー コン トロ ' ー ルで度合を設定しま 
す0 


5 音声フィルタの効果をプレビューします。[再生/一時停止]ポタンをクリッ 
クすると、プレビューを再生することができます。 

プレビュー中に、[再生/一時停止]ボタンをもう一度クリックすると、プレ 
ビューを一時停止します。プレビューを停止する場合は、[停止]ボタンを 
クリックします。 

6 [0 K ] ポタンをクリックします。 

音声フイルタが設定されると、フエーダーコントロールが追加されます。 


厂_ 

A 1 

飛行機 . avi 

r 

バリ 


ボ u ュ-ん 


A 2 厂厂 

f ■カメラシャッター . WAV 

A 3 rr ] 



フエーダーコントロールでフィルタの 度合 V 、を 設定で きます。 
p .249 「音声 フィルタの 詳細な設定」 
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►音声フイルタを解除する 


1音声フィルタを解除したいオーディオクリップを選択します。 

2 [フィルタ]ポタンをクリックします。 

または右クリックして、「フィルタ」を選択します。 

「音声フィルタの選択」画面が表示されます。 

3 「選択されているフィルタ」リストから、解除したい音声フィルタを選択し、 
[ Del ] ポタンをクリックします。 



ここでは、 エコーを 解除します。 

4 「選択されているフィルタ」リストから音声フィルタが削除され、効果が解 
除されます。 

















音に効果をつける（音声フィルタ) 


5 [0 K ] ポタンをクリックします。 

トラック編集画面から、音声フィルタのフエーダーコントロールが削除され 
ます。 



「エコー」フイルタのフエーダーコント□ールが削除されている 
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音声フイルタの詳細な設定 


音声フィルタを設定した場合、トラック編集画面のフエーダーコントロールで 
フィルタの度合いを変えることができます。 

トラック編集画面で、音声トラックのフエーダーコントロールを表示します。 
設定した音声フィルタごとに、それぞれフエーダーコントロールが表示されま 
す。 

フエーダーコントロールの操作方法は、 P .142 「フエーダーコントロールの表 
示.非表示」および p . 143「フエーダーの操作」をご覧ください。 


パンの設定 


パンを設定すると、ステレオの左右のボリューム比を変化させ、音源の位置を 
調整することができます。 

パンはフエーダーでコントローノレします。 

ポイントを 上にドラッグ すると、 左の音が大きくな り、 下へドラッグ すると 右 
の音が大きくな ります。 



エコーの 設定 


エコーの大きさをパラメータで設定します。 



強さ：エコーの強さを選択します。「柔らかい」「強い」のいずれかのチェッ 
クボタンをクリックします。 

フエーダーでコントロールすると音程が変化するように聞こえます。 
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音声フィルタの詳細な設定 
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第 12 章 
出力する 

完成した作品を動画ファイルにする、 DV テープに録画する、 CD - R や 
DVD などに書き込む、インターネットで配信できる形式にする、など 


の出力方法について説明します。 

「作品の完成形：出力」 . 253 

「ムービー形式で出力する」 . 254 

「静止画で出力する」 . 255 

「Windows Media 形式で出力する」 . 256 

「 MPEG 2 形式で出力する」 . 258 

「 DVD 形式で出力する」 . 260 

「出力した作品を見る」 . 269 

「素材やムービーを DV 機器に録画する」 . 273 
















この章でやること 


出力する 


p.253 


<出力できる形式> 


厶 ビ 形式 




DV 機器に録画 273 


静止画形式 


p.255 


Windows Media 形式 p -256 


MPEG 2 形式 


p ■棚 


DVD 形式 


P.260 


チヤプタ設定 


p.262 


見る、利用する 


p^69 


完成したプ□ジェクトを目的に合わせて再生で 
きるように変換します。 


いろいろな形式で出来上がった作品を再生しま 
す。 
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I 作品の完成形：出力 


►Symphomovie で出力できる形式 


完成した作品は DV テープに録画したり、 CD メディアや、 DVD メディアに書き込んだりすることができ 
ます。 

Symphomovie で出力できる形式は次のとおりです。 


出力の目的 

出力形式 

詳細 

DV テープに録 
画する 

ムービーの出力 
(.avi ファイル） 

Symphomovie で作成したプロジェクトは、ムービーとして出力 
し、 DV 機器に録画することができます。この出力により、 avi 
ファイルと GigaSize コーデックファイルが生成されます。 

この avi ファイルは、再度 Symphomovie に読み込んで素材ファイル 
として利用することができますが、他のコンピュータに移して見 
ることはできません。 
rm p.254 

静止画として 
利用する 

静止画像の出力 
(.bmp ファイル） 

編集中のプロジェクトから、 640X480 (ピクセル）の bmp ファイ 
ルを出力することができます。コンピュータの壁紙にしたり、プ 
リントアウトすることができます。 

また、 Symphomovie の素材ファイルとして使うこともできます。 

rm p.255 

インターネツ 
卜で利用する 

Windows Media 形 
式で出力 (.wmv 
ファイル） 

Windows Media Player で見たり、インターネットのビデオサーバー 
からストリーミングして見ることができるフォーマットです。 

このファイルは、再度 Symphomovie に読み込むことはできませ 
ん〇 

^ P-256 

CD、DVD、 

HDD などに保 
存する 

MPEG2 形式で出 
力 （.mpg ファイ 
ル） 

CD や DVD などのデジタルメディアやコンピュータの HDD 上で保 
存、管理するのに適したファイルです。 avi ファイルに比べて圧縮 
率が高く、ファイルサイズを小さくすることができます。 

再生には MPEG2 の再生環境が必要です。 

p.258 

DVD 形式のメ 
ディアを作成 
する 

DVD 形式で出力 

作品を自動的に MPEG2 ファイルに変換し、 DVD 形式で DVD メ 
ディアに書き込むことができます。 DVD+RW/+R メディアは +VR 
フォーマットに対応しています。 DVD-RW、DVD-RAM メディア 
は- VR フォーマットに対応しています。 

rm p.260 

DVD 形式で出力した作品は、以下の動作環境で再生することがで 
きます。コンピュータで再生するには DVD 再生ソフトが必要で 
す 。 

メディア 

DVD-ROM 

ドライブ 

DVD-RAM 

ドライブ 

家庭用 DVD 
デッキ 

DVD 土 RW 

〇 

〇 

0*1 

DVD-RAM 

A *2 

〇 

A *2 

*1DVD-VR フォーマットで書き込んだ DVD-RW メディアは、再生 
できない場合があります。 

*2 —部のドライブや、デッキで再生できない場合があります。 
























ムービー形式で出力する 


トラック編集画面で編集したプロジェクトをムービー出力して、1つの動画 
ファイル (. avi ) にします。ムービー出力により作成された動画ファイルは 、 DV 
機器に録画できます。 


1「レンダリング」一「ムービー出力」を選択します。 

2 「保存」ダイアログが表示されるので、ムービーのファイル名と保存先の素 
材フオルダを指定します。 



3 [保存]ポタンをクリックすると、「ムービー出力」ダイアログが表示され、 
ムービーが 作成されます。 




複雑な効果を用いたプロジェクトのムービー出力は時間がかかります。 


出力したムービーを DV 機器に録画する場合は、 p .273 「素材やムービーを DV 機 
器に録画する」をご覧ください。 
































I 静止画で出力する 

プロジエク トの フレーム 等を、静止画 ファイルと して出力することができま 
す。効果をつけている場合は、その設定が反映された静止画として出力されま 
す。 

1 静止画として出力するフレームに編集ラインを合わせます。プレビュー モニ 
ターで画像を確認します。 

2 「レンダリング」一「スナップ出力」を選択します。 

静止画ファイル (. bmp ) が作成され、素材ファイルに追加されます。 

静止画出力の設定 

静止画の品質やサイズを設定をすることができます。 

「ファイル」一「設定」を選択し、「スナップシヨット」タブをクリックします。 


設定 


トラック表示|トラック編集|靜止画|ブレビュー I レンタリンヴ1 
ホイール| DV |索材フォルダ| QigaSize スナップシヨツト 


丨 クオリティ 

サイズ 

r 720 X 480 (オリジナル） 

r 勒画 

f ? 640 x 480 (補正) 


OK I _キやンセル 


設定については P .286 「スナップショット」をご覧ください。 
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WMV (Windows Media Video ) ファイルのムービーは 、 Windows Media Player を 
使用して、ストリーミング形式で見ることができます。また WMV ファイルに 
リンクを貼った HTML ファイルを作成し、 WMV ファイルと HTML ファイルをプ 
ロバイダのサーバーにアップロー ドすることにより、 Web で配信することがで 
きます。 



ストリーミング 


一般にインターネット上のムービーファイルは、ユーザーがデータをすべてダ 
ウンロードしてから見るため、再生するまでに時間がかかります。ストリーミ 
ングではデータをダウンロー ドしながら再生するため、ムービーをすぐに見る 
ことができます。 

ストリーミングでデータを配信するには、プロバイダのビデオサーバーを使え 
るようになっていることが必要です。またユーザー側にも、ある程度高速な通 
信環境 ( ADSL など)が求められます。 


1「レンダリング」一「別形式でムービー出力」を選択します。 

2 「ムービーファイルの形式」ダイアログから 「Windows Media 」 を選択し 
ます。 



MPEG2 


キャンセル 


3 「 WMV の設定」ダイアログから画質を選択し、 [ OK ] ポタンをクリックし 
ます。 

画質の違いによるファイルサイズは、以下のようになります。 



1秒間のファイルサイズ 


圧縮前 

約4000 KB / 秒 

高画質 

約 63 KB /秒 

中画質 

約 28 KB /秒 

低画質 

約 7 KB /秒 


1 MB のファイルの作品時間 


高画質 

約16秒 

中画質 

約36秒 

低画質 

約146秒 
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4 「名前を付けて保存」ダイア□グが表示されるので、保存先フォルダとファ 
イル名を指定して保存します。 



「 WMV 出力」ダイアログが表示されます。この作業はファイルサイズなどに 
より、時間がかかることがあります。 



これで WMV フアイルが完成します。 



この WMV フアイルは、 Symphomovie で使うことはできません。また素材フオル 
ダに入れても Symphomovie の素材リストには表示されません。 


WMV ファイルの再生方法は p .271「 WMV 形式で出力したファイルを見る」をご 
覧ください。 


fk 

制限 


ほかのコンピュータで WMV ファイルを再生する場合 、 Windows Media Player 
のノ（ージョンが古いと再生できない場合があります。 


電子メールにファイルを添付する場合の注意 

電子メールに添付するムービーファイルは、大きくても 1 MB 程度にします。こ 
れは受け取る側の契約しているプロバイダのメールサーバーの容量と、接続す 
る通信環境によりますが、一般に 1 MB を越えるデータは送信エラーが発生しや 
すく、トラブルの原因になります。また接続時間が長くなり、受け取る側に迷 
惑をかけることがあります。ムービーの長さや画質の設定を考慮したうえで、 
できるだけ小さなデータを作るように心がけましよう。 



257 





































MPEG 2 形式で出力する 


MPEG 2 ファイルは、 CD や DVD などのデジタルメディアやコンピュータ上で保 
存、管理するのに適したファイルです。 avi ファイルに比べて圧縮率が高く、 
ファイルサイズを小さくすることができます。また、 Symp ] iomovieKi#0 
「 MPEG 2 プレイヤー」で再生することができます。再生方法については、 p .269 
「 MPEG 2 形式で出力したファイルを見る」をご覧ください。 

CD メディアや DVD メディアなどに書き込む場合は、 p .260「 DVD 形式で出力す 
る」をご覧ください。 

1「レンダリング」一「別形式でムービー出力」を選択します。 

2 「ムービーファイルの形式」ダイアログから [ MPEG 2] を選択します。 



3 「 MPEG 2 の設定」ダイアログから画質を選択し、 [0 K ] ポタンをクリック 
します。 

画質の違いによるファイルサイズは、以下のようになります。 



1秒間のファイルサイズ 


圧縮前 

約4000 KB / 秒 

最高画質 

約1200 KB / 秒 

高画質 

約 948 KB / 秒 

標準画質 

約 648 KB /秒 

長時間 

約 318 KB / 秒 









































第 12 章出力する 


4 「名前を付けて保存」ダイア□グが表示されるので、保存先フォルダとファ 
イル名を指定して保存します。 



「 MPEG 2 出力」ダイアログが表示されます。 MPEG 2 形式の出力は、録画時間 
にもよりますが、通常は時間がかかります。 



これで MPEG 2 フアイルが完成します。 
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DVD 形式で出力する 


作品を DVD 形式で、 DVD メディアに書き込むことができます。 

Symphomovie は、作品を直接 MPEG 2 形式に変換して、メディアへの書き込みを 
行います （1 回の書き込みが1タイトルになります)。 

作成した DVD を見るには、 p .271 「 DVD 形式で出力した作品を見る」をご覧く 
ださい。 


作 

制限 


春 DVD メディアへの書き込み機能のない 5.25 型ドライブを搭載したコン 
ピュータではこの機能を使うことはできません。 

參 DVD 再生ソフトがインス I ルされていないコンピュータでは、書き込んだ 
メディアを再生できません。 


►書き込み前の確認事項 


使用できるメディア 

書き込みができるメディアは搭載しているドライブにより異なります。 


メディアの種類 

DVD + R / 
+ RW ドラィ 

DVD 土 R / 土 
RW ドライブ 

DVD 土 R / 土 
RW ドライブ 
(+R DL ) 

スーパーマル 
チドライブ 

DVD+R 

〇 

〇 

〇 

〇 

DVD+RW 

〇 

〇 

〇 

〇 

DVD-R 

— 

〇 

〇 

〇 

DVD+R DL 

— 

— 

〇 

— 

DVD-RW 

— 

〇 

〇 

〇 

DVD-RAM 

— 

— 

— 

〇 


各メディアには、書き込みの対応速度によって異なる種類があります。書き込 
み速度に対応したメディアを使用してください。 
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書き込みのできるフォーマット 


メディアの種類 

記録フォ _ マツト 

書き込み 

追記 

DVD+RW 

DVD+VR 

〇 

〇 

DVD-VIDEO 

〇 

X 

DVD+R 

DVD+VR 

〇 

〇 *1 

DVD-VIDEO 

O 

X 

DVD+R DL 

DVD-VIDEO 

〇 

X 

DVD-RW 

DVD - VR *2 

〇 

〇 

DVD-VIDEO 

〇 

X 

DVD-R 

DVD-VIDEO 

〇 

X 

DVD-RAM 

DVD - VR *2 

〇 

〇 


*1 ファイナライズを行っていない場合に追記できます。 
*2 タイトルメニュ'一とチヤプタ'一は付けられません。 


• 言己録フォーマットの種類 

• DVD-VIDEO 

一般的な、 DVD フォーマットで市販されている DVD ディスクはこの 
フォーマットで書き込まれています。み度書き込んだ後の追記•編集は 
できませんが、，番高い互換性があります。 

• DVD+VR 

DVD - VIDEO の互換性を保ちつつ、追記 • 編集ができるように考案された 
フォーマットです。 FINESTATION の DVD 直接録画や DVD 編集機能など 
は、このフォーマットを使って実現されています。 

• DVD-VR 

民生用 DVD レコーダーや DVD ビデオカメラで使われている フォーマット 
で、§由に追記を行うことができます。一部の DVD プレイヤーでは再生 
できないことがあります。 


録画可能時間 

各メディアに録画できる時間の目安は、次のとおりです。 

DL (ダブルレイヤー）対応の DVD メディア （8.5 GB ) の場合は 4.7 GB の約2倍の 
時間になります。 


録画できる時間の目安 


画質 

DVD メディア （4.7 G 巳） 

最高画質 

約1時間 

高画質 

約 1.3 時間 

標準画質 

約2時間 

長時間 

約 3.4 時間 

最適 （§ 動選択） 

最長約4時間 




DVD 形式で出力する 


最適（自動選択）では、メディアの空き容量と作品の長さを計算して、メディ 
アにちょうど収まるように最適な設定で書き込みを行います。ただし、作品が 
短い場合には、メディアを使いきらないことがあります。 

HDD の空き容量の確認 

メディアへの書き込みを行うには、 HDD に十分な空き容量があることが必要に 
なります。次の方法で空き容量を確認してください。 


メディア 

HDD に必要な空き容量 

DVD メディア 

最大 4.7 GB 

DVD DL メディア 

最大 8.5 GB 


1[スタート]—「マイコンピュータ」をクリックします。 

2 書き込みに利用するディスク （ HDD ) をクリックすると、ディスクの空き 
容量が「マイコンピュータ」ウィンドウの左下に表示されます。 

書き込みに使用する HDD は、コンピュータに HDD 領域が2個以上ある場合は 
D ドライブになります。この設定は、「設定」画面の「レンダリング」タブ 
-「ディレクトリ」で設定しています。 
ra p .28 i 「レンダリング」 

► DVD のチャプターを設定する 


DVD 形式で出力する場合はチャプター（章）を設定しておくと便利です。 
作品にチャプターを設定しておくと、 DVD の再生時に、チャプターを選択して 
そこから再生することができます@一つの作品に、最大32個のチャプターを設 
定することができます。 


制限 


參動画ファイル、 WMV ファイル、および MPEG 2 ファイルを出力する場合や、 
DVD - VR フォーマツトで書き込みを行う場合は、チャプターを設定しても再 
生時に利用することができません。 

參タイムラインの先頭には、あらかじめチャプターが設定されています。この 
チャプターの名前の変更はできますが、移動はできません。 
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第 12 章出力する 


チャプターを設定する 

1 チャプターを設定したいところへ、編集ラインを移動します。 

タイムライン上でクリックします。 



編集ライン 


2 「編集」一「チャプターの追加」を選択します。 

またはカーソルをタイムライン上に移動させ、右クリックして「チャプター 
の追加」を選択します。 

3 チャプター名を入力して [0 K ] ポタンをクリックします。 



4 チャプターが設定されると、タイムラインに ▼ (チャプターマーカー）が表 
示されます。 



ナヤノターぐ一力一 



チャプターを移動する 

チャプターマーカーを左右にドラッグします。 
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DVD 形式で出力する 


チャプターを削除する 

チャプターマーカーをタイムラインの外まで左右にドラツグします。 

またはチャプターマーカーを右クリックして、「チャプターの削除」を選択 
します。 



すべてのチャプターを削除する 

設定されているすべてのチャプターを削除する場合は、「編集」一「全チャ 
プターの削除」を選択します。 

チャプターの名前を変更する 

チャプターにつけた名前を変更することができます。 


1 チャプターマーカーを右クリックして「チャプター名の変更」を選択します。 

2 「チャプター名の入力」画面で名前を変更し、 [0 K ] ポタンをクリックします。 
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第 12 章出力する 


► DVD メディアへ書き込む 


メディアへの書き込みは、次の方法で行います。 

同じ作品を、複数のメディアに連続して書き込むこともできます。 

1 書き込みを行うメディアをドライブにセツトします。 



メディアをドライブにセットすると次のダイアログが表示される場合があり 
ます。「何もしない」を選択し、 [0 K ] ボタンをクリックします。 



2 「レンダリング」一 「 DVD 出力」を選択します。 
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DVD 形式で出力する 


3 「ドライブとメディアの設定」ダイアログで書き込み先ドライブの設定をし 
てから [0 K ] ポタンをクリックします。 

書き込み可能なドライブが複数装着されている場合はドライブを選択しま 
す0 



4次の設定を行ってから [0 K ] ポタンをクリックします。 

DVD にすでに書き込みがされている場合は、[再生]ボタンをクリックする 
と、「プレビュー再生」ダイアログでタイトルの内容を確認できます。 



メディアの情報が表示されます。 
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記録フォーマット 


音尸モート 

書き込み前にフォーマットする 


DVD に書き込むフォーマットを選択します。 
利用できないフォ'ーマットはグレ^一表示になり 
選択できません。 

記録フォーマットの詳細は、 p .261 「書き込み 
のできるフォーマット」をご覧ください。 

MPEG 2 を選択すると、一部の DVD プレイヤー 
で音声を再生できない場合があります。 

DVD 土 RW メディアや、 DVD - RAM メディアで 

書き込み前にフォーマットする場合にチェック 
をつけます。 「 DVD - VIDEO フォーマット」の場 
合は、追記ができないため、書き込み前に常に 
フォーマットを行います。 








































第 12 章出力する 


5 「 MPEG 2 の設定」ダイアログで、次の設定を行ってから [0 K ] ポタンをク 
リックします。 



画質 M 乍品の容量と、メディアの容量を考慮して、選択します。 

作品の長さによっては、利用できない画質があります。その画質は 
グレー表示になり、選択できません。 


録画できる時間の目安 


画質 

DVD メディア (4.7 GB ) 

最高画質 

約1時間 

高画質 

約 1.3 時間 

標準画質 

約2時間 

長時間 

約 3.4 時間 

最適 （§ 動選択） 

最長約4時間 


DL (ダブルレイヤー）対応の DVD メディア （8.5 GB ) の場合は、 4.7 GB の約 
2 倍の時間になります。 
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DVD 形式で出力する 


6 「メニューの選択」ダイアログが表示されます。今回書き込むタイトルの夕 
イトル名を入力し、メニューを選択します。 （ DVD - VR フォーマツトでは、 
タイトルをつけることはできません。手順7に移ります。） 

選択したメニューが、 DVD 形式で作成したメディアを再生したときに表示さ 
れるメニュー画面となります。 

初めて書き込みを行うディスクの場合は、タイトル名を入力して、タイトル 
メニューを選択します。（ディスク名はグレー表示で入力できません。） 
追記をする場合は、ディスク名とタイトル名を入力して、タイトルメニュー 
を選択します。 

前回選択したタイトルメニューは削除されます。 

追記の場合、再生時にチヤプタメニューも表示することができます。 
rm P.271 「 dvd 形式で出力した作品を見る」 



ディスク名 
タイトル名 


タイトルメニュ 


選択したメニューによっては、タイトル名（チャプター名）がすべて表示さ 
れない場合があります。 

7 [0 K ] ポタンをクリックすると 「 DVD 出力」ダイアログが表示され、メ 
ディアに書き込むためのデータが作成されます。 

この作業は時間がかかります。 

8 書き込みが終了すると、「もう一枚作成しますか？」と表示されます。[いい 
え]ポタンをクリックするとメディアへの書き込みは終了です。 

同じ内容の書き込みを行いたい場合は、[はい]ボタンをクリックして画面 
の指示に従います。 
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出力した作品を見る 


► ムービー出力した作品を見る 


ムービー出力した作品は、 Symp ] 10 movie の素材リストに表示されるので 、 DV 
Deck モードで再生することができます。また DV テープに録画して、 DV カメラ 
で再生することができます。 

rm p .273 「素材やムービーを DV 機器に録画する」 

► MPEG 2 形式で出力したファイルを見る 


Symphomovie に添付されている MPEG 2 プレイヤーなどの再生ソフトで再生し 
ます。 

MPEG 2 プレイヤーの起動 


[スタート]-「(すべての）プ□グラム」一 「 Symphomovie 」一「 MPEG 2 
プレイヤー」を選択します。 



4 

0 


インターネ，卜 

Internet Explorer 

電子メール 

Outlook Express 


I InterVideo WinDVD 


@ Symphovision 
Q アクセサリ 


■ 


1 


Readme 

nympho mo vie8.1 



€ 

© 


MSN Explorer 
Windows ムービー メーカー 


© ゲ-ム 
Q ストトアップ 
内 Acrobat Reader 5.0 
Internet Explorer 


Windows Messenger 
Windows Media Player 
ペイント 


すべてのブラム (£> 


® Microsoft インタラクティブトレーニンう . 

吻 Microsoft インタラクティブトレーこンヴへルプ 
^ MSN Explorer 
|j) Outlook Express 
0 Windows Media Player 
.沒 Windows Messenger 



Windows ムービー メーカー 
リモ-トアシスタンス 

























出力した作品を見る 


MPEG 2 プレイヤーの機能 

—— [閉じる] 
ボタン 

U — [最小化] 
ポタン 


[ファイルを開く] 
ボタン 

MPEG 2 ファイルを再生する 

1[ファイルを開く]ポタンをクリックすると、「ファイルを開く」ダイア□グ 
が表示されます。 

2 再生するファイルを指定すると、ファイルを再生します。 

[再生する]ボタンをクリックすると、もう一度ファイルを再生します。 



■[停止して最初に戻る]ボタン 
- [再生する]ボタン 


制限 


MPEG 2 プレイヤーを終了する 

右上の[閉じる]ポタンをクリックします。 


• 再生できるファイルは、 Symphomovie で作成したファイルのみです。 
• 再生中のファイルを一時停止したり、コマ送りすることはできません。 
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第 12 章出力する 


► WMV 形式で出力したファイルを見る 


WMV 形式のファイルを見るには、コンピュータに Windows Media Player がイン 
ストールされていることが必要です。 

Windows Media Player を起動し、「ファイル」一「開く」で再生するファ 
イルを指定すると、ファイルを再生します。 


ffflL ほかのコンピユータで WMV ファイルを再生する場合 、 Windows Media Player 

W のバ-ジヨンが古し、と再生できなし、場合があります。 


► DVD 形式で出力した作品を見る 


作成したメディアを、 DVD 再生ソフトがインストールされているコンピュータ 
で見ることができます。 

DVD 再生ソフトがインストールされているコンピュータに、作成したメディア 
をセットすると、§動的に DVD 再生ソフトが起動して再生が始まります。 

DVD メデイアは、家庭用 DVD プレイヤーなどで見ることができます。 


DVD メディアの場合、メディアの特性上、一部の家庭用プレイヤーでは再生で 
じ』きないことがあります。 
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出力した作品を見る 


タイトルメニューの表示 

DVD への書き込み時にタイトルメニューを設定した場合は、再生時にタイトル 
メニュ'一が表示されます。 

• タイトルメニュー 

追記で書き込みを行い、タイトル（作品）が複数ある場合は、次のような 
「タイトルメニュー」が表示されます。タイトルをダブルクリックすると、 
「チヤプタメニュ'一」が表示されます。 


夏休み - 

H E _ 

飛行場 舊光寺 - 



• チヤプタメニュー 


ディスク名 


タイトル名 


チヤプタが設定されている 場合に、 タイトル メニューで タイトルをダブルク 
リックすると表示されます。また、初めて書き込みを行った DVD では、「夕 
イトル メニュー」 は表示されずに「チヤプタ メニュー」 が表示されます。 


水辺 一 

■ ■ ■ 

みずうみ 川面 


タイトル名 


チヤプタ名 
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謝や ムービーを dvi^i こ air る 


ムービー出力により作成された動画ファイル Uvi ) は、 DV 機器に録画するこ 
とができます。 

rm p . 254 「ムービー形式で出力する」 

DV 機器への録画は、 DV Deck モードを使用します。 

1 録画可能のテープを DV 機器に入れ、旧 EE1 394 ケーブルを接続しておきま 
す。接続している DV 機器が DV カメラの場合は、ビデオ再生モードにしてお 
きます。 

2 DV 機器選択ポタンで、録画する DV 機器を選択します。 

Remote コントロールボタンがアクテイブになることを確認します。 

3 [ Local ] ポタンをクリックします。 

4素材リストから録画する動画ファイル（ムービー出力されたプロジェクト） 
を選択し、ダブルクリックします。 

モニタスクリーンに、 録画す る 動画 ファイルの 最初の フレームが 表示され ま 
す。 


5 


ダブルクリックする 



[ Local ] ボタ 
ン(手順 3) 


[停止]ボタン 


[録画]ボタン 


[一時停止] 

タン 


DV 機器選択 
ボタン 
(手順 2) 


L [再生]ボタン（手順 7) 


— [DV Out ] ボタン(手順 5) 


Local コント□ールポタンの [ DVOut ] ポタンをクリックします。 

Remote コントロールボタンの[録画]ボタンがアクティブになることを確認 
します。 













































素材やムービーを DV 機器に録画する 


6 Remote コントロールポタンの[録画]ポタンをクリックします。 



録画一時停止状態になることを確認します。 


7 Local コントロールポタンの[再生]ポタンをクリックし、 Remote コント 
□ールポタンの[一時停止]ポタンをクリックします。 


録画が開始されます。このときモニタスクリーンには何も表示されません 
が、 DV 機器側にモニタがある場合は、録画中のムービーが表示されます。 



[一時停止]ボタンをクリックしてから、実際に録画が始まるまでには、若干 
時間がかかります。録画したい位置より少しはやめに[一時停止]ボタンをク 
リックしてください。 


8 録画が終了したら、 Remote コント□ールポタンの[停止]ポタンをク 
リックします。 
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第 13 章 
使用環境を変更する 

Symphomovie の使用環境（表示•機能など）を設定します。 


「設定方法」 . 276 

「雖項、团 . 277 







I 設定方法 


Symphomovie の使用環境を設定します。本文中で説明したものも合わせて説明 
します。 

1「ファイル」一「設定」を選択します。 



2 「設定」画面で目的のタブをクリックします。 



3 設定したら、 [ OK ] ポタンをクリックします。 
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I 設定項目 

► トラック表示 


DV Edit モードのトラック編集画面の表示を設定します。 



• トラックの表示形式 

ビデオトラックでの、クリップの表示形式を選択します。 

アイコン のみ ビデオトラックに、クリップの画面が表示されます。 

初期状態での設定です。 

アイコン+ファイル 名クリップの最初の フレーム 画面と、 ファイル 名が表 
示されます。 

ファイノレ名のみ クリップのファイノレ名のみが表示されます。 

• アイコンの大きさ 

ビデオトラックのアイコンの大きさを選択します。 

20 X 15、40 X 30、60 X 45、 80 X 60 (ピクセル）の大きさの中から選択します。 

• 音声の波形表示 

チェックすると、オーディオトラックのクリップが波形表示されます。ただ 
し画面表示の更新が遅くなります。 
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設定項目 


• タイムコード 



ドロップフレーム形式 

国内で販売されている DV 機器や一般向けビ 
デオ機器の規格です。ビデオ編集は1秒間に 

30フレーム (30^ s ) で作成しますが、テレ 
ビ放送の規格 (29.97 fps ) に合わせて正確に 
再生するため、新しい「分フレーム」が始ま 
るときに、2フレームのタイムコードを付け 
直します。（0分、10分など、新しい10分が始 
まるときにはタイムコードは変わりません。） 
そのため、「1:59:29」フレームの次は 
「2:00:02」フレームになります。 


ノンドロップフレーム形式タイムコードを 30 fps で作成します。 

►トラック編集 

フレ^ーム形式 

タイムコードではなく、フレーム数を表示し 
ます。 


Symphomovie で編集を行う際の設定をします。 



• UNDO の最大回数 

UNDO (やり直し）のできる回数を設定します。「無制限」チェックボック 
スをチェックすると、プロジェクトを起動したときからの作業が記録され、 
[ Ctrl ] キー+ [ Z ] キーを何度も押すことにより、元の作業状態に戻ります。 

「無制限」チェックボックスのチェックを外すと、何回前までの手順を記録 
するか設定できます。 
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第 13 章使用環境を変更する 



UNDO が無制限にできるというのは、 Symphomovie の特徴の1つです。何回でも 
やり直しができるため、安心して編集作業ができます。 


fk 

制限 


• クリップのスナップ 

チェックすると 、 DV Edit モードでクリップをトラックにドラッグして、他 
のクリップの IN 点や OUT 点に近づけたとき、緑のラインが表示されます。そ 
こでドロップすると、タイムコードを合わせてクリップを配置することがで 
きます。 

クリップがどこまで近づいたときにタイムコードを合わせるかを、数値で設 
定できます。 

►静止画 


DV Deck モードでの画面取り込みや録画等、 DV 機器を制御する作業に関して 
は UNDO することはできません。 


静止画像、テロップ、トランジシヨンをトラックに貼り付ける際の、フレーム 
数を設定します。 

実際の編集では、トラックに貼り付けた後、トリミングして必要な長さ（フ 
レーム 数）に調整します。 
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設定項目 


►プレビュー 


プレビューする際の設定をします。 



• クオリティ 

プレビューする際に、品質重視か速度重視かを選択します。「品質重視」を 
選択すると、プレビューの際に画面が若干途切れ気味になることがありま 
す。「速度重視」を選択すると、効果を設定した箇所では細かい部分が描画 
できないことがあります。 

• 速度 

「実速度」を選択すると、プレビューの処理が再生速度に追いつかない場合 
に、画面が飛ぶことがあります。 


•対象 

プレビューする対象を選択します。「映像のみ」「映像+音声」「音声のみ」 
から選択します。 

• 安全領域を表示する 

モニタスクリーンに、 NTSC の安全領域（テレビなどで再生しても、カット 
されることなく必ず表示される領域）を表示します。 


• 中央線を表示する 

モニタスク リーンに中央線を表示します。 

• フルスクリーン表示 

プレビュ'一をフルスクリ ' ーンで表示します。 

• プレビュー中にウインドウを更新しない 

プレビュー速度を上げる ため、 プレビュー以外の表示を更新し ません。 その 
ため プレビュー中には、編集ラインの移動 や、 素材ファイルの更新等が行わ 
れません。 
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第 13 章使用環境を変更する 


• DV out 中にウインドウを更新しない 

DV 出力の速度を上げ、コマ落ち等の問題を防ぐため、プレビュー以外の表 
示を更新しません。そのため DVout 中には、編集ラインの移動や、素材ファ 
イルの更新等が行われません。 

►レンダリング 


レンダリングの設定をします。 



• 音声チャンネル数 

音声チャンネルを、オーディオトラックの2チャンネルか、サブオーディオ 
トラックを含めた4チャンネルにするかを選択します。サブオーディオト 
ラックを使っている場合は「4チャンネル」を選択します。「4チャンネル」 
を選択した場合、サンプリング周波数は 32 KHz になります。 

• サンプリング周波数 

音声のサンプリング周波数を設定します。通常は 「32 KHz 」 に設定しますが、 
高音質の作品を作る場合は、 「48 KHz 」 や 「44.1 KHz 」 に設定します。 

• クリッピング設定 

クリッビング設定を「0」に設定すると、クロスフェードなどのトランジシヨ 
ンをかけたときに、画面の端が黒くなることがあります。 

通常は上下を「10」、左右を「15」に設定します。 

• インターレース 

インターレースとは、テレビの映像表示の方式です。作品を DV 機器に録画 
する場合は、「インターレース」をチェックします。 

• GigaSize のリンク形式で作成 

チェックしておくと、既存の画像ファイルを参照しながらレンダリングする 
ので、 HDD 容量をあまり消費しません。 
































設定項目 


• RGBOYUV 変換時にクリッビングを行う 

チェックしておくと、コンピュータで編集した色のデータ ( RGB ) と DV 機器の 
フルカラー情報 ( YUV ) 変換時にクリッピングを行います。この場合 、 NTSC 
準拠の信号になりますが、色が変化することがあります。チェックを外すと 
色の変化は軽減されますが、まったく同じになることはありません。また 
NTSC の信号から外れることがあります。 


• デイレクトリ 

Symphomovie の作業領域を指定します。 



¥ DvCache にはレンダリングのデータが保存されます。このデータは作品の編集 
が終了し、ムービー出力が完了した後には必要なくなりますので、必要に応じ 
て削除を行ってください。 


►ホイール 


ホイール付き マウスの、 ホイールの機能を設定します。通常の動作、 Shift キー 
を押しながらの操作、 Ctrl キーを押しながらの操作の機能を設定します。 


制限 


ホイール機能のないマウスの場合は、この画面の設定は有効になりません。 
本書はホイール付きマウスを使用していることを前提に記載しています。 
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機能は「無し」「ジョグ」「表示倍率変更」「水平スクロール」の中から選択します。 
設定を変更するには、各コンボボックス右側の▼ボタンをクリックして表示さ 
れる、ドロップダウンリストから選択します。 



























第 13 章使用環境を変更する 


初期値では、通常の動作「ジョグ」、 Shift 時の動作「表示倍率変更」、 Ctrl 時の 
動作「水平スクロール」に設定されています。 



Symphomovie を使用していないときは、 Windows で設定されている機能が有効 
になります。詳細は コンピュータ 本体の『ユーザーズ マニュアル』 を参照して 
ください。 


► DV 


DVDeck モードで DV 機器を制御する機能を設定します。 



• つなぎ撮り 

っなぎ撮りする際の設定をします。 

• 巳 atch 処理オフセツト修正 

バッチリストを作成する際に、 [ In ] ボタン • [ Out ] ボタンを押してから、実 
際にクリップの IN 点 • OUT 点が設定されるまでのタイムラグを設定します。 

• 停止ポタンを連動させる 

チェ ツクすると、 Remote コントロールボタンと Local コントロールボタンの 
[停止]ボタンを連動させることができます。 

• コピー 禁止 

DV 機器に録画した ムービーをコピーで きないようにします。 

•□ ツクモード 

業務用 DV 機器に録画する場合に使います4一般の DV 機器に録画する場合 
は、チヱックしないでください。 





























設定項目 


J5 

制限 


DV 機器やビデオ装置によっては、コピー禁止が働かないこともあります。 


►素材フオルダ 


素材フォルダの設定、削除を行います。 
rs p.74 「素材フォルダを作成する」 



• フォルダリスト 

素材リストに登録されている素材フォルダ名と、それに対応する HDD 上の 
フォルダ名をリスト表示します。 

• [▲][▼] ポタン 

素材リストでの素材フォルダの並び順を変えることができます。 

• 表示名 

素材フォルダ名を入力します。 

• フォルダ名 

素材フォルダの、 HDD 上のフォルダを選択します。 

• [ t 追加]ポタン 

「表示名」のフォルダを、素材フォルダとして追加します。 

• [削除]ポタン 

フォルダリスト内の選択された素材フォルダを、リストから削除します。 

• 表示方法 

素材リスト内の素材ファイルの表示方法を設定します。「大きいアイコン」 
「小さいアイコン」「一覧」の中から選択します。 

• 画像を表示 

素材ファイルの最初の画像を、アイコン表示します。 
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• 情報を表示 

素材ファイルの情報を表示します。 


卜 GigaSize 


Symphomovie の画像圧縮ソフト「 GigaSize コーデック」の設定を行います 。 HDD 
を増設して、 Symphomovie で使う場合に設定します。 

GigaSize コーデックについては、 p .289 「ファイル管理について」や p .291 「GDV 
ファイルの GigaSize 設定」を参照してください。 



• GigaSize 保存ディレクトリ 

GigaSize コーデックで使用する HDD のドライブ番号が表示されています。 

_[▲][▼] ポタン 

複数の HDD が設定されている場合、優先順位を指定します。 

• [ t 追加]ポタン 

「デイレクトリ」の HDD を、 GigaSize コーデックで使用可能な HDD として追 
加します。 

• [削除]ポタン 

GigaSize 保存ディレクトリ内の選択された HDD を、 GigaSize コーデックで使 
えないようにします。 

• ディレクトリ 

新しい HDD のドライブ番号を設定します。 



Windows がインストールされたドライブを保存先に指定した場合、 Windows が 
使用する作業領域はそのドライブから自動的に確保されます。そのため、キヤ 
プチヤなどを行っている場合に HDD の残容量が約 200 MB 以下になると作業が 
中断され、保存などが行えなくなります。 



285 
























設定項目 


►スナップシヨット 

静止画取り込み時の設定をします。 



• クオリティ 

静止画の品質を設定します。 

静止画：1つのフレーム画像を、そのままの形で抜き出します。 

動画：1 つのフレーム 内から1 フィールドを 取り出し、補完処理を行 
い、画像を保存します。 

動きのない映像は「静止画」モードに、動きのある映像は「動画」モードに 
設定してキヤプチヤします。 

• サイズ 

静止画のサイズを設定します。 DV のオリジナルサイズ （720 ピクセル X 480 
ピクセル）、または補正された （640 ピクセル X 480 ピクセル）を選択します。 
Symphomovie の素材ファイルとして使用するには、「640 X 480」で十分です。 
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付録 

「キーボードシヨートカット」 . 288 

「ファイル管理について」 . 289 

「ソフトウヱアを再インス!-ールする場合」 . 295 

「プ□ジェクトのバックアップ•復元」 . 303 

「困ったとぎは」 . 305 

「Symphomovie 素材集 CD について」 . 308 














I キ _ ポ >_ F シ豆一 t カツト 


キーボードショートカットの機能を利用することにより、より効率的に作業を 
行なうことができます。 

プロジェクトの機能 


Ctrl キー+ 0 
Ctrl キー + S 
Ctrl キー + Shift キー + S 


プロジェクトを開く 
プロジェクトを保存する 
プロジェクトを別名で保存する 


UNDO の機能 


Ctrl キー + Z 直前の作業の取り消し 

Ctrl キー + Y 取り消しのやり直し 


クリップやオブジェクト操作の機能 


Ctrl キ^一 " hX 
Ctrl キー + C 
Ctrl キー +V 
Delete キー 


選択範囲の切り取り 
選択範囲のコピー 
選択範囲の貼り付け 
選択範囲の削除 


トラックの追加、削除 


Alt キ'一 " hV 

Alt キー + A 

Alt キー + S 

Ctrl キー + Alt キー + V 

Ctrl キー +Alt キー +A 

Ctrl キ^一 " h Alt キ^一 " hS 


ビデオトラックの追加 
オーディオトラックの追加 
サブオーディオトラックの追加 
ビデオトラックの削除 
オーディオトラックの削除 
サブオーディオトラックの削除 
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I ファイル管理について 


Symphomovie では、映像ファイル （ AVI ファイル）の課題であった映像取り込 
み容量の問題を解決するために、 「 GigaSize コーデック」というソフトウェアを 
用いています。 

その基本的な概念のほかに、不要になった映像ファイル削除方法や 、 HDD (領 
域）が複数ある場合に必要な設定についても説明します。 

►AVI フアイルと GDV フアイル 


Symphommovie では映像ファイルを、 AVI ファイルと GDV ファイルの2種類の 
ファイルで構成しています。どちらか一方だけでは、映像ファイルとして成り 
立ちません。 


ファイル 

役割 

データ量 

購入時の保存先 

AVI 

映像の管理 

小 

C:¥Sozail ( HDD 1 個の場合） 
D:¥Sozail ( HDD 2 個以上の場合） 

GDV 

映像のデータ 

大 

C:¥GigaSize ( HDD 1 個の場合） 
D:¥GigaSize ( HDD 2 個以上の場合） 


2種類のファイルを利用することで、 AVI ファイルのデータ容量が小さくなり、 
より長い時間の映像取り込みが可能になります。また、編集したときにデータ 
の小さな AVI ファイルを使用することができるので高速に処理できます。 


保存先の設定 

AVI ファイルは素材リストに表示された素材フォルダに保存できます。素材 
フォルダの設定は、「設定」一「素材フォルダ」で行います。 
p .74 「素材フォルダを作成する」 



AVI ファイルの 
保存先 


素材リストでの 
表示名 
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ファイル管理について 


GDV ファイルは「設定」一 「 GigaSize 」 で設定したデイレクトリに保存されます。 
GigaSize で設定した HDD 領域が複数ある場合は、 HDD を GigaSize に設定すると、 
効率的に HDD を利用できます。 

Fa p .291「 GDV フアイルの GigaSize 設定」 



GDV ファイルの 
保存先 


►不必要な GD V ファイルの削除 


できあがった作品を別メディアなどに出力するなどした後に、不要になった映 
像ファイル （ AVI + GDV ) は必要に応じて削除してください。 

映像ファイルの削除は、 「 AVI ファイル」と 「 GDV ファイル」の2種類のファイ 
ルを削除します。次の方法で削除します。 


J5 

制限 


削除する前に、そのファイルが必要かどうか再度確認してください。削除した 
ファイルは元に戻せません。 


1 AVI ファイルを削除します。 

素材リストや Windows のエクスプローラなどで、 AVI ファイルを削除します。 

2 ゴミ箱を空にします。 

ごみ箱を右クリックして「ごみ箱を空にする」を選択します。 

削除した AVI ファイルがごみ箱にない場合は、この作業は必要ありません。 
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付録 


3 GDV ファイルを削除します。 

Symphomovie で「ファイル」一「不要ファイルの削除」を選択します。削除 
した AVI ファイルと対になる GDV ファイルが削除されます。 



これで映像フアイルの削除は終了です。 



次の方法で、ごみ箱に入れたファイルをすぐに削除するように設定することが 


できます。ただし、 Symphomovie 以外のファイルも同様に、すぐに削除されて 
しまいますので、注意してください。 

1ごみ箱を右クリックし、プロパティメニューから「プロパティ」を選択 
します。 

2「オプション」タブを選択します。 

3 「ごみ箱にファイルを移動しないで、削除と同時にファイルを消す」 
チェックボックスをチェックします。 


► GD V フアイルの GigaSize 設定 


コンピュータに2台以上の HDD が装着されている、または HDD が分割されてい 
る場合は、 GigaSize の設定を行うことで、より有効に HDD を利用することがで 
きます。 

次の場合は、下記 「 HDD を有効に使うために」を参照して、必要に応じて設定 
を行ってください。 HDD が1台で領域を分割していない場合は、設定の必要は 
ありません。 

♦ HDD が2台以上ある場合、または領域が分割されている場合。 

♦ HDD を増設したり、領域を分割して増やした場合。 

購入時に領域が2つ以上ある場合は、 「 D ドライブ」が 「 GigaSize 」 ドライブとし 
て設定されています。 
















ファイル管理について 


HDD を有効に使うために 

映像ファイルは、 AVI ファイルと GDV ファイルの2種類で構成されていますが、 
AVI ファイルは、ドライブを分割させて記録することができません。そのため 
複数の HDD が接続されていても、記録している HDD の空き容量がなくなった時 
点で録画できなくなります。一方 GDV ファイルは、 HDD の空き容量がなくなっ 
ても、別の HDD に続けて録画することができます。 

ムービーを HDD に録画する場合、 AVI ファイル. GDV ファイルどちら力斧 f 方の 
記録先の HDD 容量がなくなると、その時点で録画ができなくなります。そのた 
め、 「 GigaSize 」 の設定で GDV ファイルの保存先 HDD の優先順位を効果的に設 
定し、接続されている HDD を有効に用いることによって、録画時間を長くする 
ことができます。 


「 GigaSize 」 の 設定では、 AVI ファイルの 保存先となっている HDD の 優先順位を 
一番最後にして 、 GDV ファイルの 保存先とぶつからないようにします。 
ここでは、 D :、 E :、 F : の3つのドライブで説明します。 

悪い例： AVI ファイルの保存先が D :、 GDV ファイルの優先順位が E :— D :-> F : 
優先順位の設定が悪いと、すべての HDD を有効に用いることができません。 


AVI ファイル D : 


GDV ファイル 
E :— D :— F : 


AVI ファイル 


GDV フアイノレ 


D : 

E : 

F : 



この場合、 F ドライブに 
は空き容量があるにも 
かかわらず録画するこ 
とができません。 


良い例： AVI ファイルの保存先が D :、 GDV ファイルの優先順位が F : — e : 4 D : 
HDD を有効に用いて、録画時間を長くすることができます。 


AVI ファイル D : 


AVI ファイル GDV ファイル 

d: r 


GDV ファイル 
F :— E :— D : 
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付録 


GigaSize の設定 

HDD の増設や HDD 領域の分割でドライブが増えた場合などの GigaSize の設定 
は、次の手順で行います。 

ここでは、 D ドライブが、 AVI ファイルの保存先で GigaSize の設定がされている 
場合に、 E ドライブを GigaSize ドライブに追加する手順を説明します。 



C ドライブはシステム領域のため 、 HDD (領域）が複数ある場合は 、 GigaSize 
に設定しないことをおすすめします。 


1「ファイル J - 「設定」を選択し、 「 GigaSize 」 タブをクリックします。 

2 「ディレクトリ」テキストボックスに、新しく設定した HDD のドライブ番号 


を入力します。 

[参照]ボタンをクリックして、選択することもできます。 
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ファイル管理について 


3 [ t 追加]ポタンをクリックします。 

「 GigaSize 保存ディレクトリ」に、新しい HDD のドライブ番号が登録されま 
す 0 



0 K _| _キャンセル 



ここには、 GDV ファイルを保存するすべてのドライブを登録する必要がありま 
す。使いたい HDD が複数ある場合は、手順2〜3を繰り返してください。 


4 HDD を選択して、 [▲] [▼] ポタンで優先順位を変更します。 

優先順位は、リストの上の方が高くなります。ここでは E ドライブが上に来 
るようにセツトします。 

AVI ファイルを保存するドライブが D ドライブの場合、 GDV ファイル保存の 
優先順位を E ドライブー > D ドライブと設定すると、効率的に HDD を用いるこ 
とができます。詳細は p .292「 HDD を有効に使うために」をご覧ください。 



5 確定したら [0 K ] ポタンをクリックします。 
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ソフトウェアを再インストールする場合 


Windows がインストールされている HDD の領域を変更したり、 HDD をフォー 
マットしたときは、 Symphomovie の再インストールを行つてください。 

再インストールの順番 

ソフトウェアの再インストールは、次の順番で行います。 

Symphomovie をインストールする前に、コンピュータ本体の 『ユーザーズ マニュ 
アル』の「ソフトウェアの再インストール」を参照して、 「 Windows 」 とドライ 
バ類をインストールしてください。 


Windows のインストール 

rm コンピュータ 本体の 『ユーザーズマニュアル』 


Symphomovie のインストール 

p .296 


GigaSize の設定 （ HDD が2台または HDD 領域が2つ以上ある場合) 

P .293 


素材集のインスト ー ル 

p .299 


EPSON オリジナルフォントのインス I -ール 

ぼ p .299 


DVD 再生ソフトのインス I -ール 
(コンピュータで DVD を再生する場合) 

DVD 再生ソフトに添付のマニュアル 


使用前に必要な各種設定 

p .22 
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ソフトウェアを再インスI-ールする場合 


►インストール時の注意 


•インストール作業は、「コンピュータの管理者」のアカウントでログオンし 
て行ってください。 

♦インストールを開始する前に、接続されている DV 機器の電源を切ってくだ 
さい。 

また、インストールの途中でコンピュータを再起動する必要があるので、他 
のソフトウエアはすべて終了し、ネットワーク機器を使用している場合は接 
続を切っておいてください。 

• HDD にバックアップ領域が確保されている機種では 「 Symphomovie CD - ROM 」 
が添付されていません。インストール方法は、 p .296 「バックアップ領域から 
のインストール方法」を参照してください。 

(バックアップ領域が確保されているかどうかは コンピュータに 添付の 『ユー 
ザーズマニュアル』 で確認してください。） 

•本書では、 CD - ROM ドライブと記載していますが、 CD - R / RW ドライブや、 
DVD 土 R / 土 RW ドライブなどを装着している場合は、使用しているドライブ 
装置に読み替えて作業を行ってください。 

► Symphomovie のインストール 


バックアップ領域からのインス! -—) レ方法 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックします。 

ム ー覧から 「 Symphomovoie 」 を選択して[インストール]をクリックします。 

以降は 「Symphomovie CD - ROM 」 からのインストールの手順9に移ります。 

「Symphomovie CD - ROM 」 からのインストール 

1 「Symphomovie CD - ROM 」 を CD - ROM ドライブにセットします。 

2 次のダイアログが表示された場合は、「何もしない」を選択し、 [0 K ] ボタ 
ンをクリックします。 
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イヌーシのスライドショーを表 rn する 

Windows ピクチャと FAX (f； ューア使用 

画像を印刷する 

写呉®印刷ウイザ-ド使用 


激您驗碰碗 




□常に逞択した射)作を行う。 


a 


OK 


T) キャンセル ) 


この種類のファイルのディスクを挿入したり、テ v w スに接続したりするた u 
に、 Windows が自動)的に実行する射)作を逞択できます 

把 画像 

Windows が実行する射]作を逞んで•くださ0。 


3 「スタート」一「コント□ールパネル」を選択します。 

4 「プ□グラムの追加と削除」をクリックします。 

5 「アプリケーションの追加と削除」ダイア□グボックスが表示されるので、 
[プ□グラムの追加]ポタンをクリックします。 

6 [ CD またはフ□ッピー]ポタンをクリックします。 


7 「フロッピーディスクまたは CD - ROM からのインス!-一 j レ」ダイア□グポッ 
クスが表示されるので、[次へ]ポタンをクリックします。 

8 「インス!-ールプ□グラムの実行」ダイア□グボックスが表示されるので、 

「開く」コマンドラインに、 「 E :¥ Setup . exe 」 と表示されていることを確認 
し、[完了]ポタンをクリックします。 

( CD - ROM ドライブが E ドライブの場合） 
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CD-ROM またはフ□ツビーディスクからのブ Di) •ラムの追加 


ブロ^の ロツトデイスクからブログラムを追加するには、 [CD またはフロツビー] をし。 D またはフロッピ-® 

’ N Microsoft からブ□クラムを追加 

i 私 結ぬばらスドライパの追加、またはシステムの更新を行う [Window update ] 

追加也） , 


& 

Windows 

追加と則#込） 

承 

ブ□クラム® 
既定の設定 (© 


プ□グラム®追加と削除 


U llnlfx ] 


20030317183 


| 5 緣 |£> 0 





































ソフトウェアを再インス I -ールする場合 


9 「使用許諾契約」ダイァ□グボックスが表示されるので、[はい]ポタンをク 
リックします。 

1〇 「インス!-ール先の選択」ダイァ□グボックスが表示されるので、通常はそ 
のまま[次へ]ポタンをクリックします。 

11「素材データドライブの選択」ダイァ□グボックスが表示されるので、素材 
データの保存先を選択して、[次へ]ポタンをクリックします。 

HDD または HDD 領域が2っ以上ある場合に、素材データ （ AVI ファイル）を 
保存する場所を選択します。 HDD 領域が2っ以上ある場合の購入時の設定は 
「 D :」 です。 

ここで選択したドライブは同時に、 GigaSize の優先ドライブに設定されます。 
ra p .291 「GDV ファイルの GigaSize 設定」 

1 z 「プログラムフォルダの選択」ダイァ□グボックスが表示されるので、通常 
はそのまま[次へ]ポタンをクリックします。 

ファイルのコピーが 始まります。 

■ 3 コンピュータの仕様によっては、ファイルのコピー中に、 Symphomovie 
に必要な各種ユーティリティのインス I -ール画面が表示される場合があり 
ます。メッセージに従ってインス!-ールを行います。 

14 インストールが終了すると「再起動」画面が表示されるので、メッセージに 
従ってコンピュータを再起動します。 

卜 Gi 目 aSize の設定 


Symphomovie で扱うファイルは容量が大きいため、 「 GigaSize 」 ドライブを設定 
することで、ドライブを効率的に使用しています。 

インストール直後の GigaSize ドライブの設定は次のようになっていますので、 
必要に応じて、 GigaSize ドライブを追加してください。 


HDD または領域数 

GigaSize ドライブ 

1 個 

C 

2 個以上 

D (手順 11 ( p .298 ) で D : を選択した場合） 


GigaSize の詳細や設定方法は、 ^ p .291 「 GDV フアイルの GigaSize 設定」をご 
覧ください。 
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付録 


►素材集のインスト ー ル 


必要に応じてインストールを行ってください。 

1「素材集」フォルダが HDD のどこに登録されているか確認します。 

HDD (領域）が1個の場合は、 C :¥ 素材集 
HDD (領域）が2個の場合は、 D :¥ 素材集 

2 「 Symphomovie 素材集 CD 」 を CD - ROM ドライブにセットします。 

3 CD に登録されている「素材集」フォルダ内のすべてのフォルダを、手順1 
の「素材集」フォルダに コピーし ます。 

4 「上書きしますか？」という画面が表示されたら、[すべて上書き]をクリッ 
クします。 

► EPSON オリジナルフオントのインストール 


次の手順で、 EPSON オリジナルフォントをインストールします。これらのフォ 
ントはテロップで使用することができます。 


制限 


これらのフォントを Symphomovie 以外で使用すると、不具合が発生すること 
があります。 


1 「 Symphomovie 素材集 CD 」 を CD - ROM ドライブにセツトします。 

2 次のダイアログが表示された場合は、「何もしない」を選択し、 [0 K ] ボタ 
ンをクリックします。 



299 






























ソフトウェアを再インスI-ールする場合 


3 [スタート]—「コント□ールパネル」を選択します。 

Windows 2000の 場合は、 [スタート]—「設定」一「コントロール パネル」 
を選択し、「フォント」をダブルクリックします。手順6に移ります。 

4 「デスクトップの表示とテーマ」をクリックします。 

5 「デスクトップの表示とテーマ」ダイア□グボックスが表示されるので、「関 
連項目」の下にある「フオント」をクリックします。 
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付録 


6 「フオント」画面が表示されるので、「ファイル」一「新しいフオントのイン 
ストール」を選択します。 



シヨトカツトの作成⑤ 

_必 
名前の変更⑽ 

〇\ 

せ 


せ 

座 

㈤ 

ブ □ パティ (E) 


il Black 

Arial Bold 

Arial Bold 
Italic 

Arial Italic 

Batang & 
BatangChe ... 

Blacklette 
686 BT 

閉 b るぬ） 

〇\ 

〇\ 

P \ 

11 

1T 

2 \ 

Calligraphic 
421 BT 

Cataneo BT Comic Sans 
MS 

Comic Sans 
MS Bold 

Courier New 

Courier New 
Bold 

Courier New 
Bold Italic 

Courier N( 
Italic 

座 

3 

11 

座 

座 

座 


£\ 

EPSON 教科 

EPSON 行害 EPSON 正楷 

EPSON 太角ゴ EPSON 太丸ゴ 

EPSON 太行 

EPSON 太明 

Estrange 1 

書体 M 

体 M 著体 M 

シ，ク体 B 

シック体日 

書体 B 

朝体 B 

Edessa 


7 「フォントの追加」ダイアログボックスが表示されるので、「ドライブ」に 
CD - ROM ドライブを選択します。 

「フォントの一覧」に、 EPSON オリジナルフォント8書体が表示されます。 



8 [すべて選択]ポタンをクリックし、続けて [0 K ] ポタンをクリックします。 
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ソフトウェアを再インス I -ールする場合 


9 フォントがインスI-ールされると、フォント画面にインスI-ールされた書体 
が表示されます。 「EPSON」 の名前のついた次の8書体が表示されているこ 
とを確認します。 

• EPSON 丸ゴシック体 M 

• EPSON 教科書体 M 

• EPSON 行書体 M 

• EPSON 正楷書体 M 

• EPSON 太角ゴシック体 B 

• EPSON 太丸ゴシック体 B 

• EPSON 太行書体 B 

• EPSON 太明朝体 B 

以上でフォントのインストール作業は終了です。これで、 Symphomovie のテロッ 
プエディタで、これらのフォントを選択して活用できるようになります。 
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I プロジェクトのバックアップ•復元 


プロジェクトのバックァップ•復元機能を使用すると、制作中または制作後の 
プロジヱクトとその材料すべてを、大容量メディアにバックアップすることが 
できます。 

バックアップ•復元機能では、そのプロジェクトに使用されている素材ファイ 
ル（ムービーファイルや静止画、テロップ等）を検索し、それらのファイルを 
一括してバックアップします。この機能により、不必要なファイルをバック 
アップしたり、必要なファイルをバックアップし忘れることがなくなり、確実 
にプロジェクトを復元することができます。 


制限 


バックアップされるのは「指定したプロジェクトに使用されるファイルのみ」で 
す。素材リストに表示されているファイルがすべてノ（ックアップされる訳ではあ 
りませんので、ご注意ください。 


►プロジェクトのバックアップ 


1 DV Edit モードで、「ファイル」一「プロジェクトのバックアップ」を選択 
します。 

2 バックアップ先を指定し、バックアップ名を付けて[開始]ポタンをクリッ 
クします。 




プロジェクトフアイルが保存されていない場合は、保存のメッセージが表示さ 
れるので、ファイル名を付けて保存します。 


バックアップ先は、十分に容量のあるメディアを選択してください。バック 
アップ名は任意の名前を付けることが可能です。 

「レンダリングキャッシュもバックアップする」をチェックした場合は、部分 
レンダリング済みの部分も保存されます。そのため、バックアップを復元した 
際に、レンダリング済みの部分に関しては再レンダリングする必要がなくなり 
ます。ただし、より大きなバックアップ領域が必要になりますので、必要に応 
じて選択してください。 
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プ□ジェクトのバックアップ • 復元 


►プロジェクトの復元 


1 DV Edit モードで「ファイル」一「プロジェクトの復元」を選択します。 

2 復元するプロジェクトを指定して、[開始]ポタンをクリックします。 

復元作業が開始されます。この際、復元先（バックアップした際、元のファ 
イルが保存されていたドライブ）には、プロジェクトを復元するための容量 
が必要です。 



制限 


復元先に、バックアップしたときと同じファイル名のファイルが存在する場合、 
上書きの確認が表示されます。このときに上書きを行わないと、正常に復元が行 
われません。 

ファイル名の混乱を防ぐため、復元先をフォーマットした直後など、なるべく 
ファイルが存在しないときに復元を行うことをおすすめします。 
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困ったとぎは 


► HDD の容量が足りなくて保存ができなくなつたときは？ 


次のいずれかの方法で対処してください。 

♦ HDD を;！:曽設する。 

GigaSize の設定を行ってください。 

Fa p .291「 GDV ファイルの GigaSize 設定」 

• HDD 内のムービーを他の保存媒体に移動し、 HDD 内に空きを作る。 
♦不必要な映像ファイルを削除する。 

ra p.290 「不必要な GDV ファイルの削除」 

• 不必要なレンダリングのデータを削除する。 

レンダリングデータは、「設定」一「レンダリング」の「ディレクトリ」で 
指定したフォルダ （¥ DvCache ) 内に保存されています。 
p .137「 DvCache の削除」 

♦不必要なファイルを削除し、 HDD 内に空きを作る。 

映像ファイル以外にも不必要なファイルがある場合に削除します。 

ファイルの削除のしかた 

1 削除したいファイルの入っているフォルダを開きます。 

2 削除したいファイルを、デスクトップの「ごみ箱」にドラッグアンドド□ッ 
プで移動します。 


fk 

制限 


「ごみ箱を空にする」を実行すると、ファイルは完全に削除されます。次の操作 
を行う前に、ごみ箱の中が不要なファイルであることを再確認してください。 


^ 「ごみ箱」をマウスの右ポタンでクリックし、メニューから「ごみ箱を空に 
する」をクリックします。 

4 確認のメッセージが表示されたら、[はい]ポタンをクリックします。 

►映像にコマ落ちや四角いノイズが発生する場合 


HDD の最適化 

Windows では、 HDD の最適化を行うことにより改善される場合があります。下 
記の手順で、 HDD の最適化を行ってください。 
















困ったときは 


S5J 

HDD の最適化は、実際に使用している領域が多いほど時間がかかります。 


1「スタート」一「マイコンピュータ」を選択します。 

Windows 2000の場合はデスクトップ上の「マイ コンピュータ」 をダブルク 
リックします。 

2 ムービーのデータが入っているドライブを指定して、右クリックで「プ□パ 
テイ」を選択します。 


ファイル© _集 (£) 表示祕お気に入りがツール①ヘルプ ( JJ ) 
©，逢 P 後索 g ? フォ M 


アドレス⑪丄兄マイコンビュ-夕 


システム®タスク 


名前 種類 

こ®]ンビュータ t 保音されて05ファイル 


gj システム惜報を表示する 
ぬ ブ的ラムの追加と則除 
0. 設定を変更する 



そ® 他 

欠 

マイネットワ-ク 

Q マィ[ドキュメント 
己 共有ドキュメント 

0* コント□ールパネル 



欠 

□ 一*ルディスク （ D :) 

□一カルディスク 


ファイルシステム: NTFS 
空き領域: 52.8 GB 
合計サイズ: 5&6 GB 



£2) 共有ドキュメント フ7イルフォルダ 

| £3印 son のドキュメント ファイルフォルダ 

八ードディスクドライブ 

一□一カルディスク(。:） □ -カルディスク 

sa<(&~ 


リムーパブル記馆域尤 

^, DVD / CD-RW ドライ 
スキャナとカメラ フォ 

通 JVC DV カム]-タコピー® 


ェウス ブロー ラ凶 
検索 ( E 〉... 


共有とセキュリティ(也.. 


ショ w トカツトの作成@ 
名前の衮 F ( M ) 




20.0 GB 
56.6 QB 


3 「ツール」タブを選択し、[最適化する]ポタンをクリックします。 
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付録 


4 「ディスクデフラグツール」ダイア□グボックスが表示されるので、[最適 
イ匕]ポタンをクリックします。 

クリックすると最適化が始まります。この作業は時間がかかります。 



5 処理が終了すると、次のダイアログボックスが表示されるので、[閉じる] 
ポタンをクリックします。 



これで HDD の最適化処理は終わりです。映像の状態を確認してください。 

この作業を行っても四角いノイズやコマ落ちが発生する場合は、再度ファイル 
名を変更して、ムービーを作成します。それでも直らないときは、キヤプチャ 
した素材ファイル自体にノイズがあるので、 DV 機器からのキヤプチヤをしなお 
してください。 

►つなぎ録画ができないとき 


籲つなぎ録画の調整は行われているか確認してください。 

•つなぐ作品を出力するときに、 [ DVOut ] ボタンが押されているか確認して 
ください。 

•お使いの dv 機器によっては、正確につなぎ録画ができない場合があります。 307 



































Symphomovie 素材集 CD について 


「 Symphcmiovie 素材集 CD 」 には、すぐに活用のできる素材集が登録されていま 
す。この中にはエプソンダイレクト（株）で提供するイラスト、フレーム、文 
字、下地などの素材と、（株）サウンドファクトリーの効果音、 BGM が収録さ 
れています。これらの素材は、冒頭の「ソフトウエア使用許諾契約書」および、 
巻末の「エンドユーザー音楽•効果音使用許諾契約」をお読みのうえ、同意 
していただける場合に使用することができます。 


エン ド ユーザー 音楽 • 効果音使用許諾契約 


本音楽 • 効果音をご使用される前に本音楽使用許諾契約をよくお読みください。 

本音楽 • 効果音を使用すると本音楽 • 効果音使用許諾契約条項に同意されたものとみなします。 
本契約はエンドユーザーと株式会社サウンドファクトリーの間に合意するものとします。 

本音楽使用許諾契約に同意されない場合、本音楽 • 効果音を使用することはできません。 


第一条使用許諾 

株式会社サウンドファクトリーは以下に定める条項に従って本音楽ライブラリーの使用権利をェンド 
ユーザーに 許諾します。 

本音楽 • 効果音を非営利目的での個人的利用に限り§由に何回でも非独占的に使用することができま 
す。 

(個人的に制作するビデオ映像作品 • 映像コンテスト • ホームページ • 放送などにおいて非営利目的で 
あれば使途は問わないものとします。） 

第二条著作権 

すべての音楽 • 効果音の著作権は株式会社サウンドファクトリーに帰属します。 

すべての音楽 • 効果音の著作権は著作権法によって保護されています。 

第三条禁止条項 

1. 本音楽 • 効果音を営利目的で使用することはできません。 

営利目的での放送番組. コマーシャル . 販売用または PR ビデオ•ソフトウェア. CD-ROM • 展示会. 
イベント.店内館内 BGM • 学校視聴覚教材•クラブ活動 • 教室 • 各種講座 • 官公庁等で使用したい 
場合は、株式会社サウンドファクトリーの CD 製品を購入することで使用できます。 

CD 製品のご購入については株式会社サウンドファクトリーへお問い合わせください。 

2. 本音楽 • 効果音を譲渡 • 複製 • 転売 • 貸与 • ダウンロー ドその他の方法により、第三者に使用また 
は販売することはできません。 

3. 本音楽 • 効果音の一部または全部を使用して株式会社サウンドファクトリーの類似業務や株式会社 
サウンドファクトリーの収益に損害を与えると認識される行為を禁止いたします。 

第四条本契約の終了 

ェンドユーザーが 本契約条項を遵守し ない 場合は、本使用許諾は自動的に終了するものとします。終了 
した場合は本音楽 • 効果音をすべて破棄しなければなりません。 

第五条責任の制限 

株式会社サウンドファクトリーは本音楽•効果音の使用から生じる一切の損害について、いかなる保 
証 • 責任も負いません。 

本音楽 • 効果音についてのお問い合わせや CD 製品のご購入については 
株式会社サウンドファクトリーまでご連絡ください。 

株式会社サウンドファクトリー 
〒433-8111静岡県浜松市葵西 5-13-8 
TEL 053-437-2118 FAX 053-437-2181 
http :// www . soundfactory . co.jp 

sound @ orange . ne . ip 


© Copyright 1989-2001 SOUND FACTORY, All rights reserved. 
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